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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章




「ふぅ」

　静かな、そして気品に満ちた部屋に、ため息が流れた。

　午後の風がレースのカーテンをはためかせ、壁に飾られた美しい絵画や、何かを表彰したのであろう勲章、そして隅に飾られた鷹たかの彫像などを、品良くなでていく。

　その窓際に置かれた事務机で、気品に満ちた女性が今の吐息を漏らしたのだ。肩までなびく亜麻色の髪をいじり、形の整った唇が小さく開かれている──となれば、乙女特有のメランコリックな悩みを期待しがちだが、パチパチと混じる音がそれを裏切っていた。

　彼女は算盤そろばんを弾はじいていたのである。

「悪くはありませんけど……良くもありませんわね」

　女性はつぶやくと、美麗な紫水晶アメジストの瞳ひとみを、数字の羅列した帳面から宙へと向けた。憂うれいを帯びた表情が、どこか現実的な悩みを口にする。

「もう少し業績を伸ばしたいところですが……新設したジュニアクラスの反応があまりよろしくありませんわ……しかし、これ以上のテコ入れは難しいですし」

　うーむ、とうなってから、ふと彼女は部屋の片隅においてある、愛用の剣──細身の刺突剣レイピアを見つめた。

　彼女が経営者であるのは口ぶりから判断できるが、冒険者でもあるのはこの武器を見ないとわからないだろう。しかし、そのことを知っている者は少なくなかった。

　この気品あふれる女性は、冒険者の中でもレベルを超える存在──『勇者』なのだ。

「経営も冒険みたいに力ずくで何とかなれば、世話ないのですけれど」

　少女はそう言って微苦笑を浮かべる。自分の言葉が安直に思えたのだ。

　ふと──彼女の脳裏に一つのイメージが浮かんだ。

　それは数日前、ある魔物を倒した青年の姿だった。

　彼は勇者でもなく、たった13という低レベルにもかかわらず、誰も倒せなかった古代文明の産物を葬ってみせたのだ。

　そのおかげで、今では町での人気も高く、それなりに有名人であり──。

　ふと、少女は手を打ち合わせる。

「……ありましたわね、これ以上にないテコが」

　今までの憂ゆう鬱うつもどこへやら、目を輝かせて立ち上がると、拳こぶしを握りしめた。

「彼を招しよう聘へいしましょう──アード＝グラッサムを。我が『レイズ冒険者学院』の特別講師として！」

　すっかりと晴れ上がった表情で、宣言する彼女に、もはや悩める乙女の顔はなかった。








第一章　初めての『先生』




　ダンジョン街『エルツェン』は相も変わらず平和であった。

　少し前に、この街の地下にあるダンジョンにて、『四大元素竜フオー・エレメンタル』の『ガイアドラゴン』の襲撃の恐れと、実際はそれ以上の凶敵『ドゥーム』の存在が発覚したのだが、数多くの勇者、そして一人の冒険者がこれを解決してしまった。

　なので、今日もこの街は、平和とそれが織りなす活気を、あちこちににじませている。

　たとえば、石畳で舗装された地面に、様々な露店が建ち並ぶ、この商店街もそうだ。

「はいはい、今日は絶叫ベアのいい肉が入ってるよ、どうだい？」

「お、アードの旦だん那な、いい大根が入ってるんだ。一本どうだい？」

「リウナちゃん、今日も可愛かわいいね。どう、この人参。安くしとくよ」

　そんな賑にぎやかな区画を歩きつつ、しかしこの平和に一人納得していない者がいた。

　平和をもたらした冒険者にして『英雄』──アード＝グラッサム本人である。

「はぁ」

「どうしたの、アード。これでため息一五回目だよ」

「いや、うまくいかないものだと思ってな」

　アードはつぶやくと、隣を歩く幼おさな馴な染じみの『勇者』、リウナ＝ソウルシェアを見つめた。

　こちらを見る顔は苦笑に彩られている。何となく察してはいるのだろう。だが、アードが愚ぐ痴ちをなかなか言わないから水を向けてくれたのだ。

　それに甘えることにして、アードは口を開く。

「ドゥームを倒したおかげで、勇者に通じる立場を手に入れることができた。冒険者ギルドも、ドゥームが引き起こした事件を公正に市民に発表してくれた──まあ、あれはギルド所属の冒険者が凶敵を倒したことによるイメージアップが狙ねらいだろうけどな──だから、俺おれもそこそこ名が知れ渡るようになった。これで、勇者待遇の仕事も手に入れられるだろう。めでたしめでたしだ」

　普通の冒険者なら小躍りして報告しそうなことを、アードは苦虫をかみつぶしたように言った。理由は次の通りである。

「だけど……だからといって、すぐに仕事が入ってくるわけじゃないんだな……ていうか、かえってバイトがしにくくなってるんだが」

「そうだねぇ」

　リウナが苦笑しながら、食材が入った紙袋をよいしょと持ち直した。大きな胸が、その弾みで、たゆん、と揺れる。

　アードが言っているのは、つまりこういうことだ。

　彼は勇者クラスの冒険者にしか頼まれない仕事も引き受けるようになれたが、それがすぐに入ってくるわけではない。何しろそういった仕事は、普通の冒険者には任されない──かなり切羽詰まった内容が多いのだ。

　世界が平和な時、得てして勇者というものは暇なのである。

　なら、普通の冒険者が受けるような仕事を──とやろうとすると、今度は仕事を依頼する側が渋る。勇者に払う報酬は大体飛び抜けて高いからだ。普通の冒険者の待遇でいいからと言っても、「恐れ多い」と恐縮してしまう。

　アードも目下、その気遣いに悩まされており、おかげで働けるバイト先も以前務めていた日雇いの酒場仕事や鍛か冶じ屋や手伝いくらいしかなく、しかも、それらも今は人手を募集していないときた。つまり、彼には働き口がないのだ。

　ドゥーム事件で、助けた勇者たちからもらった金があるから当分は生活には困らないだろうが、それでも早く手を打つ必要がある。

　で、なければ──。

「何より、あいつらに不自由な思いをさせそうでな」

　アードがつぶやき視線を向けた先、敷物を敷しいて掘り出し物を置いているらしく雑貨屋の前では、三人の娘が「ほわぁ」と目を輝かせていた。

　背中に赤い翼を広げたフェニ。額に角つのを生やしたユニ。目が金色のナー。

　外見年齢が順に一四歳、一一歳、九歳の彼女たちは、アードの『娘』であり──そして人ではなかった。古代魔法文明が作り上げた遺産、〈神獣〉なのである。

　その〈神獣〉たちは、彼が接近したことに気づくと、一斉に振り返ってきゃあきゃあと楽しそうな声をあげた。

「アード、アード！　これ面白いんだよ、人形の中に人形が入ったおもちゃだって！　買ってよう！」

「父上、この工具はなかなか優れものです。その、今後のアイテム制作のためにも購入して損はないと思うのですが」

「……お父さん……この恋愛小説、素敵です……私、ちょっと欲しいかも……」

　ぴょんぴょんと跳び上がりながら、三人はアードを取り囲む。取り残され、寂しそうな顔をして「うー」とうなるリウナが気になったが、毎度のことでもあるのでアードは後回しにした。

　今は、家庭での教育を優先しなければならない。

「お前ら、おとなしく待ってろって言っただろ。買う用事もないのに店を冷やかしちゃダメだ……それと、今回は生活に必要なものを買いに来ただけだ。それ以外のものは、一切買わないからな」

「「「えー」」」

　父としての頑とした言葉に、三人の少女は異口同音につぶやく。フェニは露骨にがっかり、ユニはどこかすねたようにジト目、ナーは寂しさを押し隠すようであったが、そろって不満を表しているのはアードにもよくわかった。

　少しだけ、父親としての欲望がささやく。それくらいの金、はした金じゃないか。買ってやって娘たちの喜ぶ顔を見たいとは思わないのか。

　ぐっ、とこらえた。今は仕事がない時期だし、何より何でも買い与えていては彼女たち自身のためにならない。自分はこいつらの父親になると誓ったんだから、それは貫かなければならないのだ。たとえ、拾った娘だろうと。

　彼は心を鬼にした。

「ダメなものはダメだ」

「「「はーい……」」」

「……その代わり、あそこの露店でおやつ買ってやるから」

「「「やった♪」」」

　三人の娘がハイタッチするのを見て、どこが鬼だと苦笑してしまう。自分もまだまだ甘い。これで予定外の出費が増えてしまった。

「皆、あまり食べ過ぎないでね。今日のご飯は好きなの作ってあげるから」

　リウナが笑いながら付け加えると、フェニとユニが肩をすくめる。

「ふふーん。リウナ、そうやってご機嫌とってもダメだよ。アードはあたしたちのお父さんなんだから、絶対に渡さないからね！」

「そうです。それに我々に買収は通用しません……ただ、サンドイッチの具は何にするつもりなんですかね。いえ、参考までにお教えいただければと」

「あ、あの、私……ボンゴレが食べたいです」

「アップルパイもよろしくね！」

「……すっかり買収されてるじゃないか」

　アードは再び苦笑を浮かべた後、リウナの肩を軽く叩たたいた。娘たちに何かと張り合われているにもかかわらず、気遣ってくれることに感謝の意を示したのだ。

　リウナも微笑を浮かべ、うなずいてみせる。

　ただ笑い合うだけで、お互いの心は何となく通じ、二人がその事実に何となく温かいものを感じて改めて微笑ほほえんだ、その時。

「ちょっとそこのカップル。往来でイチャイチャしないで欲しいんだけど」

　突然後ろから声をかけられ、二人は「ふぁっ？」とひっくり返るような声をあげた。慌てて振り返る。

「何だ……ラナンか」

「お、お久しぶりです」

　そこに立っていたのは、二十代のエルフの女性──国が運営する魔法文明の研究組織『魔導研究室』の副室長たるラナン＝アルサノイズであった。

　彼女は少し白けたような目で二人を見ると、やがてアードに視線を向けた。

「ちょっとたるんでるんじゃない？　あなたに課した『試練』はまだ終わってないのよ……それを女の子といい雰囲気になったり、子供におやつとか与えてる場合かしら。もっと緊張感を持ちなさいよ」

「べ、別にいい雰囲気とかなってないし……後半に関してはお前に言われたくないぞ」

　アードはジト目で見返してやる。

　何しろラナンは袋に入ったコーン菓子を抱え、残った片手にはオレンジジュース、口には腸詰め付きの串くしをくわえている始末だ。遊んでいるようにしか見えない。

　それを指摘すると、しかしこのエルフはすました顔でこう付け加えた。

「私の仕事なら、今からするからいいのよ」

「ほう、どんな仕事だ？」

「商談よ……あなたとのね」

「はぁ？」

　いきなり自分に話が飛んできたので、アードは素すっ頓とん狂きような声を上げた。リウナも目をぱちくりとさせている。

　そんな二人と、こちらの異変に気づいたのか足を止めて眺めてくる〈神獣〉たちを見つめながら、ラナンは楽しそうに付け加えた。

「ちょっと、場所を変えてお茶でもしない？　おごるわよ」




「学院の特別講師？」

　近くにあったカフェテラスで、表に出された丸テーブルに座り、ウェイトレスに注文を告げた、そのしばらく後。アードは怪け訝げんそうに眉まゆをよせてみせた。

　対面に座るラナンが本題に入ったのである。隣のテーブルで注文したケーキをむさぼってる〈神獣〉たちや、その面倒を見ているリウナも、手を止めこちらに注目している。

　ラナンは紅茶をすすり終えてから、笑って告げた。

「そ。平たく言えば、アードくん、あなたに先生をやってほしいのよ」

「先生……俺おれがか？」

　その言葉はアードにとって少し特別な響きを持つものだった。元が孤児で、孤児院に引き取られた経緯のある彼は、その敬称で呼ばれる人物に育てられたのだ。

　ただし、ラナンが持ってきた言葉は、少しそれとは趣おもむきが異なる。本物の教師になれということなのだ。

「『魔導研究所』が、冒険者ギルドと提携して『冒険者学院』を開いているのはあなたも知っているでしょう？」

「あ、ああ。本格的な勉学とトレーニングを、冒険志望者に施すための学校だったな」

　アードはつぶやきながら、コーヒーに口をつけて記憶をたぐった。

　通常、冒険者を志す者は、いきなりダンジョンに潜ったりしない。冒険者ギルドに所属し、そこにある『訓練所』で一ヶ月の間、武器による戦闘、基礎的な魔法、罠わなの発見や解除、古代魔法文明の基礎知識などを勉強する。

『冒険者学院』はその『訓練所』から発展した施設で、要するにみっちりと数年かけて冒険者の育成を行う学校だ。

　多少費用はかかるが、入学した生徒は好みの授業を自由に選択して学ぶことができ、さらに将来どのような役職──剣士、魔術師など──につくか、相談に乗ってくれる。

　また、一般教養も学べるため、冒険者見習い以外の人間も授業を受けに来ることがあるらしい。これはまれな事例だが。

「で、この『エルツェン』にも『冒険者学院』はあるのだけれどね。そこの校長が試験的に、『ジュニアクラス』というものを開設したのよ」

「何だ、そりゃ」

「簡単にいえば、『冒険者学院』にまだ入学できないような子供にも教育を施そうというものよ。将来有望な冒険者を育成するために、小さい頃から少しずつ慣れさせたいというのが校長の考えらしいわ」

「ふぅん」

　アードは懐かい疑ぎ的な声でつぶやいた。確かに彼らが住むこのファルス大陸では、冒険者を志す者が多い。ダンジョンが多く、一いつ攫かく千せん金きんが夢見られるからである。だから、子供のうちに冒険者を育てようという方針は、割と見当外れではないのかもしれない。

　だが、この世界ではまだ、子供は物心つけば家の手伝いのために働くのが常識的なのだ。それなのに、わざわざ金を払って我が子を学校に行かせたいと思う親がいるだろうか。

　案の定、ラナンは肩をすくめた。

「……これがあまり芳かんばしくないらしくてね。そこで、校長は考えたわけ。この街を救った英雄が特別講師になれば、話題になって生徒も集まるんじゃないかと。それで理事を務める『魔導研究室』に、その英雄──あなたに打診するよう希望してきたのよ」

　アードはラナンの言葉を少し反はん芻すうし、次の瞬間には顔をしかめてつぶやいた。

「……何だ。つまり、俺おれは客寄せのピエロというわけか」

「そう、いじけた声を出しなさんな。あなたにしかできないことなのよ。ドゥームを倒してから、あなたすごい人気じゃない。通りでサイン頼まれたこともあるんですって？」

「え……いや、その。ちょっとだけ……どうしてもっていうから仕方なく」

　照れたようなアードの言葉に反応し、隣のテーブルから娘たちが一斉に駆け寄ってきた。

「なに、アード！　サインあげた？　ずるいー！　あたしもアードのサインほしい！　ところでサインってなに？」

「父上、あまりみだりにサインはしない方がよろしいかと。何かの架空請求とかだったらどうするつもりだったんですか」

「あの……ユニお姉ちゃん……そのサインは違うと思う……」

　わいわいきゃあきゃあと、ケーキの食べかすを口の周りにつけながら両腕を振り回す娘たち。アードはハンカチを出すと、その口元をぬぐってやった。リウナが慌てて「三人とも、お行儀よくしなきゃダメだよ」とたしなめにくる。

　それらの光景を見て微笑を浮かべてから、ラナンは商談を続ける。

「この仕事の提案は、あくまでバイトの斡あつ旋せんだから、私があなたに課してる『試練』には直接関係はないわ。でも、勇者待遇で受けられるから報酬は破格よ。あの子たちにも、不自由な思いさせなくてすむと思うけど？」

「うーん」

　アードはしばらく悩んだ。正直、その提案は魅力的ではある。

　だが。彼はゆっくりかぶりを振ると、きっぱりと答えた。

「せっかく声をかけてくれて嬉うれしいんだけど、俺はまだこいつらを放ほうっておけないんだ。バイトをするなら、なるべく一緒にいられる仕事場でないとダメなんだよ。学校に関係者以外を連れ込むわけにはいかないだろうし、遠慮させてもらう」

「校長の提案じゃ、長期ではなく一ヶ月程度の短期でお願いしたいとのことだけど。それでもダメかしら」

「一ヶ月でも一日でもダメだ。あいつらは親として俺おれを慕ってくれている。だったら俺もできるだけのことはするって決めたんだ。期間の問題じゃないよ」

　本当は仕事が見つかってないだけに、ちょっと心が揺れるが、アードは渋面で断った。

　彼らをきょとんと見上げる子供たちが、自分たちのことを考えてくれたことだけはわかったのか、少し嬉うれしそうな顔をする。それが救いだった。

　と、ラナンはなおも何かを考え込んでいたようだが、ふと手を打ち合わせて言った。




「ああ、それならその子たちも学校に来ればいいじゃない」

「え？」

「生徒として入学すればいいってことよ」




　ラナンの言葉があまりにも意外だったので、アードは目を何度も瞬しばたたかせた。

「え、学校ってこいつらをか……でも俺は、こいつらを冒険者にするつもりなんか」

「一般教養だって学べるんだし、いい機会だと思うわよ。あなたが教師を務める間の臨時入学ということにすれば、報酬に上乗せという形で学費も免除できると思うわ」

　そこで言葉を切ると、ラナンは思わせぶりに笑みを浮かべる。

「それに、学校にいけば、彼女たちに同世代の友達だってできるかもしれないわよ」

「友達……か」

　アード自身、学校に通ったことはない。そんな金銭的余裕はなかったからだ。孤児院では先生に直接読み書きなどを教わったし、冒険者関連の知識は訓練所で得た。

　だが、自分以外の人たちが学校で、パーティを組むように様々な生徒と仲間になり、友情を育んできたのは聞いたことがある。

　その体験をフェニたちにも味わわせることができたら──そう思うと、彼の胸は一ひと際きわ大きく弾むようだった。それに、知識を身につけさせて、将来に備えさせることも悪くない。

「そうだな、確かにそれはいいかもしれない。お前たちは、どうだ？」

　フェニたちに尋ねると、彼女たちは困惑したらしかった。当然ながら、学校など行ったことがないからである。

「え、えっと、『がっこう』ってなに？　森で鳴いてる鳥のこと？」

「それは『かっこう』です……学校とは、集団で勉強をする施設のことですよ。ちなみに勉強とは、退屈でわかりきった知識を植え付けられる、非常に退屈な作業です」

「えー、それ何かイヤだぁ」

「でも、でも……お父さんも一緒にいてくれるみたいだよ……」

　ナーの言葉に、渋い顔をしていた姉二人も、むぅ、と満更でもない顔をした。なんだかんだで、二人ともアードと一緒にいるのが大好きなのである。

　結局三人は、アードに向かって「行く」と答えた。

　その様子を見て取ったラナンは、満足そうにうなずくとアードに向かって告げた。

「それじゃ、決まりね。それじゃ諸々の手続きはこちらで行っておくわ。アードくんは明日直接学校に来て、校長と話をしてちょうだい」

　そして、一枚の紙を手渡す。

　アードがその紙片に目を落とすと、意外と綺き麗れいな筆跡で『レイズ冒険者学院』と記されており、その学校への行き方が詳細に図示されていたのだった。





　　　　○






『エルツェン』に設立されている『冒険者学院』──名前を『レイズ冒険者学院』という──は、街のやや外れにあった。

　実のところ、アードはこの街に二年ほど暮らしているのだが、その学院を近くで見たことはほとんどない。出向く必要のある場所に存在しないからだ。同じ町外れでもダンジョンの入り口とは九○度ズレた方角にあり、近くを通りかかることもなかった。

　複数の棟を三角形に並べた白亜の校舎は、尖せん塔とうや彫刻などの飾りもあって、小さくはあるがまるで城のようなイメージを与えてくる。その隣には運動に使用するのであろう、広場が整地されており、白い粉でラインが引いてあった。

　その『レイズ冒険者学院』の一室、高貴な調度と瀟しよう洒しやな雰囲気が支配する部屋で、アードは一人の女性と対面していた。

「本日は、お越し頂きありがとうございます、アード＝グラッサムさん。私わたくしの名前はスミカ＝シーズルーン。『魔導研究室』のご指名により、この冒険者学院の校長を務めさせていただいておりますわ」

「あんたが……？」

　アードが驚いたのは、その女性が想像以上に若かったからだ。二十代前半といったところだろう。たなびく亜麻色の髪に人形然とした美しい顔立ちは、貴族の娘といった雰囲気はあっても、校長という印象はあまり得られなかったのだ。

　そのスミカは、ふと微笑を浮かべると、試すようにアードの顔をのぞき込んだ。

「実は、初めましてではありませんのよ。私のこと、見覚えありませんかしら」

「え……あ、ひょっとしてドゥーム退治の時にいた、勇者の一人？」

「ご明察ですわ。ふふ、街を救った英雄に覚えていていただけて、光栄ですわね」

　そう言ってから、嬉うれしそうに笑うスミカ。仕草すべてが気品に彩られていて、嫌みがない。ますます貴族のお嬢様然としているが、その身のこなしにまったく隙すきがないことに、アードは気づいていた。

　同時に納得する。部屋の片隅に飾られている刺突剣レイピアが気になっていたのだが、あれはスミカの冒険者としての武器なのだ。『魔導研究室』に雇われた校長だというのだから、勇者としての実績を買われたのだろう。

　スミカはひとしきり笑った後、ふと視線をアード、それにその隣でやや小さくなっている〈神獣〉たちに向けた。

「アルサノイズさんにはすでにお話を伺っていると思いますが、改めて説明しますわね。グラッサムさん、あなたには当学院のジュニアクラスの特別講師を務めていただきたいと思います」

「……とは言っても、講師なんてしたことないし、どんな授業をすればいいかもあまりよくわかってないんだけど」

「ご心配なく、それはこちらで資料を用意します。基本的にそれに従っていただければ結構。また、専門的な知識が必要な講義は、他の教師に任せるので安心してください。それよりも、あなたには他に注意していただきたいことがあります」

「注意……？」












「ジュニアクラスの生徒たち、つまり子供たちのメンタルです。子供はあまりこの世界のことを理解していませんが、だからといってそれを未熟と否定するのは酷ですわ。彼らは彼らなりの矜きよう持じを持って生きている。そのことを忘れないでほしいのです」

　その言葉を語るスミカの目に、厳しい光が宿っていることにアードは気づいた。まるで何かの信念に支えられているような──しかし、その光はふと薄れ、どこかからかうような、いたずらっぽい笑みが顔を覆おおった。

「もっとも、その年齢でそれだけのお子さんを抱えてるあなたには、今更無用の忠言かもしれませんわね」

「え……」

「態度を見ればわかります。その子たちがいかにあなたを頼りにしているか」

　そう指摘する前で、フェニたち〈神獣〉は、アードの体にしがみつくようにして、こそこそとスミカの様子をうかがっていた。

　実は、彼女たちは割と人見知りする。明るく裏表のない性格が売りのフェニですら、初対面の相手に慣れるのには少々の時間がかかるのだ。

　そんな娘たちに、ひしっとしがみつかれているアードは、父親として信頼されているのだろう。スミカの言葉がそれを指しているのをわかったので、彼は少し照れながらも「至らないながらも一生懸命やってるんで」と答えた。

「では、生徒相手にも一生懸命をお願いしますわね。そうそう、言い忘れてましたが、娘さんたちの入学も歓迎いたします。特例として、授業料はこちらが負担しますわ」

「ありがとう、助かるよ」

「……ただし、条件があります。それは、娘さんたちの素性は他の生徒には内密にするというものですわ。羽や角つのなどの外見の差異は、あくまで獣人の一種だからということにさせてほしいのです」

「え？」

「アルサノイズ女史から事情は聞いていますわ。その子たち、人とは根本が異なる存在なのですね。獣に変身する力を持ち、分類上は『マジックアイテム』として扱われると」

　その言葉に、アードは黙りこくった。スミカの指摘は正しいのである。

　フェニたちは、古代魔法文明が作り上げた魔法生物だ。法的には、普通の『人』として扱われず、『マジックアイテム』として扱われる。『魔導研究室』などそれを盾にして、彼女たちを強制的に買い取ろうとしたくらいである。

　それに反発したアードは、彼女たちを「貸与」という形で身請けすべく、三ヶ月以内に一○○○万Ｇグレードぶんの宝を見つけるという試練を受けたのだが、この試練を達成したとしても、〈神獣〉が「人」でなく「道具」として扱われるのには変わらないだろう。アードにすれば業腹な話だが、これが現実なのだ。

　と、その心中を察したように、スミカは気遣わしげな声を出す。

「差別なんてくだらないことですわ。しかし、自分たちと異質の存在に拒否感を示す者が出るのはある意味仕方がありません。特にジュニアクラスの生徒たちは幼いのです。娘さんたちの心に傷を負わせないためにも、ご理解ください」

　彼女の言い分も、わからなくはない。アードはため息とともに了承した。

　スミカはそれを見て、「ありがとうございます」と微笑ほほえむ。そして、これで打ち合わせが終了したと付け加えた。

　アードも〈神獣〉たちも肩の力を抜いた。この場の全員の用事が、今終わったのだ。

　──いや、もう一人残っていた。その一人を見て、スミカは怪け訝げんな表情を浮かべる。




「……ところで、そこのあなた」

「何でしょう？」

「どうしてここにいるのですか。呼んだ覚えはありませんわよ、ソウルシェアさん」




　当然のようににこにこ微笑みながらたたずむリウナに向かって、スミカは半眼を向けた。アード相手より態度が手厳しい──というより気安い。以前のドゥーム戦で、同じ勇者として行動したため、連帯感があるのだろう。

　リウナは表情を真面目まじめなものに変えると、スミカを真まっ直すぐに見つめて答えた。

「その、わたしも、この学校で雇ってもらえないかなぁ、と思いまして」

「ここは職業斡あつ旋せん所じゃありませんわよ。他の講師なら足りてますし……そもそもあなた、講師ができるほど頭がよろしくないでしょう」

「うぐっ」

　指摘通り、リウナはあまりおつむの出来がよろしくない。というより、スミカと同じく『勇者』の称号を頂く身としては、あまりに物を知らなすぎる。ごく最近まで有名な薬の材料の『マンドラゴラ』を知らなかったほどだ。

　そんな彼女に教師をやらせるなんてとんでもない話だが、それ以上にスミカはいぶかしがって眉まゆをひそめた。

「そもそもあなた、積極的にお仕事を取りに来るようなタイプではないと思いますけど。どうして今回に限って、そんなにアグレッシブなんです？」

「だって……アードやフェニちゃんたちが学校行くのに、わたしだけ行けないのって何か寂しいですし……それに」

「それに？」

「アードが先生してる姿、少し見てみたいかも……」

　顔を赤くして、小声でつぶやくリウナ。

　ちらちら、とアードを見る目はどこか陶然としていて、スミカは何となくリウナの言葉の奧に隠された心情を察した。困ったことに、同じ乙女として共感できるものでもある。

「仕方ないですわね……かつての仲間のよしみで、用務員として雇ってあげますわ」

「ありがとうございます！」

　満面の笑みを浮かべると、リウナはアードに向かって二本指を突き出す。

　何が何だかわからない青年剣士は、どのような謎かけリドル相手にも見せないであろう不可解そうな表情を浮かべたが、リウナにつられてかとにかくうなずいた。

「えー、リウナもくるの。これじゃ家と変わらないじゃん」

「くっ、これでは父上を独占しようという計画がパーです」

「……お父さん教師だから、最初からそれは無理だと思うけど……でも残念かも」

　娘たちが口々に愚ぐ痴ちるのを見て、スミカはアードを含むこの五人の人間関係を何となく察し、リウナに同情を覚えた。勤務させてあげて正解だったかもしれない。

　ともあれ、今は英雄たる青年の特別講師の件が先だ。彼女は気分を切り替えるように小さく手を打つと、アードの方を見つめた。

「さて、それでは早速ジュニアクラスの生徒に紹介します。そして授業に入っていただきますわ」

「え、もう？　今日から？」

「はい。大丈夫です、初日は簡単な授業で要領をつかんでいただきますから──では、道すがら説明しますので、参りましょう」




　ジュニアクラスの子供たちは、運動場にて待機していた。

　数は全部で一五人程度。人間だけでなく、エルフや獣人、ドワーフ族なんかもいる。上は一四歳、下は八歳と年齢層もバラエティに富んでいて、その全員がそろいのトレーニングウェアに身を包んでいる姿は、不思議な光景であった。

　アードはスミカに連れられて、彼らの前に緊張した面持ちで立つ。その隣には生徒たちと同じトレーニングウェアを渡された、フェニたちの姿もあった。

　ついでにグラウンドの隅には、雑草を除去しているリウナの姿がある。どうやらスミカに任されたらしい。

「では、今日からジュニアクラスに特別講師兼担任として、赴任していただくアード＝グラッサムさん。それに、新しく一緒に勉学に励んでもらうフェニさん、ユニさん、ナーさんです。一ヶ月の間ですが、皆さん、失礼のないよう」

　スミカの言葉に、一同からまばらに「はーい」という声が返ってきた。品定めするような顔つきで、アードやその娘たちを見つめる。なお、娘たちに関しては実子ではなく養子と補足がついた。そうでなければ説明がつかないからだ。

　生徒たちの視線に、フェニたちはもじもじとしていたが、やがてアードが「よろしく」と生徒たちに頭を下げると、慌ててそれにならった。

「では、グラッサム先生。最初の授業をお願いしますわね」

「わかりました」

　生徒たちの手前、丁寧語でうなずく。これが初授業だと思うと顔がこわばる思いだ。

　と、向こうで草むしりの手を止めたリウナが、声を出さずに口の動きだけで「がんばれ」と応援してきた。ついでに笑顔で手を振ってくる。

（まったく、吞のん気きな奴だな……）

　アードは苦笑しながらも、なぜか緊張が解けたので、リラックスして授業に臨むことにした。まずは、先ほどスミカに聞かされた、今日の授業予定について思い出す。

　屋外でのトレーニングが一時間目。つまり、この授業である。トレーニングといっても、そんなに堅苦しいものではなく、その内容はずばり球技だ。全員でこれに興じることで、スタミナと反射神経、動体視力などを養うのが目的となっていた。

　そしてそのための競技もすでに指定されている。アードは咳せき払ばらいを一つすると、生徒一同に向かってその発表を行った。

「さて、早速だが授業に入ろう。今日は全員で『スクウェアボール』を行ってもらう」

『スクウェアボール』はこの世界でももっともポピュラーな球技で、正方形の陣地をプレイチームの数だけ用意し、そこから相手の陣地に向けて両手で抱える程度の大きさのボールを投げ、ヒットすれば得点が入る。

　上級者向けになれば、三チーム以上の陣地を使って混戦を行ったり、敵陣の周囲に味方を配置して連携を行ったりもするが、アードは子供にもわかりやすい二チームでボールをぶつけあうだけの最もシンプルなルールを採用した。

　子供たちも異論はないらしく、一斉にうなずく。遊び半分だからか、少し嬉うれしそうだ。

「さてと、ボールとラインを引くための粉引きを用意しなければいけないな……」

　アードが独りごつと、スミカがグラウンドの隅を指さした。

「あちらの小屋が体育倉庫になっています。運動に必要な大抵のものはそろっていますので、ご自由にお使いくださいませ」

　アードはうなずき、フェニたちを生徒の輪の中に入れると、一人古ぼけた小屋に向かって歩き出した。目的は粉引きとボールが一個だ。誰かの手を借りるまでもないだろう。

　──だが、このとき、彼は最後まで気づかずにいた。

　己の能力について、失念しているものがあることを。

　アードが木製の戸を引き、薄暗い部屋の中に入ったその瞬間。

　ミシッ、という、何かがきしむような音が聞こえた。

「え……？」

　嫌な予感を覚えた時にはもう遅く、小屋は突如崩壊を始め、彼は「うわああああああっ！」という絶叫とともに、雪な崩だれる瓦が礫れきの中へと埋もれていった。

　それを見ていた娘たちや生徒たち、ならびにリウナやスミカは、ぽかん、と口を開いて放心していたが、やがて我に返ると、慌てて廃墟と化した倉庫へと走り出した。




「くっそー……」

　アードはつぶやきながら、カツンカツン、と靴音を響かせて、石畳の床を歩いていた。

　周囲には薄暗く魔法の明かりが点ともる壁。のびる通路はあるところは拒むようにせまく、あるところは複雑に折れ曲がり、侵入者を追い返そうとする鋼の意志を感じさせる。

『迷宮ダンジヨン』──冒険者本来の活動場所に、アードは足を踏み入れていた。

　その目的は、主に〈神獣〉たちを貸与してもらうための条件、一○○○万Ｇグレード相当の宝──現在三○○万Ｇ強は稼いでいるので、残り六○○万Ｇと少し──を見つけるためである。

　彼の助手として隣を歩くフェニが、眉まゆをひそめてつぶやく。

「アードぉ、まだ機嫌直らないの？」

「直るも、直らないもないさ。これだけ自分に腹が立つのは久しぶりだ……まさか、［悪運ハードラツク］のことを忘れてるなんて」

　アードは答えながらも、娘の手前荒れっぱなしは良くないと思ったか、少しだけ声の調子トーンを落とすのだった。

　冒険者は、生まれ持っている特殊な能力──『ブレス』を覚かく醒せいさせることができる。だが、この『ブレス』は等しく役に立つものばかりとは限らないものであり、アードが持つ［悪運］は、特殊な環境で凶事を引き起こすことがあるという、とんでもないものだった。

　彼が二年もかけて冒険を続けている割には、レベルが13と低いのはそのせいなのだが、ダンジョンやモンスター退治など、特殊な環境下でなければ滅めつ多たに発動しないということもあり、油断していたのだ。

　だが、それをあざ笑うように［悪運］は発動した。

　体育倉庫の崩壊という形を持って。

『びっくりしたよ、もう』

　瓦礫からアードを引っ張り出してくれたリウナが、彼が無事なのを見て安あん堵どしたように言った。ついでに体中の埃ほこりを、優しく手で払ってくれる。

『老朽化が進んでいたから、建て直そうとは思っていたのですけれど……まさかいきなり崩落するとは思いませんでしたわ』

　スミカが何度も謝罪しながら告げた。自分のブレスが原因であるのはほぼ間違いなかったので、アードも特に何も言わなかった。

　幸い、けがは大したことなく、授業は何とかこなすことができた。学校が終わった後も、就寝前にこうやって日課である一日二時間のダンジョン探索ができるくらいだ。

　だからアードが［悪運ハードラツク］の失念をこれだけ後悔しているのには、他の理由がある。

「……みんなの目、冷たかったな……」

　しょんぼりと告げるアードの脳裏には、ジュニアクラスの生徒たちの表情が浮かんでいた。彼らは驚きと──失望が混じった目で、ひそひそと言葉を交わしていたのである。

『何だ、倉庫につぶされるなんて大したことないじゃん』

『俺おれ、アード＝グラッサムは街を救った英雄って聞いたぜ。本当かよ』

『ちょっと、がっかりしたかも……』

『大丈夫かな、こんな先生で』

　それらを思い出すたびに、「はああああ」と深くため息を吐つき、しょげ返っていくアードの顔を、フェニが慌ててのぞき込んだ。

「大丈夫だよ、アード。きっとみんなもアードが格かつ好こ良くて、すごい冒険者だってわかってくれるって」

「別に賞賛が欲しいとか、格好をつけたいとかそういうわけじゃないが……でも、今のイメージは払ふつ拭しよくしたいな。俺は先生なんだから、生徒の手本になる必要がある。それが格好悪い、頼りないじゃ、誰も授業についてきてくれないからな……」

「あたしはアードの授業楽しかったけどなあ。本を読むのも、計算のしかたを教えてくれるのも、とても面白かったよ。みんなもそう思ってるって、きっと」

「はは、それは少し身内びいきが入ってないか？　でも、そう言ってくれると少し気が楽になる。ありがとうな、フェニ……っ!?」

　突如、アードは表情を引き締めると、足のホルスターに下げた二本の短剣を素早く取り出した。

　手元のスイッチを押すと、それは長剣のサイズに変形し、手元に収まる。アイテム作成が得意なユニが作り上げた、『神獣の双剣』だ。

　そのうち一つを無造作に振り下ろす。次の瞬間、横合いの通路から転がってきた大きな岩が、真っ二つに割れてアードとフェニの横を抜け、そのまま通り過ぎていった。

「相変わらずすごい切れ味だな、岩も切り裂けるとは──さすが古代文明の鍛たん造ぞう技術はひと味もふた味も違うぜ」

　それをもたらしてくれた『娘』に感謝しつつ、岩を見送った後、ふと何かを思い出したかのように、懐ふところにしまった紙切れを取り出す。

　子供の文字で『大きな岩の後の、危険な大雨に注意』と書いてあった。

　予知能力を持つナーが、ダンジョンの危険を予知してしたためたものだ。

　アードの目に光が宿った。特殊能力──『スキル』の中でも、〈神獣〉に選ばれたもののみが使用できる『神獣スキル』が発動する。危険を察知する、《危険予知リスクプロフエシー》だ。脳内に、今近づく危機が情報として入ってくる。

「これは……フェニ、危ない！」

　彼はフェニを素早く、しかし優しく廊下の奥に突き飛ばし、双剣をこすり合わせると、上に向かって振り上げた。

「《不死鳥の炎フエニツクスフレア》！」

　剣が散らした火花がふくれあがり、大きな炎と化した、次の瞬間。

　天井の闇やみから、槍やりが雨のように降り注ぎ、アードに突き刺さろうとする。が、その寸前、放たれた炎がそれをなめとり、一瞬にして蒸発させた。

　すべてが終わった──と思いきや、おまけとばかりにもう一本、穂先が人間の子供サイズほどの巨大な槍が落ちてくる。それをアードは反射的に籠手ガントレツトをクロスさせて受け止めようとしたが、横手から元気な声が響くのが先だった。

「燃え尽きちゃえ！」

　刹せつ那な、フェニの口から炎がほとばしり、槍を燃やして吹き飛ばした。戦闘型の〈神獣〉たる彼女の特殊能力である。アードは彼女に近寄ると、「よくやったぞ」とその頭をなでてやる。ナーの予知もそうだが、本当に娘たちには助けられてばっかりだ。

　フェニは「えへへー」と相そう好ごうを崩して身をよじった。胸にもたれかかり、自分の頭をすりつける。甘いにおいと、頭の心地よい感触が、アードをくすぐり、表情をゆるませた。

　しかし、彼はすぐにため息を吐つくと、表情を沈んだものにし、何となく後方を──自分が通ってきた通路を見つめる。

　そこには、様々なトラップの残ざん骸がいが、累々と横たわっているはずだ。

　彼の脳裏には、再び自分を疑念のまなざしで見る生徒たちの顔が浮かんでいた。

「ダンジョンに入ってから三○分も経たっていないのに、もう三四個目の罠わなだもんな……我ながら［悪運ハードラツク］が絶好調だぜ……こんな不幸だらけの冒険者を、クラスのみんなはちゃんと先生として信頼してくれるのかな……」

「大丈夫だよ、アードなら！　あたしはそう思う！」

「そうかな……そうだといいんだけどな」

　言いながら、アードはフェニに笑ってみせた。娘の手前、あまり弱音ばかり吐くわけにはいかない。大丈夫だ、と安心させてやらなければならないだろう。

　だが、笑顔が少しぎこちないものになったのか、フェニは気遣わしげな表情をしていた。考え込むように眉まゆをよせていたが、それも一瞬。何かを思いついたらしく、手を打ち合わせる。

「あ、そうだ！　それならあたしが、クラスでアードのことを宣伝してあげる！」

「えっ？」

「アードがどれだけ強くて、どれだけ格かつ好こいいか、いっぱい話して教えてあげるんだ！　もちろん、ユニとナーにも手伝ってもらって……そうしたら、アードもクラスのみんなに見直されて、信用してもらえるよね！」

「いいいっ？　おいおいおい、本気かよ！」

　アードは面食らったように、目の前の得意げな顔をする少女を見つめた。

　何というか、自分のことを『娘』に宣伝してもらうのは、少し恥ずかしい。しかもその内容が「強い、格好いい」と来た。そんなことを娘に言わせるなんて、生徒たちの自分を見る目がますます冷ややかになるんじゃないかとも危き惧ぐする。

　しかし、フェニは自分のためと思い、このことを思いついたのだ。それはとても嬉うれしいことだ。それに、話題はどうあれ、フェニたちにとってクラスメートに積極的に話しかけるきっかけができれば、クラスに早くなじむことができるかもしれない。

　葛かつ藤とうした結果、アードは自分の体裁よりも娘の幸せを取ることにした。

「わかった、お前らが俺おれのことをしゃべってくれるのは助かる……ただし、その、あまり大げさなことを言うなよ」

「うん、任せて♪」

　フェニはうなずくと、とん、と小さな胸を叩たたいてみせた。

　そして浮かべる無邪気な笑みを見て、アードは自分の判断が間違ってなかったと安心し、宝を見つけるべく冒険の続きに専念するのだった。





　　　　○






　次の日の朝。

「何だ、これは……」

　アードは愕がく然ぜんと、朝の陽光が差し込む教室──大きな黒板と、小さな机が二○ほど並んだ部屋を見てつぶやいた。

　教師としての勤務二日目、彼は娘たちとともに登校し、教室の前で「アードもう行っちゃうの」「父上、もう少しお話ししましょう」「お父さん……いっちゃいやです……」と口々に寂しがる三人をなだめつつ別れ、職員室へと向かった。

　ジュニアクラスといっても、別に校舎が存在するわけでもなく、教室や職員室は普通クラスと共用だ。というか、生徒が一クラスぶんしかいないため、わざわざ建設する意味がないのである。

　そんなわけで、職員室の中で普通クラスの教師たちと軽く挨あい拶さつを交わしていると──大体の教師が英雄たるアードのことを知っているらしく、感動して握手などを求めてきた──スミカがやってきて、本日の授業予定を説明してくれた。

　この間、わずか一五分程度だったろうか。

　そして授業を始めるために、再び教室に向かった彼は、そこで異変に気づいたのである。

　こちらを見てくる、生徒たちの目線だ。

　先ほどまで確かに冷たかったそれは──さらに冷たくなっていた！

「よぉっす。おはようございます英雄」

「今日も授業っすか、大変ですね英雄」

「後でパン買ってきてくださいよ、英雄」

　悪ガキっぽい男の子たちが、机の上にあぐらをかきつつ、冷ややかな声色でそんなことを言ってくる。敬語ではあるが、どうひいき目に見てもこちらを尊敬しているようには思えない。むしろ逆だ。

　他の子供たちも、こちらを見てはひそひそと声をひそめて、不穏な空気を醸し出している。アードは慌てて、事情を尋ねるべく自分の娘たちを探した。

「おい、ナー、ユニ、フェニ……これはどういうことなんだ」

「あ、あの、その……」

「それがですね、父上……」

「せっかくだから、アードの格かつ好こいいところ、みんなに伝えようとしたんだけど……」

　もじもじと目線をそらしつつ、彼女たちが説明したところによるとこうだ。

　フェニたちはアードが職員室から戻って来るまでに、彼についてのフォローをすべく勇気を振り絞ってクラスの全員に「あのっ！」と声を張り上げた。

　そして、彼女たちの知る限りのアードの武勲を語り始め、それは最初はクラスメートたちの関心を引いたのだという。

　だが、そのうちに生徒の一人が懐かい疑ぎ的な声を上げた。体育倉庫につぶされたような冒険者が、本当にそんな活躍をしてみせたのかと。その生徒は女の子だったが、特にアードがドゥームを倒したことについて疑っているようだった。

　アードの娘たちは、特にフェニはそれに対してムキになり──そして、ついこう叫んでしまったのだという。

「『アードはただ強いんじゃない、レベルが13なのにとっても強いんだから』って……そうしたら、急にみんな静かになって……」

「うあ……」

　わかった気がして、アードはうめいた。気まずい思いで、周囲を見渡す。

　生徒たちは、もはや不審の塊のような表情をしていた。

　昨日の体育倉庫で何となくくすぶっていた彼への疑念は、「レベル13」という具体的な数字を聞いて確信へと至ったのだ。

　──すなわち、アードが街を救った英雄であるというのは噓うそに違いない、と。

「だってなぁ、レベル13だもんなぁ……」

「レベル13の冒険者が、ドラゴンより強い魔物を倒せるわけないじゃん」

「……私のおじいちゃん、若い頃に膝ひざをけがして冒険者やめたそうだけど、レベル40はあったらしいよ」

「うちの親父おやじも、今じゃすっかり飲んだくれの道具屋だけど、レベル30の冒険者だったみたいだし……」

「それに比べてレベル13って……倒せるのスライムくらいじゃないの」

　一人がぽつりとつぶやいたのを皮切りに、全員がわいのわいのと騒ぎ出す。フェニは慌てて、「だからそれは、スキルとかたくさん取って……」と説明しようとしたが、若すぎる生徒たちの耳には届かないようだった。

　ほとほと困り果てた顔で、ナーがアードを振り仰ぐ。

「ごめんなさい、お父さん……私たち、余計なことしちゃった……」

「……どうしますか、父上。私の知識を総動員すれば、人を洗脳するマシンくらい作れると思いますが」

「いや、いいんだ。俺おれがレベル13なのは事実だからな。受け取り方は人それぞれだろう……それからユニ、さらりと物騒な発言をするな」

　そう言ってため息を吐つくと、うつむいてどうしたものかと考え始める。

　と、彼の目の前に人影が立った。顔を上げると、そこには一三歳くらいの少女が立っていた。腰まで届く亜麻色の髪と、クールで勝ち気な紅玉の瞳ひとみを持っている。彼女はアードを見つめて、こう言った。

「先生、少しいいですか？」

「……えっと、君は」

「キスカ＝シーズルーンです。生徒の名前くらい覚えてほしいんですけど」

「シーズルーン？　じゃあ……スミカ校長の」

「はい、妹です。姉から聞いてませんか？」

　その言葉にアードは首を横に振りつつ納得した。何となく、あの校長が自分の身内だけ紹介するという不公平なことはしないという確信があったからだ。

　だが、その態度にキスカは納得がいかないのか、口を少しへの字にしてから、アードをにらみつける。

「まあ、いいですけど……ところで、確認したいことがあります。あなたがドゥームを倒したというのは本当ですか？」

「え？」

「何度考えてみても、レベル13のあなたにドゥームが倒せるとは思えません。納得できないです……姉ですら、倒せなかったのに」

　最後の方だけ少し機嫌が悪そうに声を低くすると、彼女は言及を続ける。

「本当は他の勇者の手て柄がらを、あなたが横取りしたんじゃないですか？　もしそうなら、納得がいくんですけど」

「違うっ！」

　叫んだのはフェニだった。今の言葉が相当頭にきたのだろう、燃えるような目でキスカのことをにらみつけている。

「アードは本当にドゥームを倒したんだよ！　それを、他の人の横取りとか……言っていいことと悪いことがあるんだから！」

「そうでしょうか……だって、倒したっていう証拠はないですよね？」

「何だってぇっ！」

　フェニは怒り心頭に発したらしく、大声でわめいた。ユニもナーも、段々と表情を険悪なものにしている。このままでは取っ組み合いの喧けん嘩かに発展してもおかしくないだろう。

　それを止めたものがいた。他ならないアードだ。

「やめておけ、フェニ」

「アード……だって！」

「いいから、ここは俺おれに任せておけ」

　彼は黒板の前に歩いて行くと、教卓に手をついて室内を見回した。

　目を閉じて深呼吸してから、声を放つ。

「キスカ、それにみんなも、聞いてほしい。フェニたちが言ったことは本当だ。俺は低レベルの冒険者なんだ……それをあえて否定したりはしない。だが、俺が自分の力で──周りの人間にも助けてもらったが──ドゥームを倒したのも、また事実だと付け加えておく」

　そして彼は首をめぐらせ、真しん摯しな目線を生徒たちに向けた。

「この言葉を信じる信じないはみんなの自由だ。だけど、俺は信じてもらえるように努力する。信じるに値する教師を目指そうと思う──昨日はゴタゴタして言えなかったが、これが俺の教師着任の上での意思表明だ。これが完遂できるかどうか、その評価はみんなに任せたい」

　アードの言葉に、しかし生徒たちは顔を見合わせるばかりだった。その顔色に、先ほどと変わった気配は見当たらない。それはそうだろう、決意を表したところで、信じてもらえるほど世の中は甘くない。

　だが、今はこれ以上言えることがないのも確かだ。だから、彼はとりあえず堂々と教壇に立つことにした。

　その物もの怖おじしない態度を見て、キスカがどこか不服そうに眉まゆをよせたのだが、彼は気づかない。授業用の本を開き、生徒たちの顔を見回す。

「それじゃ、早速授業を始めるぞ」

　毅き然ぜんと言い渡した。




「……と張り切ってはみたものの、やはりきついものはきついな……」

　疲れた声を出しながら、アードは数多くある長机の一つに突っ伏した。

　昼休みが始まり混雑していた食堂も、今は人影もまばらになっている。年かさの教師や、アードと同じくらいの年齢だがどこか苦労を知らなそうな若者たち──冒険者見習いたる普通クラスの生徒だろう──がお茶を楽しんでいるが、それもごく少数だ。

　そしてアードはその少数に属していた。彼は娘たちと一緒に食事を終えた後、お茶を飲んでいたのだ。

　対面には食堂での仕事を言い渡され、先ほどそれを終えたリウナも座っている。大きな胸がテーブルの上に鎮座していた。彼女はアードの実情を聞いた後、苦笑でそれを労ねぎらった。

「大変だね……それで、授業はうまくいってないの？」

「いってないというか、色々と教えてはいるが、ちゃんと聞いてくれているか不安でな……何しろ授業中の問いかけに、答えてくれない生徒が多いんだよ」

「うーん、でもそれは質問の内容がわからなくて、答えられないとかそういうのかも」

「いや、違うな。指名されても無視してくる奴がほとんどだから。答えられないんじゃなくて、自分の意志で答えないんだ」

　特にスミカの妹であるキスカの態度が顕著だ。名前を呼んでも、立ち上がりもしない。つんとそっぽを向いて無視を決め込んでいる。

　彼女はそれなりにクラスに影響のある存在らしく──校長にして勇者の妹だからだろう──彼女につられてアードを邪険に扱うものも少なくないようだった。

　再び深々と息を吐くアードに対して、ナーが慌てて立ち上がってその背後に回った。

「お父さん、元気出してください……あの、肩叩たたきますね……」

「あ、ああ、ありがとう」

　とん、とん、と伝わってくる振動は、お世辞にも力強いものではなく、叩かれているという感覚がまったくなかった。

　だが、アードはそれがとても心地いいものに感じ、感無量な声で「気持ちいい」とつぶやく。

「じゃあ、あたしはアードの膝ひざを温めてあげる！」

「私は首をマッサージしましょう」

　そう言って、ぽふっとフェニがアードの膝にもたれかかり、ユニがナーの隣にならぶようにして首筋に抱きついてくる。「叩きにくい……」と末娘はこぼし、肩たたきを諦あきらめたのか背中にしがみついてきた。

　娘たちのぬくもりや柔らかい感触がそれぞれ伝わってきて、アードは心底癒やされる思いではあったが、周囲の教師や生徒の目線が気になるのも確かだった。

　咳せき払ばらいをして、彼女たちをどかせようとする。

「あー、三人とももういいぞ、だいぶ元気になったから。ありがとうな」

「「「ダメー、後五分ー！」」」

「……お前らがせがんでどうするんだよ」

　これじゃ立場が逆だ。苦笑したアードは、ふと冷たい視線を感じてそちらを見た。

　リウナがぷくーとふくれながらこちらを見ている。

「いいなー、アードべったりで」

「まあ、否定はしない。娘っていいものだぞ」

「……そっちだけじゃないけどね」

「？」

　リウナの言葉の意味をはかりかねて、首をかしげるアード。

　しかし彼女はすぐに表情を切り替えると、真面目まじめな顔つきで彼に尋ねた。

「それで、どうするの？　生徒たちの信用、どうやって勝ち取るつもり？」

「……まあ、あれこれ考えていても仕方ないからな。とにかく、生徒のためになるような行動で示していくさ。今の俺おれには、それくらいしかできない」

　信用を得るには、何よりも相手を信じなければならない。だから、自分の思いが通じると信じて、一生懸命に『先生』をやっていくつもりだ。アードはそう語った。












　それを聞いて、リウナは顔を輝かせる。

「そうだね。アードはそうする方が、きっとうまくいくよ」

「そう思うか？」

「うん、わたしはそう信じてる」

　昨日のフェニと同じようなことを口にするリウナだったが、彼女が言うと説得力が違う気がした。つきあいが長いからだろうか、かなり安心する。

　すると、横からフェニたちも声を上げてきた。

「あたし、あたしも協力するよ、アード！」

「父上の魅力、必ずやクラスのみんなに伝えましょう」

「……頑張ります！」

　張り切っている娘たちを見ると、今朝のことが想起されて多少不安も残ったりはするのだが、それでもアードは笑顔で「頼むぞ」と告げた。

「さてと、それじゃ午後の授業も頑張るか」

　彼が立ち上がって、一つのびをしながら決意を表した、その時。




「無理だね！　お前なんかには絶対無理だよ！」

「その通りだ、学校なんてやめちまいなっ！」




　心ない声が響き、最初アードは自分のことを言われたのかと思って硬直した。

　いや、違った。声は明らかに、自分たちと離れた場所から響いている。

　そちらに目線を移すと、恐らくジュニアクラスの生徒であろう、一二歳くらいの恰かつ幅ぷくのいい少年が二人、一○歳くらいの少年に絡んでいた。

　こちらの方は瘦そう身しんで眼鏡をかけており、お世辞にも体格に恵まれているとは言えず、後生大事そうに大きな本を抱えている。

　そして何か言いたそうに年上の少年二人を見上げているのだが、すぐに恐怖の色を顔に刷はいて、目を背けるのだった。

「ふん、意気地なしめ。お前みたいな奴、冒険者になれっこないんだ」

「弱虫は家の手伝いでもしてな」

　そう言って、二人は本を抱えた少年を突き飛ばす。

　彼は悲鳴をあげ、尻しり餅もちをつき──かけたところで、横手から素早くたくましい腕がその背中を支えた。アードのものだった。

「お前ら、何をやってるんだ！」

「げっ、『英雄』じゃん！」

「やべ、逃げろ！」

　少年たちは慌てて食堂から走り去っていった。彼らが朝に、自分をわざと英雄呼ばわりして馬鹿にしていた悪ガキだと、アードは思い出していた。

「まったく、元気なのはいいが他人に迷惑をかけちゃいけないな……おい、大丈夫か」

　後半は支えている生徒に言ったものである。彼は眼鏡の奥の瞳ひとみを瞬しばたたかせて、「はい」と告げた。大丈夫そうなので立たせてやる。

「お前は確か……えっと、ロビンだっけ」

「はい……アード先生、助けてくれてありがとうございました……」

　そして、丁寧にぺこりとお辞儀をする。彼は確か、自分のことをちゃんと先生扱いしてくれる数少ない生徒のうちの一人だった、そうアードは記憶していた。

　と、そこにリウナがやってきて、「はいこれ」と本をロビンに渡してやる。転んだ時に、手放したらしい。「ど、どうも」と再度頭を下げる彼の胸元で、金糸で綴つづられた表題が光ったのをアードは目撃した。

「『星の砂』……なんか聞いたことがあるな」

「……『星の砂』。主に魔法薬の調合に使われる虹にじ色の砂で、昔はそれなりに採集されたのですが、現在では大変希少価値の高いものになっていたはずです」

　アイテム関連の知識に造ぞう詣けいが深いユニが、隣から解説してくれる。アードも思い出したように、手を打ち合わせた。

「そういえば、そういうアイテムが数年前にこの『エルツェン』のダンジョンでも発見されたって、冒険者ギルドで言ってたな。何でもこの砂がダンジョンで見つかるのは、約三○年ぶりの快挙だったそうだ」

「へー、そんなことがあったんだ。ちっとも知らなかったよ」

「……だからお前は、もうちょっと冒険者としての知識を蓄えておけよ」

　やや白い目でリウナを見るが、今に始まったことでもないのでそれ以上の言及はやめておいた。

　ふと、フェニがかくんと首をかしげてロビンに尋ねる。

「でも、ロビンはどうしてそんな本持ってるの？　面白いの？」

「面白いというか……この『星の砂』を見つけるのが僕の夢なんだ。そのために、親に無理言ってこの学校に入れてもらったんだよ……でも」

「……でも？」

「無理かもしれない……僕ってあまり体が丈夫じゃないし……力も弱いし……彼らの言う通り冒険者になんてなれないかも……」

　彼らというのが、先ほどまでロビンをからかっていた悪ガキどもというのは、みんなにもわかった。どうやら恒常的に、こっそりいじめられているらしい。

「あんな奴らの言うことなんて気にする必要ないさ。冒険者になりたいんなら、努力してなればいい」

　アードはそんなことを口にしたが、ロビンは弱々しく首を横に振った。

「いいんです……そもそも、『星の砂』を本当に見つけられるかどうかも怪しいし……だって、ものすごくレアなんでしょう？　普通の人間より劣る僕に、それを見つけられるなんてとても思えない……だから、もう学校もやめようかと……」

　そう言ってうつむく彼は、多少卑屈に見えた。どうやら悪ガキたちに弄いじられたあまり、劣等感コンプレツクスをこじらせているらしい。

（参ったな……）

　アードはしばし悩んだ。冒険者になる、ならないは本人の自由だから、やめたいという人間を無理に止めるのは教師としてもお門違いな気がする。だが、彼の場合はいじめられて自信を失っているのだ。少なくともそれを解決してから、結論を出してほしかった。

　となると、ロビンに自信をつけさせるのが一番なのだが、一体どうやって──。

「ああ、そうか……」

　ふと思いついて、傍らの娘たちを見やる。彼女たちの助けがあれば、何とかなるかもしれない。

　アードはロビンの前にしゃがみ込むと、目線を合わせて言った。

「なぁ、学校をやめるのも、冒険者を諦あきらめるのも、少しだけ待ってくれないか」

「え……」

「一つ、賭かけをしてほしいんだ。レベル13の冒険者である俺おれとな」

　そう言ってアードは、微笑を浮かべてみせた。





　　　　○






　その日の夜、アードはいつものようにフェニと一緒にダンジョンに潜っていた。

　試練のための宝探しもあるが、今回はそれ以外に目的が存在した。

　彼は入り口で軽く体をほぐすと、意気揚々とした声で自分に気合いを入れる。

「さてと、気を引き締めてかからないとな！」

「ねぇ、アード。本当に大丈夫なの？」

　ふと、隣のフェニが不安そうに尋ねた。元気な彼女にしては珍しく、表情が優れない。

　アードはそんな彼女に、気軽な表情で笑ってみせる。

「大丈夫さ。幸いなことにナーの予言が発動したんだ、絶対に『星の砂』は見つかる」

「それは、そうかもしれないけど」

　しかしフェニは納得いかないようにつぶやき、大きく息を吐ついた。

　その脳裏にはつい先ほど、学校が終わってからダンジョンに来るまでにアードが自分たちに語った言葉が渦巻いていた。

『今回のダンジョン探索は、試練の宝探しもあるが、もう一つ、「星の砂」を見つけることも目的に入れようと思う。ロビンが自信を失っているのは、自分が冒険者になっても「星の砂」を探し出せるような人間になれるかどうか心配だからだ。だから、レベル13の俺おれが「星の砂」を見つけることで、どんな冒険者になろうと頑張ればできるというところを見せてやりたいんだ』

　それがアードがロビンと行った賭かけだった。彼が自分の任期──一ヶ月以内に『星の砂』を持ってくれば、ロビンは冒険者への道をもう少し頑張ってみるというのがその内容だ。

　当然ながら相当に無む茶ちやな内容だ。三○年見つからなかったマジックアイテムを見つけようという話なのだから。だが、これくらいのことをしてみせないと、教師として信用は得られないとアードは考えたのだ。

　無論、まったく勝算がないわけではない。彼の持つ［悪運ハードラツク］は基本的に不運しか呼び寄せないが、時々滅めつ多たにない幸運を呼び寄せる。恒常的に大きな運を呼び寄せるリウナのブレス、［強運フオーチユン］よりも、さらに強力な運をつかむこともあるのだ。

　それが都合良く発生してくれるかどうかはそれこそ賭けだが、幸いなことにナーの予知能力に『星の砂』に関する情報が含まれる程度の運は、呼び寄せることができたらしい。

『お父さん……虹にじ色に輝く砂……階段を二○以上降りた場所、方角南西……だそうです』

　これだけの情報があれば、今日中にでも『星の砂』を見つけることができるかもしれない。アードが喜んだのは言うまでもなかった。

　だが、それでもフェニが先ほどから不安を隠せないのには、理由があった。

　ナーの予言には、続きがあったのである。

『……でもお父さん……もしも欲しきものを手に入れようとするなら、逃れられない敗北が待っている……とも出ています』

　彼女が暗い顔をする理由は明白だ。ダンジョンでの『敗北』がどんな危険なものか、ちょっと考えれば子供でも予想がつく。相手は罠わなか、魔物か、その両方か──それらに敗北した時、重傷で済んでいれば御の字だ。下手すれば命を落としかねない。

　娘たちは必死に『星の砂』は諦あきらめるようアードに訴えた。彼女たちの心情を考えれば、それもやむなしかとアードは思ったが、しかしロビンのことも気になる。また、「欲しきもの」が『星の砂』でなく、何か別のものの可能性──たとえば試練用の宝とか──の可能性もあるのだ。となれば、ダンジョン探索自体を打ち切らなければならなくなり、そうなると試練を乗り越えることもできなくなるのだ。

　危険を覚悟でダンジョンに臨む結論にいたり、アードは気を引き締め、フェニは不安そうな顔をしていたというわけである。

「よし、行くぞフェニ」

「うん」

　アードの声に、フェニは不安そうにうなずきながらも、そろって通路の奥へと足を踏み入れるのであった。




　今回のダンジョン探索は順調だった。

　トラップも比較的少なかったし──それでも三○分に二四個の割合で、即死型罠デストラツプに遭遇したが──魔物も本来下の階層にいるはずの凶悪な悪魔デーモンだの、五○○匹まとめて襲いかかってくるスライムだのに、出会うことはなかった。

　だが、その順調さがアードにとってはくせ者に感じられた。嵐あらしの前の静けさというか、この後とんでもない事態が待っている気がする──ナーの予言を聞いたからかもしれないが、とにかく「イヤな予感」はぞくぞくと彼の背筋を刺激していた。

　それでも宝と、『星の砂』を求めて進む。予言によれば、階段を二○以上降りたところ、つまり地下二一階以降のどこか──の南西──が目標となる。膨大すぎて、絞り込むには地道な努力と勘に頼るしかないが、もう一つ彼には心強い味方があった。

「……まだ反応はないのか？」

「うん」

　地下二三階の通路にて、敵の気配を探りつつ用心しいしい尋ねるアードに、フェニがうなずいた。その手には、手のひらサイズの円盤状の装置が乗っている。

　ユニが作り上げた、『星の砂』探査装置だ。『星の砂』は特殊な魔力を放っているため、それをとらえてアラームで報しらせることができるらしい。ただし、探知距離は短いため、半径三メートル以内に近づかなければ効果を発揮しないそうだが。

　フェニが預かって穴が空くほど見つめているが、なかなか反応は起きない。熱心な彼女の表情に、少しほほえましいものを感じながらも、アードは明るい声を上げた。

「まあ、そんなすぐに見つかるわけないし、気楽に行こうぜ」

　そんなことを言いつつも、内心では少し気にかかっていることがあった。ダンジョンに潜ってからの時間である。なんだかんだで、もう一時間半は経たつ。フェニとユニ、ナーの活動限界時間の差である二時間をダンジョンでの活動時間に設定しているので、もうすぐフェニもエネルギー切れになって眠るはずだった。

　それまでに『星の砂』は見つかるのだろうか。期限は一ヶ月と決めているから、今日中に見つけ出さなくてもいいといえばいいのだが。

（でも、ロビンが喜ぶ顔は見たいしな）

　教師として生徒の信用を勝ちえようという打算は、もうアードの頭からは消し飛んでいた。彼は純粋に、冒険者を志しながらも自分に自信を持てないでいる、少年の力になりたいと思い始めたのだ。

　だが、あまりフェニに無理をさせるわけにはいかない。仕方なくそろそろ帰ろうかと思い始めた、その時である。

「アード、音が鳴ったよ！」

「えっ？」

　見れば、探査装置から「ピーッ！」と甲かん高だかい音が流れている。アードは戦せん慄りつした。音におののいたわけではなく、一日だけで『星の砂』が見つかったことに驚きよう愕がくしたのだ。

（［悪運ハードラツク］持ちの俺おれが、こんなすんなり希少な宝を見つけられるのか……いや、そんなはずがない。だとすれば、ナーの言っていた『敗北』というのが気になるな……）

『星の砂』を見つけた後に、『敗北』によってそれを持ち帰れなくなる。それが［悪運］の内容なら、自分は死ぬのかもしれない。

　だが、［悪運］が単純に発動していない、もしくはフェニたちを見つけた時のように幸運を招いている可能性もある。アードは決心を固めると、素早く周囲を見渡した。今いる廊下には、扉らしきものは見当たらない。となると、隠し部屋か。

　探査装置のスイッチを切ると、丹念に壁を叩たたき、音響を確認していく。そして数分後。

「ここだな」

　アードは目の前のどう見ても壁にしか見えない部分に、手を当てた。部屋があるとわかっていなければ、こんな隠し扉は永久に見つけられることはなかっただろう。それだけ重要なアイテムが置いてあるということで、『星の砂』がある可能性は高いと言える。

　後はどうやって扉を開くかだが、色々試してみても扉が開く気配がない。迷った末、一番原始的な解決策を試みることにした。要するに物理的に破壊するのだ。

「《不死鳥の炎フエニツクスフレア》！」

　双剣からほとばしる炎が壁を溶かし、開いた空間にアードは足を踏み入れた。

　中は暗い。すぐに、以前ドゥーム戦の前に習得したスキルのうち、《行動魔法》の使用を決定する。【魔光灯マジツクライト】という魔法で、自分の周囲に充分な明るさの光球を呼び出すことに成功した。

　照らされた先を見て、口笛が出た。中は一○メートル四方の大きな部屋で、その壁という壁を本と本棚が埋め尽くしているのだ。魔導書のたぐいに違いない。だが、彼の目を一番引いたのは、その中央にある祭壇のような台だった。

　台の上には虹にじ色の砂が鎮座ましましている。間違いない、『星の砂』だ。

「やったっ！」

　フェニが歓声を上げて飛び出す──のをアードは素早く押さえつけた。祭壇の周りに罠わながあるかもしれない。じっと観察する。

「……見たところ大丈夫みたいだな。行ってみようか」

「うん」

　そして二人は、『星の砂』へと近づいた。

　近くで見るその砂は確かに美しく、虹にじ色というより様々な色に常に色彩を変えている。ロビンが憧あこがれて、これを見つけるために冒険者になろうと思ったのも理解できた。

「綺き麗れいだね……」

　フェニが目をきらきらと輝かせて言い、アードも「ああ」とうなずいた。できればこのままずっと眺めていたいくらいだ。それほどまでに幻想的な光景だったのである。

　二人は目どころか心まで奪われ──だからだろうか。

　背後に近づく気配に、まったく気づかずにいたのは。

「グルッ」

「えっ？」

　奇妙な鳴き声が聞こえた。そう思った時にはアードは慌てて、フェニを抱えて床の上を転がっていた。勘が取らせた行動だ。そして、それが正解だったと告げるように、ワンテンポ遅れて赤い光が飛んでくる。

　光はそれまでアードとフェニがいた床に照射されたが、そのとき奇妙なことが起きた。この部屋には蒼あおい絨じゆう毯たんがしかれていて、光が当たった場所も布で構成されていたはずなのだが、それがいきなり色を失って石と化したのである。

　このとき、アードにはほぼ敵の素性が特定できていたと言ってもいいだろう。彼は祭壇の陰にうずくまり、焦燥した声でフェニに告げた。

「ちぃっ、厄介な奴がでた。フェニ、顔を出すなよ……ありゃ『ブラストバジリスク』だ！」

「え……『グラタンバジリコ』？　何それ」

「ブラストバジリスク！　こう、頭にトサカを乗せた蛇へびに、四本の足がついている感じの生き物でな、目玉が顔の中央に一つだけある。そこから動くものに対して光を放つ性質を持つんだが、その光があんなふうに物質を石にしてしまうんだ」

「いしっ？　石になっちゃうの！」

「ああ、そうだ……一応生物なら、石化を治す魔法もあるんだが、俺おれは習得していない。また、非生物は絶対に石から戻らない。下手すれば、この神獣の装備だって石にされてしまう。せっかく作ったのに、使い物にならなくなってしまうんだ」

　説明しながら、アードは冗談じゃないと胸中でぼやく。この装備はユニが作ってくれたもので、しかも家族全員で必死になって素材を集めて作ったのだ。それが石化とか、勘弁してほしい。

「じゃぁ、どうするの？　逃げる？」

「いや、ここまで来て『星の砂』を諦あきらめるのも業腹だ。ここは何とか倒してしまおう」

　幸い、今のアードならブラストバジリスク一匹くらい瞬殺できる。《神速ゴツドギア》という高速移動スキルで距離をつめ、一気に斬きり裂さいてしまえばいい。タイミングさえ間違えなければ、負けることはなかった。

　そう、一匹くらいなら。

「グルッ」「グルルルッ」「グルルッ」「グルッ！」「グルグルッ」

「ちょっと待てぇえっ！」

　鳴き声が増えたのを聞いて、アードは絶叫した。すかさず道具袋から手鏡を取り出すと、それをこっそり祭壇の横側に出し、扉付近の状況を見る。数は少なくとも三○はいた。異常な状況だが、［悪運ハードラツク］を考えればありえないことではなかった。

　瞬間、三○近くの光線が鏡に殺到して、あわててそれを手放す。鏡は石になって床に転がった。まったく、ぞっとするしかない。

　一瞬、脳裏にナーの言っていた『敗北』がよぎった。すぐに頭を振って、追い払う。いざとなれば、フェニを連れて《脱出（小）エスケープ・リトル》でダンジョンを出ればいい。

「こうなったら、スピード勝負だ。フェニ、ここから出るなよ」

　アードはつぶやくと、すっと立ち上がった。《神速ゴツドギア》を発動して、一気に扉の前まで駆け寄る。そして、

「《不死鳥の閃光フエニツクス・レイ》！」

　叫ぶやいなや、双剣から伸びた光でブラストバジリスクを切り刻んだ。

　まとめて数匹が絶命し、そして残りがアードに光線を放ってくる。

　すかさず、アードは再び《神速》を発動。その光線をよけると、体勢を立て直し、残るブラストバジリスクに《不死鳥の閃光》を浴びせていく。

　後はこれを繰り返すだけだが、いかんせん数が多い。しかも、これらのスキルは体力を消耗させるので、スタミナが持つかどうかが不安ではあった。

　だが、自分が倒れればフェニに危険が及ぶ。アードは「負けられない」という意志のもと、この戦術を繰り返していった。

　そして、ブラストバジリスクが残り五匹程度になったところで。

「うっ？」

　疲労が蓄積したのか、彼は一瞬めまいを覚えた。その足下に、一斉にブラストバジリスクの光線が降り注ぐ。靴が石化し、アードは動きを封じられた。

「しまった！」

「アードっ！」

　と、彼の危機を見ていられなくなったのか、フェニが慌てて飛び出てくる。祭壇の前に立ち、炎を吐こうと大きく息を吸った。

　だが、ブラストバジリスクの方が早かった。彼らは視線をフェニの方に向ける。ほとばしる光線。「敗北」の二文字がアードを襲った。フェニを失うこと、それは彼にとって何よりも耐えがたい喪失に違いない。

　だから、彼は自分を奮い立たせた。

「させるかぁああっ！」

　叫ぶやいなや、石化した靴を剣で叩たたき斬きった。跳躍一番、フェニに抱きついて一緒に転がる。光線は宙を貫き、そしてアードとフェニには攻撃のチャンスが訪れていた。

「これで、終わりだぁっ！」

「燃え尽きちゃええええ！」

　二人が放った閃せん光こうと炎は、バジリスクに襲いかかり、その体を永久に消滅させた。




「結局、『敗北』なんて杞き憂ゆうだったんだな」

　アードは一息吐つくと、バジリスクの体を見渡した。どれも動く気配がない。こんな厄介な相手に勝てるなんて、自分も改めて強くなったとひしひし実感する。

　そして、娘の方も。彼はフェニに向かって親指を立てると、笑ってみせた。

　フェニも嬉うれしそうにうなずくと、アードに抱きついて顔をすりすりと寄せる。

「これで、ロビンに『星の砂』を渡せるんだね」

「ああ、そうだ……な……」

　彼女の髪をなでてやるアードの声は、途中で尻つぼみになった。

　フェニが「？」と顔を上げる。あんぐりと口を開けて放心する父の姿があった。

　その視線をたどっていき──そして、フェニもぽかんとした表情で固まった。

「砂が……」

「……灰色に変色してる」

　なぜ、と口に出す前に、真相がアードには理解できていた。

　最後にフェニをかばって床に転がった時、彼女に浴びせられる予定だったブラストバジリスクの光線が、後ろの砂へと照射されたのだ。

「せっかく……せっかく見つけたのに……」

　がくっ、とうなだれて膝ひざをつくアード。これは確かに、たとえようもない『敗北感』だ。

　もったいないという気持ちと、ロビンに申し訳ないという気持ち、それに自分の不幸に対する怨えん嗟さがごっちゃになって、彼から気力を根こそぎ奪っていく。

「あ……アード、元気だして……ね？　ほら、本ならいっぱいあるよ。ラナンの試練に必要なお金に、また近づいたじゃん」

　そう言いながら、フェニは慌てて本棚から書物を引っ張り出してくる。それは確かに収穫ではあるのだが、今のアードにとってはどうでもいいことだった。

「くそ、今度ばかりは自分の［悪運ハードラツク］を恨むぞ。いくら本があったからって……」

　そこまでつぶやいてから、ふとアードは顔を上げた。

　突然、何かにとりつかれたように本棚に取り付き、書物の背表紙を検索し始める。

「ど、どうしたのアード？」

「いや、ちょっとな……」

　彼はそうフェニに告げると、やがて一冊の本を取り出して、パラパラとページを繰り始めた。ぱたん、と閉じて、うなずく。

「よし、これでやってみるか」

「え？」

　アードのつぶやきの意味を理解できず、フェニは首をかしげるのだった。





　　　　○






　翌日、『レイズ冒険者学院』にて。

　授業が始まる前に、アードはロビンを廊下に呼び出すと、昨日のダンジョン探索の顚てん末まつを聞かせた。

「そういうわけで、見つけたことは見つけたんだが……その、手に入らなかったんだ」

「そうですか……」

　ロビンはどこか失望したようだった。結局、人間頑張っても無駄にしかならない、と思ったのかもしれない。

「やっぱり、先生でも手に入らなかったんですから……僕が冒険者になっても、『星の砂』なんて発見することもできませんよね……」

　そう言って自じ嘲ちよう気味に笑う。

　と、そんな彼の前にすっと一冊の本が差し出された。アードが懐ふところから出したものだ。

　ロビンがきょとんとした顔で、本と教師の顔を交互に眺める。

「何です、これ？」

「『星の砂』は手に入らなかった。でもそれは、ロビン、お前にとって幸運だったのかもしれない。だってそうだろう？　数年前、三〇年ぶりに見つかり、その後誰も手にしていない宝だ。どうせなら、誰かが手に入れる前に自分で手に入れてみたくないか」

「それは……でも、僕にはそんな力がありません……力を手に入れる自信も……」

「そうだな、結局お前自身の力はお前自身で手に入れなくちゃいけない。それは相当苦しいことだろうし、俺おれにもそれを代わってやることはできない……でも、道を示すことならできる。ロビン、冒険者になるって誓うのなら、お前にこれをやろう」

　そう言って、アードはロビンの胸に本を押しつけた。

「俺が『星の砂』を見つけたのは、『星の砂』の研究を行っている研究所だった。そして、他に『星の砂』が保管されているような場所とその特徴も、この本に記してあったんだ」

「…………！」

「つまり、これは宝の地図というわけだ。将来、この本を使って『星の砂』を手に入れるか……それともすべてを諦あきらめるか、それはお前次第だ……さあ、どうする？」

「あ……あ……」

　ロビンは絶句した。己の劣等感が、少しずつ押しつぶされていくのがわかる。

　自分が『星の砂』を見つけるという輝かしい夢──それを叶かなえるための具体的な方法が載っているという本に、彼は大きな希望を見いだしたのだ。

　気がつけば彼は書物を抱きしめ、こう叫んでいた。

「なります！　僕、立派な冒険者になって……自分の力で、絶対に『星の砂』を手に入れてみせます！」

「ああ、諦めなければ絶対に見つかるさ。それまで負けるんじゃないぞ」

　そして、職員室に去って行くアードに、ロビンはいつまでも頭を下げ続けるのだった。




　職員室でスミカと今日の授業の打ち合わせを終えた後、外に出たアードは軽く驚きの表情を浮かべた。

　娘たちの姿がそこにあったからである。

「何だ、三人とも……何か用か？」

「えへへ、一緒に教室行こう、アード」

「父上が寂しがっていると思い、迎えに参りました……私たちが我慢できなくなったわけではありません。決して」

「……でも、本音言うと、お父さんと一緒がいいです」

　口々に言って手を引っ張ってくるので、アードとしては苦笑を禁じ得ない。友達を作らせるためにもと学校に連れてきているのに、これでは親離れはいつのことになるだろう。

　だが、慕ってくれる娘を見るのは悪い気持ちがしない。「ああ」とうなずくと、アードは一緒に歩き出した。

　と、途中で、彼女たちが振り返って口を開く。

「そういえばアード、ロビンにあの本あげてたね」

「あ、ああ。見てたのか」

「はい……教室から、見てました」

「でも、よろしかったのですか父上。今朝がたリウナと話していたのを聞きましたが、あの本は相当な価値があったそうですが」

「うっ……まぁな」

　痛いところを突かれて、アードは頰ほおを引きつらせる。実はダンジョンから帰った後、冒険者ギルドで『星の砂』のありかが書かれた本について査定を受けたところ、一○万Ｇグレードとの報告を受けた。

　つまり、その本を『魔導研究室』に献上すれば、〈神獣〉たちの貸与に一歩近づけるのだが、ロビンにあげるという目的の手前それはできなかった。

　自分がしたことに間違いはないと思うものの、少し未練が残りもするアードである。

「ま、まあ、生徒たちの信用を勝ち得るために、自分がやれることはやっていくって決めたんだ。後悔はしないさ。それに……」

「それに？」

「……いや、何でもない」

　子供一人助けられないような人間に、親をやる資格はない。そう語ろうと思ったアードだが、娘たちの顔を見るうちに何となく言葉を濁した。

　すべては行動で示していくべきだと、そう直感的に感じる。

（教師として生徒の信用を得るのも、親として娘たちを大切にするのも……共通するところはあるのかもしれないな）

　どうやらこの学校で学んでいくことは、教師である自分にも色々とありそうだ。

　そんなことを考えながら、アードは娘たちに引きずられ、教室へと向かうのだった。













第二章　レディエスコートは勇者の条件？




「はぁ……」

　自分の席に腰掛け、ジュニアクラスの生徒たるキスカ＝シーズルーンは、小さくため息を吐ついた。

　理由は簡単で、周囲の生徒たちが興奮して喋しやべっている会話の内容にある。

　それは、最近になってこの学校に特別赴任してきたある教師のことについてだった。

「あの先生、すげぇよな！　『星の砂』を見つけることができたなんて！」

「『星の砂』ってあれだろ、博物館に飾ってある綺き麗れいな砂！　すごい高価なマジックアイテムだって聞いたぜ！」

「えー、でもあのレベル13の偽英雄が、そんなの本当に見つけられるのかな？」

「そうだよなぁ、体育倉庫に押しつぶされる冒険者だぜ？　噓うそついたんじゃないのか？」

「噓じゃないよ！　先生は僕に、『星の砂』の場所を示した本までくれたんだ！　あの先生は、本当に英雄なんだ。少なくとも僕は信じる！」

　一ひと際きわ大声で叫んだのは、ロビンという生徒だ。今までおとなしく、内気だった彼がここまで主張することに、クラスの全員が驚いていた。

　だが、だからこそ説得力がある。少なくとも、ロビンの性格を変えるほどの何かをあの教師はしてのけたのだ。それが、クラスでの見解だった。

「でも、まだ信じたわけじゃないぜ。偶然見つけただけかもしれないじゃん」

「だけど、偶然でもそんな高価な宝を見つけるって、やっぱりすごいと思うけどな」

　わいわいとみんなが騒ぐ中、キスカはもう一度ため息を吐つくと、唐突に椅い子すを蹴け立たてて立ち上がった。

「静かにしてください、予習の邪魔なんですけど！」

　そう叫ぶ彼女の机の上には、文字がびっしりうまったノートが広げられていた。

　参考書は、「冒険初級入門」。子供用に作られた、冒険者の入門書だ。

　生徒たちが思わず沈黙するのを見届けると、キスカは再び席について、ペンを動かし始めた。

「私は認めません……あの人が英雄なんて……」

　彼女のつぶやきは小さく朝の空気に混じり、かすんで消えていった。




　その頃、アードとフェニ、ユニ、ナーは職員室にいた。

　何でも授業開始前にスミカが渡したいものがあるのだという。

「今まで登録や手続きに時間がかかって、渡すのが遅れてしまいましたわ……はい、これがあなた方の『カード』ですわよ」

「え？」

　フェニが驚いた顔をして、受け取ったカードをしげしげと見つめた。残りの妹分二人、それにアードも同様である。

「これは、冒険者用のカードじゃないか」

　冒険者は己のレベル、ステータス、それにブレスやスキルといったデータを、〈モノリス〉と呼ばれる石板を使用して確認したり、更新したりできる。その情報端末となるのが『カード』で、閲覧だけならこれでも行える便利なものだった。

　だが、フェニたちはこうやって『冒険者学院』に通っているものの、冒険者なわけではない。なぜ彼女たちにこれが渡されるのか。

「当『レイズ冒険者学院』では、普通クラスもジュニアクラスも生徒にはこのカードを渡しているのですわ。もっとも、本物の冒険者用のカードとは少し違い、内容もそこまで本格的なものではありませんけど」

　そう言って、スミカは「こちらへ」と彼らを手招きし、職員室を出て校舎の隅にある小さな部屋へと連れ出した。

『関係者以外立ち入り禁止』の札も厳かなその部屋は、関係者の中でも最大の権力を持つ女性の手によってあっさり開かれ、その中身をアードたちに露呈する。

　中央にある子供くらいの大きさの石板に、アードは見覚えがあった。

「〈モノリス〉？　ちょっと小さいけど……」

「正確には、〈モノリス〉を真ま似ねて『魔導研究室』が作り上げた〈ミニモノリス〉ですわ。真似といっても、〈モノリス〉のようにレベルやステータスなどを数値化したり、スキルやブレスを取得・覚かく醒せいしたりなど、高等なことはできません」

「では、どのような機能を有しているのですか」

　機械に対して人一倍興味を持つユニが、彼女にしてはそわそわとしながら、〈ミニモノリス〉の周囲をぐるぐると回る。尻尾しつぽがあったら振ってそうなくらい、熱中していた。

　アードは彼女を「こらこら」とたしなめて、後ろに引きずる。ぷくーと頰ほおをふくらませるユニの顔は、珍しく年相応に幼いものだった。

　スミカは笑いをこらえながら、〈ミニモノリス〉の周囲にあるスイッチを操作する。ブゥン、と音が鳴って起動したのを確認すると、フェニの肩をつついた。

「あなたのカードを、〈ミニモノリス〉に触れさせてみなさいな」

「う、うん」

　フェニが言われた通りにすると、〈ミニモノリス〉から緑色の光が放射され、空中で文字の羅列になった。

　その文字の種類に、アードは見覚えがあって目を瞬しばたたかせる。

「『体力Ａ、魔力Ｂ、器用Ｃ、敏びん捷しようＢ、感覚Ｂ』……？　冒険者のステータスに似てるけど、アルファベット表記なのが違うな」

　冒険者の場合ははっきりとステータスが数値として記される。たとえば、アードの場合は『体力51、魔力22、器用38、敏捷41、感覚28』だ。彼の場合は、これにさらにスキルによる修正──しかも事情により＋とか＋とか暴力的な数値──がつくが。

　ともあれ、この『カード』の意味を教えてほしい。アードが目で尋ねると、スミカがうなずいて答えた。

「そのアルファベットは、適性を表します。Ａが得意、Ｂが普通、Ｃが苦手といったところですわね。これにより、生徒が将来どのような冒険者を目指すべきなのか、指針を決めることができるのですわ」

　そして、付け加える。

「もっとも、適性はあくまで目安です。本人たちがそれに反する道を志すのであれば、それを手助けするのも我が校の仕事と、私は考えていますわ」

「なるほど」

「さぁ、ユニさんとナーさんも、『カード』を〈ミニモノリス〉にどうぞ。この〈ミニモノリス〉は最大三人まで同時にデータを処理できます」

　その言葉にユニもナーもうなずき、従った。〈ミニモノリス〉から光があふれ、フェニの文字が浮かんでいる場所とは違う空間に照射される。

　それによると、ユニは『体力Ｃ、魔力Ｂ、器用Ａ、敏びん捷しようＢ、感覚Ｂ』。

　ナーは『体力Ｂ、魔力Ｂ、器用Ｂ、敏捷Ｃ、感覚Ａ』とのことだった。

　特技から察するに納得できる適性ばかりなので、アードは思わず笑みを浮かべる。

「はは、どれもお前ららしい適性だな……おい、どうした？」

　途中で驚いた声を上げたのは、三人がまったく動かなかったからだ。

　まるで魂が抜けたかのごとく、食い入るように光の文字を見つめている。

「……何か、問題がありますの？」

　スミカもきょとんとなって、気遣わしげに尋ねた、その時。

　すっとフェニが手を上げて、文字の一カ所を指さした。

「あれ、何？」

「え？」

　アードもスミカも、その文字を見やる。そこにはこう書かれていた。

『フェニ＝グラッサム』

「ああ、学校にいるのに名前だけじゃ格かつ好こうがつかないからな。スミカ校長に頼んで、名字も登録してもらっておいたんだ。だから、ほら、ユニとナーもそうしておいたんだけど」

　そう言って、アードは他の二人の文字も指さした。

『ユニ＝グラッサム』

『ナー＝グラッサム』

　と記されている。

「……ひょっとして気に入らなかったか？」

　娘たちが無言でいるので、アードはおそるおそる尋ねた。

　彼女たちには、彼女たちを作った存在、つまり生みの親が別にいるのだ。それなのに、何の相談もなしにアードの名字を当ててしまったのは、問題があったかもしれない。

　そんな彼をフェニたちは振り返った。ひどく透明な表情をしている。やはりまずかったか、とアードが危き惧ぐしたその瞬間。

　突然、三人はタックルするかのようにアードに抱きついた。顔に感極まった表情──喜びの色が強いそれを湛たたえて。

「ぐおっ？」

　みぞおちに衝撃を受けた後、アードは床に押し倒される。

　だが娘たちはそれでも勢いを止めず、アードの体にすがりつくようにして叫ぶ。

「アード！　いいの、本当にいいの!?」

「私たち、父上と同じ家名でいいんですね!?」

「嬉うれしいです……お父さんと、同じ名字……もらえるなんて……」

　きゃっきゃっ、と体の上ではしゃぐフェニたちに、アードは「お、おう」と応じるのがやっとだった。啞あ然ぜんとするあまり、なかなか頭がうまく働かない。

　まさか、彼女たちがここまで喜ぶとは思わなかったのだ。

「これならもっと早く、名字をつけてやれば良かったな……」

　ようやく回り始めた頭で、彼はそんなことを考えつつ、ぼやくのであった。





　　　　○






　放課後。アードたちが住まうリウナの屋敷では、ちょっとした珍現象が起きていた。

　主にアードたち親娘おやこ、それに家主たるリウナがくつろぐ場所は、食事を取るためのテーブル＋ソファとローテーブルが置かれた、ダイニング兼用のリビングだが、そのリビングで〈神獣〉たちが遊びに興じていたのだ。

　遊びといっても単純なもので、アードにただひたすらに名前を読み上げてもらい、それに挙手するというものだ。

「……えー、『フェニ＝グラッサム』」

「はい！」

「次、『ユニ＝グラッサム』」












「はい」

「それから……『ナー＝グラッサム』」

「……はい」

　三人は頰ほおを緩ませながら返事をし、そして嬉うれしそうにハイタッチすると、またもやアードに向かって言うのであった。

「「「もう一回呼んで！」」」

「……おい、まだやるのか。もう二七回目だぞ」

　さすがに辟へき易えきした表情で、アードがぼやく。

　どうやら〈神獣〉たちはアードと同じ家名をもらえたことがよっぽど嬉しいらしくて、そして何度も呼んでほしいらしくて、こんな遊びをしているのだ。

　それはそれで微笑ほほえましいのだが、どうしてそこまで喜べるのかアードにはわからない。

「まあまあ、もう少し付き合ってあげたら。フェニちゃんたち、本当に嬉しそうだよ」

　紅茶を運んできてくれたリウナが、とりなすように言う。彼女お手製の焼き菓子も一緒だ。アードはそれを口に運ぶと、「しかしなあ」とこぼした。

　一方、三人娘たちもお茶の周りに集結してきて、ローテーブルを囲み一休みをする。まだ興奮が冷めやらぬまま、楽しそうに語った。

「いいよね、アードと同じ名字って！　本当に嬉しい！」

「同じ、家族って気がします……」

「絆きずなを感じられますね」

「……寂しいな、俺おれはそんなものなくったってお前らのこと娘だって思ってるけど」

　半分冗談でアードがいじけてみせると、フェニたちは首を横に振った。

「わかってないなあ、アード。あたしたちは、今まで名字なんてなかったんだから」

「え……？」

「フェニの言う通りです。少なくとも、現存している記憶にはありませんね」

「……だから最初にもらった名字が、お父さんのもので嬉しいんです」

「そう、だったのか……」

　意外と重い事実にアードが呆ぼう然ぜんとしていると、隣のリウナが感銘を受けたのか、目頭を押さえながら口をはさんできた。

「うん、名字がないのは寂しいもんね……良かったね、『グラッサム』の名字をもらえて」

「そうですね、『ソウルシェア』さん」

「お気遣いありがとうございます、『ソウルシェア』さん」

「……また、そういう意地悪なこと言う……」

　排他的な返答をよこすフェニとユニに、名字の違う少女は違う意味で涙を流す。

　ナーが慌てて、とりなすように言った。

「わ、私は、『ソウルシェア』って名字も……素敵だと思います……」

「微妙にフォローがズレてるぞ」

　アードが苦笑を浮かべてツッコミを入れ、紅茶に口をつけたその時。

　ふと、落ち込んでいたリウナが決意したように顔を上げると、そのままおもむろに立ち上がり、拳こぶしを固めて言った。




「いいもん、だったらわたしも決めたよ！」

「？」

「……わたしも、『リウナ＝グラッサム』になる！」

「ぶふーっ!?」




　アードは思わず紅茶を吹き出した。フェニ、ユニ、ナーも心なしか呆ぼう然ぜんとしているように見える。

　リウナは「？」と首をかしげていた。自分の発言が彼らにどういう効果を及ぼしたのか、いまいちわかっていないらしい。

　顔を真っ赤にしてむせながら、アードが問い詰める。

「お、お前、それ、どういう意味だ」

「どういう意味って？」

「だから……その、名字を一緒にするって、要するに……その……」

「え……きゃあぁああああっ？」

　やっと理解したのか、リウナは同じく頰ほおを紅潮させながら叫び声を上げた。

「ち、ち、違うよ！　わ、わたしはただ、表札の文字を、その、変えようと思っただけで……別にそんな、深い意味はなかったからね!?」

「そ、そうか……まぁ、そうだよな」

　両手をパタパタさせての主張に、アードは安あん堵どの息を吐つく。同時に、胸の中を何かもやもやしたものがかすめたが、それはよくわからないまま放置しておくことにした。

　と、まだ顔をリンゴのように赤く染め上げたままのリウナが、うつむいてつぶやく。

「あ、で、でも……」

「……？」

「えっと、その、そういう意味じゃないけど……そういう意味でも、イヤじゃないかも」

「え？」

「な、なんて……あはは。わたし、お茶のおかわりもってくる！」

　最後は強引に会話を遮ると、キッチンの方に向かって駆けだした。

　その後ろ姿を見届けながら、アードは呆然とつぶやく。

「何だよ……何か言いたいことがあるなら、はっきり言えば……いいのに」

　そうつぶやいた刹せつ那な、ピリリリッ、と警笛の音が鳴った。

　見れば、ホイッスルを口にしたフェニとユニが、こちらをにらみつけている。

「ダメー！　アードはそれ以上、リウナと仲良くするの禁止！」

「浮気は男の甲か斐い性しようですが、まず家族サービスを大切にしてほしいものですね、父上」

「な、何言ってるんだお前ら……」

　だが、フェニとユニは反論を許さず、アードを部屋から引っ張り出すと、屋敷の中庭でボール遊びに興じさせるのだった。

　それをぼんやり眺めていたナーは、ふとつぶやく。

「お父さん、何か嬉うれしそうだった気がする……」

　その事実にある疑念が胸の中に染みつき、広がるのに時間はかからなかった。





　　　　○






　翌日。『レイズ冒険者学院』ジュニアクラスでは、屋外での剣技の授業が行われていた。

　剣技といっても相手は冒険者見習いにもなっていない子供たちだ。あくまで剣の扱い方、基本的な素振り、後は子供たちの好奇心を満たすべく、簡単なルールを付加した上での個人戦にとどまっている。発案者は言うまでもなく、スミカ校長だ。

　もちろん、怪け我がをさせるわけにはいかないから、剣は周囲を特殊なゴム状の樹液で固めた木剣だ。それでも当たり所が悪ければ打ち身などになるので、アードは細心の注意を払ってこの授業に臨んだ。

　幸い、大したハプニングもなく授業は終わり、安あん堵どの息を吐つくことができた。

「では、剣技の授業はここまでだ。各自、木剣を体育倉庫にしまっておいてくれ」

　建て直された木製の小屋を示すと、アードは授業の経過を報告すべく校舎へと向かう。

　生徒たちは言われた通りに木剣を運び、その中にフェニたちの姿もあった。

「あ、フェニさん、ユニさん、ナーさん。手伝うよ」

　ふとそう申し出たのはロビンだ。何でも最近体力作りに励んでいる彼は、少しでも多くの荷運びをこなしたいらしい。その腕には他の生徒の木剣もすでに何本か抱えられている。

「うん、ありがとう」

　フェニたちも素直にうなずくと、彼に剣を渡した。アードを支持するという方向性で、ロビンとは多少なりとも打ち解け合っている。

　そして、ただ持ってもらうだけでは悪いので体育倉庫まで付き合うことにした彼女たちだが、案の定その道のりでアードのことについて盛り上がった。

「それにしても、アード先生はやっぱりすごいね。剣の振り方とかさまになっていたもの」

「そうでしょ、そうでしょ。アードはね、戦う時は二本もって扱ってるんだよ。『ニート流』って言うんだって！」

「フェニお姉ちゃん……それを言うなら『二刀流』だよ……」

　ナーがツッコミを入れた後に、ユニが満足げにうなずく。

「しかし、さすが父上。我々の技量にあわせて、ちゃんと剣技のレベルを加減していました。前にドゥームと戦った時は、もっと鋭するどく、もっと素早かったですから」

「へぇ……やっぱり本物の冒険者は違うなぁ」

　ロビンが感心した声を出した、その時である。

「本当に加減してたんですか？　レベル13だから、子供相手でも手を抜く必要はなかったんでしょう」

　すました声が聞こえたかと思うと、彼らの隣にツンとした顔が並んだ。その腕にはロビン同様、他の生徒の木剣がいくつか抱えられている。

「キスカ……さん」

「何？　またアードにいちゃもんつけようっての？」

　ナーがひるんだような声を出し、フェニが牙きばをむいた。ジュニアクラスにはまだまだアードを認めていない生徒は多いが、このキスカは筆頭みたいなもので、ことあるごとに彼を英雄と認めていない旨の発言をしてくる。

　おかげでフェニは、すっかり彼女に敵てき愾がい心しんを抱くようになった。裏表のない性格の彼女には珍しく、またそんな性格だからこそ敵意に敏感に反応するのだろう。

　だが、キスカはそんなことを気にかけたふうもなく、見下すような表情でフェニを見る。

「いちゃもんではないですけど。単純に、信じられないものを信じないと言っているだけで。もしアード先生が英雄なら、その証拠を見せてください」

「だから、ドゥームを倒したってば！」

「言葉だけでは、信じられませんね」

「何でさ、この頭でっかち！」

「誰が頭でっかちですか！　そもそも、そっちが証拠を見せないのが悪いんです！」

　そして二人は、ぐぐぐっ、とにらみ合ったが、やがてキスカがそっぽを向いてみせた。

「とにかく、私は証拠がない限り信用はしませんから……では、この木剣をしまわなければならないので、失礼します」

　そう言ってすたすたと歩き出した。

　彼女は真面目まじめな性格ではあるらしく、それは他の生徒の木剣も自主的に運んでいることからも明らかだ。

　だが、どこか頑固というか、意固地なところがある。

　そんな人間と、フェニのような直情的な少女が、そりが合うはずがない。彼女は顔を真っ赤にすると、突然ロビンの木剣をすべてひったくった。

「え、フェニさん？」

「待ってよ、このぉっ！」

　彼女はそのままキスカの後を追いかけて走り出した。腕にわざわざ木剣を抱えたのは、対抗意識の表れと言っていいだろう。

「やれやれ、ああいう理屈の通じない人間は放ほうっておけば良いのですが……まあ、フェニには無理でしょうね」

　ユニが呆あきれたようにつぶやき、再び合流して何やら言い合いをしている二人を見つめるのだった。




「そういうわけでさー、本当に腹が立ったんだから！」

　ぷんすかとフェニが叫び、頭上を見上げるようにしてアードの顔を見た。

　冒険者ギルドが兼業している酒場は、午後三時すぎという時間帯もあって、客もまばらだ。その一画にあるテーブル席で、アードは彼女を膝ひざに乗せていた。

　ユニとナーも彼にくっついていて、どうも学校であまり接することができない反動か、プライベートでは前よりべったりしていることが多い気がする。

　だが、フェニが憤っている内容を考えれば、それを注意する気にはなれなかった。

　もっとたしなめるべきことがあるからだ。

「放っておけよ、前にも言っただろう……俺おれは信用を得られるまで、行動するのみだって。まだ信用していない生徒がいても、それは仕方ないさ」

「でも、それにしたって頑固すぎるんだよ。人の話聞かないし……本当にキスカってば！」

　なおもフェニはご立腹らしい。彼女がアードに告げている不満とは、要するに剣技の授業の後のキスカとのことであった。

　学校が終わった後、どうにも機嫌が悪いので、頑張って学校にいっていることを労ねぎらうためにも娘たちをお茶に誘った。そうしたら、こんな愚ぐ痴ちを聞かされることになり、いささか面食らったのである。

（フェニが他人をののしるなんてな……ある意味、興味を持っているということか）

　自分以外の存在にも目を向けているようで、それはそれで喜ばしいことだが、少し、いや、相当に屈折しているのが問題である。

　なおもフェニは興奮が収まらないのか、アードの膝の上で拳こぶしを握りしめた。

「本当に、あんな奴大嫌い……全然わかろうとしないんだもん！　アードがこの街で一番格かつ好こ良くて、強くて、素敵なことを！」

「お、おい！　大声でいきなり何言ってるんだ!?」

「フェニ、語弊を招く発言はいけませんよ……父上は世界一格好良くて強くて素敵です」

「……間違いないですね」

「やめてくれ、みんながこっちを見てるじゃないか！」

　すました顔でうなずくユニとナーに、アードは慌てて両手を振った。

　数少ない冒険者の客や、冒険者ギルドの支部長である獣人のレアが、一斉に苦笑を浮かべている。アードの顔といわず、全身が真っ赤になる。

　子供の言うことだと、全員が理解しているのが、せめてもの救いだ。フェニたちがこのギルドでアードへの好意を口にするのは、もはや恒例行事なのである。それが純真無む垢くな心からというのも、周知の事実だ。それでも、恥ずかしいものはやっぱり恥ずかしいが。

（ああ、こんなことなら、あいつも無む理り矢や理り誘っておけばよかった！）

　あいつとはリウナのことである。彼女がいれば幾分か気が紛れたことだろう──一応声をかけたが、夕食の準備をするからと断られたのだ。

　仕方なくアードはため息で気分を切り替えると、娘たちに向かって言った。

「よし、そろそろ帰るぞ。リウナも待ってるだろうしな」

　わざわざリウナの名前を出したのは、ちょうど今思い出したからである。無意識の行動といってもいいだろう。

　だが、それに反応するかのように立ち上がったものがいた。ナーだ。

「あの、お父さん……」

「うん、何だ？」

「えっと、その…………好きな女の人っていますか？」

「へっ？」

　予想外の人物から、予想外の言葉を聞かされて、アードは目を何度も瞬まばたきさせた。

　ナーは慌てたように、通学用のバッグに入れていた本を取り出す。

「あの、今読んでる本が……男の人が、女の人を好きになる話で……その、男の人ってどういうふうに女の人を好きになるのかなって……気になって……」

「あ、ああ、何だ、そういうことか」

　アードは苦笑を浮かべつつ、ナーの目を真まっ直すぐ見て言う。

「俺おれもよくわからない……小さい頃は、育ててくれた先生含めて周囲はほとんど男ばかりだったし、冒険者になってからは冒険で一生懸命、最近じゃお前たちをどう育てるかで必死だからな。恋愛とか、今まで考えたことないよ」

「そう、ですか……」

「悪い、参考にならなくて」

　少しおどけた感じで肩をすくめてみせると、アードは今度こそ「さあ帰ろう」と告げ、フェニを膝ひざからどけて席を立った。

　ナーが複雑そうな表情で首をかしげていることに、彼は気づいていなかった。




　家に帰ってから、ナーは私室でぼんやりと宙を見つめていた。

　酒場での、自分のアードへの質問を思い出す。本当は彼女が聞きたいことは、別のものだったのだ。

「リウナさんのことをどう思ってるか聞きたかったけど……聞けなかったなぁ」

　彼女は本を読むのが好きだ。特に最近、恋愛描写の入った少女向け小説に凝っている。

　となると、自分が慕う父親に好きな相手がいるかどうか疑問に思うのだが、その候補としてリウナが挙がるのは、彼らの仲の良さを考えれば当然のことだ。先日の、リウナの名字変更宣言と、それに対するアードの態度もある。

　だから、リウナのことが好きか、改めて直接尋ねようと思ったのだが。

（でも、もしそれでお父さんが「うん」って言ったら……何か寂しいかも）

　そう思って、ナーは直前で質問をすり替えたのだ。リウナであれ誰であれ、アードが懸想している女性がいないかどうか。

　どちらにしろ、これでイエスと言えば、アードにとって自分たちより大切にするかもしれない女性がいるという証拠なので、胸がつぶされるような思いではあったのだが。

　しかし、アードはその問いにノーと答えた。これはこれで問題なのではないかと、ナーは思ってしまう。












　アードは自分たちの面倒を見ているせいで、恋愛を楽しむ余裕さえなくなっているのではないかと思うからだ。それは年頃の青年としてはあまりにも寂しい。せめて小説の世界のように、女性とデートとかして楽しんでほしい。

　でも自分たちも大切にしてほしいし──ぐるぐると同じことを考え続けるナー。

　やがて彼女は、ぽふっ、とベッドに横たわると、小さくつぶやくのだった。

「いっそ、私たちがお父さんとデートしてあげられたらなぁ……」

　だが、娘という立場上、それは無理なのだろうとも思うナーなのであった。





　　　　○






「だから、いい加減に認めなってば！」

「どうして私が認めなければいけないんですか」

　授業合間の休憩時間にて、激しい舌戦が繰り広げられていた。

　フェニたちがアードの良さを認めさせようと、キスカと張り合っていたのである。もはや、日常茶飯事と言えるほど、両者の激突は頻繁に行われるようになっていた。

　教室の中では「あー、またか」という表情を浮かべた生徒たちが、特別講師に対する個人的な評価から内心でフェニ、ないしキスカを支持してはいたが、表だって声援を送ることはなかった。

　何しろ今回は、話題が少々ずれているように感じたからだ。

「アードは、街で一番格かつ好こいいんだよ！　ううん、世界一なんだから！」

「あんな冴さえない教師の、どこが世界一なんですか。さっぱりわからないんですけど」

「やれやれ、父上の魅力を理解できないとは、人生の半分以上を損していますね」

「お父さんは……格好いいです」

　かように、アードが英雄か否かという冒険者としての実力の判断から、いつの間にか容姿および物腰の寸評に及んでいるのだ。年頃の女の子らしいといえばらしい。

　なお、周囲の生徒たちはどのように感じているのかというと、

「アード先生ねぇ……私は割と格好いいと思うけど」

「うんうん、ハンサムな方だし、真面目まじめで熱心だし。結構いいかも」

「でも、時々へっぽこなオーラ感じない？」

「フェニちゃんたちと一緒にいる時ね。親バカっていうの？　ちょっとだらしない顔してる気がするなあ」

　子供はずけずけと思ったことを言う。

　ともあれ、クラスにおけるアードへの総評をまとめると、どうやら「格好いい」という意見の方が多く──あくまで外見に対する判断で、英雄かどうかは考慮に入れない──フェニたちは段々と得意満面になっていった。

「ほら、みんな格かつ好こいいって言ってるよ」

　劣勢に追いやられたキスカは、「うっ」と口ごもると、咳せき払ばらいをしてから自分を落ち着かせるように呼吸を一つし、口を開いた。

「ま、まぁ……顔立ちは整っていますし、やる気があるのは認めますけど。でも、男の人が格好いいかどうかは、それだけでは決まりませんよ」

「というと、何が必要なんですか？」

「ずばり、品格です」

　調子を取り戻したのか、勝ち誇った顔でユニの問いに答える。

「優雅な立ち居振る舞いができなければ、男性として優れていると言えません。物語に出てくる王子様とか、お姫様に対して優しく、格好いいじゃないですか。それと同じです」

「「「あー……」」」

　その言葉には感じ入るものがあるのか、周囲の女の子たちが納得したような声を上げた。瞳ひとみが少し夢見がちになって、ぼぉっと遠くを見ている。お年頃というものだろう。

　と、フェニが慌てたように食い下がった。

「でも、アードは優しいよ！　ひんかくっていうの、あるんじゃないの？」

「優しいだけでも仕方ないです。ちゃんと女性に対して気遣いとエスコートができなければ、優雅な男性として認められませんけど……アード先生にできます？」

　すました顔で答えると、得意げに彼の娘たちを見やるキスカ。

　彼女たちは窮した表情で、ひそひそと会話を交わした。

「ゆ、ユニ、どうなのかな？　アードって、『ゆうが』とかいうのだと思う？」

「難しいですね……父上はあくまで冒険者であって、貴族ではありませんから。その辺の習得は機会に恵まれなかったと思われますが」

　アードは優しいが、それはどこか不器用で一生懸命なものだ。優雅と呼べるかどうかは、確かに疑問を差し挟む余地があった。

　と、こちらの旗色が悪いとみたか、ナーが慌ててフォローに入る。

「あ、あの……私は、お父さんは、ちゃんと女性をエスコートできると思います」

「ふーん。証拠、あるんですか？」

「そ、それは……」

　一瞬口ごもった。証拠などあるはずないからだ。

　だがその時、突如彼女の脳裏に、稲妻のようにアイデアがひらめいた。

「あ、あの……それなら、見せることができます」

「見せる？」

「はい……明日学校休みですよね、だから見てほしいんです」

　精一杯の勇気を振り絞り、ナーはキスカを見つめて告げるのだった。

「……お父さんが、デートしているところを」




　翌日の昼下がり。『エルツェン』の中央にある広場にフェニ、ユニ、ナー、そしてキスカが集まっていた。

　ベンチに囲まれた噴水から、放射状に石畳が配置されているこの広場は街の名物であり、周囲に植え込んである常緑樹や低木の茂みの景観も素晴らしく、住人の憩いの場、もしくは観光名所として機能していた。

　フェニたち四人は、その広場の中央──噴水周辺ではなく、茂みに隠れるようにして外側から中の様子をうかがっていた。

　やがて、一人の青年が遠くからやってくるのが見える。アードだ。

「まったく何なんだフェニたちの奴。わざわざ呼び出すような真ま似ねをして」

　彼は怪け訝げんそうにつぶやきながら噴水前にくると、きょろきょろと辺りを見回し始めた。この時間にこの場所で、待ち合わせるよう娘たちに言われたのである。

　本当は親として心配だが、最近は彼女たちもこの街に慣れてきたということで──簡単なお使いなら任せている時もある──渋々ながらそれを承諾したのであった。

　そんな彼を見て、ナーがいつになく張り切った声で告げた。

「いいですか、おさらいをします……今から、私とお姉ちゃんたちで順番にお父さんとデートをします。残った者は、それを追跡して監視。エスコートできたかどうかは、キスカさんが判断してください」

「いいですけど……私の主観でいいんですか？　あなたたちに不利なんですけど」

「大丈夫です……私、お父さんを信じてます」

　ぼそぼそとつぶやく彼女の瞳ひとみは、やはりやる気に満ちあふれている。

　彼女は昨日、二人の姉と相談した作戦の内容を思い出していた。

『私たちでお父さんとデートしよう……そしてエスコートしてもらうの。お父さんなら私たちを気遣ってくれると思うし……キスカさんも認めてくれると思う……』

『父上とデートができるとは、なかなかナイスなアイデアですが、しかしキスカが果たして納得してくれるでしょうか』

『だから、納得させられるように、私たちでフォローするんです……参考になる本は、用意しました』

　そう言って、鞄かばんから取り出した大量の恋愛小説──学院の図書館で借りたものだ──を見て、フェニもユニもげんなりとしたものだ。

　それでも何とか内容を把握し、彼女たちは本に出てくるヒロインのような振る舞いを心がけることにした。フェニにいたっては、最初『デート』の意味もわからなかったので相当苦労したが、何とか理解に成功したと言っていいだろう。

「じゃあ、一番最初はあたしが行くね」

「フェニ、大丈夫ですか。ちゃんとやることわかっています？」

「わかってるって。要するにデートって、ご飯おごってもらうことなんでしょ」

　──理解の仕方に相当不安が残りはするが。

　ともあれフェニは駆け出すと、アードのもとに走り寄った。

　アードが気づいて、彼女の方を見てから首をかしげる。

「おい、フェニ。何でこんなところで待ち合わせを……あれ、ユニとナーは？」

「あ、えっと……さっきクラスの子と会って、一緒に遊びにでかけたよ。それよりアード、あたし、ちょっと連れて行ってほしいところがあるんだけど」

「え、どこだ？」

　そしてフェニはアードを連れて、露店の並ぶ通りへと向かった。

　そこで、羊の足の焼き肉やら、トウモロコシの丸焼きやら、炒いためたパスタやら、焼きリンゴやら、色々とおねだりする。アードは教育に悪いと渋ったが、いつも以上に強引なフェニの勢いに押し切られて、結局買わされてしまった。

　一通り食して堪たん能のうすると、フェニは突然「じゃ、大事な用があるからこれで」と手を振り、呆ぼう然ぜんとするアードを置いて走り去る。

　そして、路地の角で隠れているキスカたちの元に戻ってくると、満足げに告げた。

「ふー、美お味いしかった。これでいいんだよね？」

「「「ちっともよくない！」」」

　キスカどころか、ユニもナーも珍しく声を大にして叫んだ。

「これじゃ、食べ物をたかっただけじゃないですか！　何も判断できないんですけど！」

「デートにすらなってないよう……」

「……フェニ、昨日あれだけ説明したでしょう。何を聞いていたんですか」

「そ、そんなこと言われても……」

　予想以上の叱しつ責せきを受けて、フェニは思わず涙目になる。特に妹たちに叱しかられるのがショックらしかった。やはり子供っぽくても、お姉ちゃんではありたいらしい。

　だが、その妹のうち一人のユニは「はぁ」とわざとらしくため息を吐ついてから、気を取り直すように、アードの様子をうかがった。

「次は私が行きましょう。姉の失態は、妹が挽回しなければ」

　そして彼女は角から素早く姿を現すと、「フェニの奴どうしたんだろう」とぶつぶつつぶやいているアードの方に向かって歩き出した。

「父上」

「あれ、ユニじゃないか。クラスメートと遊びに行ってたんじゃないのか？」

「あ、いえ、その、そっちは終わりました……それより、父上に用事があるのですが」

「お前もか？　フェニもさっきそう言ってきたんだよ……そういえばフェニは……」

「あ、ああ、フェニならたぶん、ナーを迎えに行ってると思います。そういう予定だったので……それより父上、少し街を一緒に歩きませんか？」

　特に断る理由もないので、アードはうなずき、かくて二人は連れだって歩き出した。

　街路の中を、寄り添うようにして歩く。ユニの歩調にアードが合わせてくれるので、差が開くこともない。

　その姿は確かに仲むつまじいと言っていいだろう。だが──。

「……あれではデートというより、ただ親子が歩いてるだけですね」

　実際にそうなのだから仕方ないのだが、趣旨に反するのでキスカが肩をすくめた。これでは判断のしようもないと言いたいらしい。

　だが、そのことをユニは想定しているようでもあった。彼女は不意にアードの腕──身長差のため手首辺りだが──に抱きつくと、寄り添うようにしてアードにくっつく。

「お、おい、何だよ急に？」

「父上、しばらくこうしていただけませんか……今日は、そんな気分なんです」

「ああ……まあ、いいけど」

　こうしてしっとりと歩くユニの姿は、確かに女としてのオーラを醸し出していた。身長差に目をつぶれば、何とかカップルに見えなくもない。

「ふうん……なかなかやるじゃないですか」

　露店の屋台の陰に隠れながら、キスカが感心した声を上げた。ユニの行動を技ありと取って見たらしい。なかなかに公平な態度ではある。

　後は、ユニをアードが正しくエスコートすれば、娘たちの言い分は通ることになるが。

（そのためには、何かしらアクシデントを作るべきですかね）

　計算高いユニは、アードにもたれかかりながらそんなことを考えていた。

　転びかけたところを受け止めてもらう、落とし物に気づいて拾ってもらう、悪漢に絡まれるところを助けてもらってもいい。そういうきっかけを生み出せそうなものがないか、抜け目なく周囲を見渡した。

　すると、彼女の耳に、突然こんな言葉が飛び込んでくる。

「はい、安いよ安いよ！　今なら『マグネティア』製ねじ回しのセットが、たったの五Ｇグレードでご奉仕だ！　さぁ、買った買った！」

　見れば露天商の一つ、松明たいまつやらロープやらそのほか用途不明なものがゴチャゴチャと並べられた屋台で、頭のはげ上がった親父おやじが元気な声を上げていた。

　そして、様々なねじ頭に合わせたねじ回しのセットが、確かに五Ｇの値札を貼はられて置いてある。

「マグネティアのねじ回し……」

　ユニののどがごくりと鳴った。マグネティアとは金属を吸い寄せる効果のある鉱物で、これで作られたねじ回しは、先端にねじをくっつけることができるので便利なのだ。

　しかも、数種類のセットで五Ｇグレードは安い。今買い逃せば後悔するだろう。

（いえ、ダメです……ここでねじ回しなんて買ったら、色気がなさすぎてデートどころではありません……それにフェニを笑えないではありませんか）

　ぐっとこらえて、ユニはそのまま素通りしようとした。

　足が動かなかった。

　マグネティアのねじ回し五Ｇ。マグネティアのねじ回し五Ｇ。

　その言葉だけが、ぐるぐると頭の中で渦巻いていく──そして。

「はい、残り一セット。早いもの勝ちだよ！」

「ち、父上ぇ！」

　響いてきた店主の言葉に、ユニは焦りながらアードを呼び止めるのだった。




　ねじ回しを買ってもらった後、ユニは「急用を思い出した」と理由をつけて、アードのもとから離脱した。

　すごすご戻ってくる彼女に、キスカが容赦なく嘲ちよう笑しようを浴びせる。












「ふふん、これではデートにならないんですけど。いつになったらアード先生の優雅さを見せてもらえるんです？」

　物欲に負けた〈神獣〉の少女は、唯一の戦利品であるねじ回しの入った紙袋を抱えながら、「くっ」と悔しそうに顔を伏せる。

「こうなったら、ナー、後は頼みました」

「……うん、頑張る」

　ナーは張り切った声を上げると、通りの角から顔を出してアードのもとへと歩き出した。

　実は、ナーにとってアードの格かつ好こ良さを証明するとかは、どうでもいいのだった。

　ただ、お父さんにデートさせてあげたい。自分たちのせいで失いつつある青春を、満喫してもらいたい。そんな気持ちが今回の計画を思いつかせたのである。

　これなら娘の立場といえども、遠慮せずに父親をデートに誘える。アードの良さをわからせるという、大義名分があるからだ。

　だが、フェニとユニはそのデートの体裁すら整えられなかった。それなら、自分がやるしかない。幸い色々な恋愛本を読んだおかげで、勉強はできているはずだ。

　小さい体に使命の炎を燃やして、ナーがアードに近づいた、その時である。

「あ、アード発見！」

「うん……？　何だ、リウナじゃないか」

　突然響いた声に、ナーは「え？」とひるんだ。果たしてアードの横手にある通路から、リウナの姿が現れたので、とっさに元の路地裏に逃げ帰ってしまう。

　考えてみれば隠れることはなかったのだが、予想外の人物が出てきたことで気が動転してしまったのだ。そのままアードたちの様子をうかがうことにする。

「何してるの、こんなところで」

「それが、何だかフェニたちに振り回されてな……俺おれもあいつらが何をしたいのかよくわからん。お前はどうしてここにいるんだ？」

「買い物の帰りだよ。はい、今晩のおかず」

　そう言って得意そうに、野菜やら魚やらが入ったかごを見せるリウナ。本人曰いわく「お買い得品」らしい。アードはなるほどとうなずいてから、通りを見回した。

「俺は今から、フェニたちを探しがてら街を歩こうと思ってる。やっぱり子供だけだと心配だからな。お前はどうする、家に帰ってるか？」

「ううん、そういうことならアードに付き合うよ」

　リウナはにっこり笑って告げると、アードの隣に自然に並んだ。そのまま楽しげに、彼の腕を抱きしめる。ふくよかな胸が押しつけられた。

　ふにん、と柔らかい感触が伝わったはずだが、アードは特に抵抗もなく歩き出した。それを見て、キスカが目を丸くする。

「あれは誰です？　妙に仲が良いですけど……そういえば最近学校でよく見かけるような……ひょっとしてアード先生の恋人ですか？」

「違う、リウナだよ。もー、またアードと仲良くして！」

　フェニが飛びだそうとするのを、ユニがぐいと押しとどめた。

「待ってください、少し癪しやくですが、ここはリウナに任せることにしましょう」

「どういうこと？」

「男女が町中を歩き回る、要するにデートです。後は父上がエスコートすれば……キスカ、あなたも認めてくれますよね？」

「構いません。それができれば、ですけど」

　そう言ってほくそ笑むキスカは、アードが誰であれ女性を特別扱いし、エスコートできるはずがないと、高をくくっていたようである。

　それは彼の性格を観察し、見抜いた結果でもあった。

（あの先生は良くも悪くも、女性に対して媚こびを売るような人種ではないはずです）

　だからこそ、彼が身につけていないであろうフェミニストの行動＝女性のエスコートを、「格かつ好こいい男」の条件につけたのだ。最初から論破するつもりで。

　そして、その読みは正確に当たっていた。

　アードは相手が女性だからといって、無む闇やみにへつらうタイプではなかったのである。




「おい、リウナ。ここは段差があるから気をつけろ」

「この辺は商業用の馬車が時々通るからな。注意した方がいい」

「……少し歩き疲れたな。ちょっとそこのベンチで休むか」




　歩きにくいところではリウナの手を取ってやり、馬車が通りかかれば自分が彼女をかばうようにして歩く。時々気を遣って、休憩を入れたりする──今日のリウナは冒険用のブーツではなく、町中を歩くためオシャレ用のパンプスを履いていたのだ。

　そのたびにリウナは笑顔を返し、彼に「ありがとう」「そうだね」「別にいいよ」と自分の意見を述べていく。アードも特にこだわることなく、「そうか」と返しながら、その要望を聞き入れていった。

　そっけないが、すべてはリウナのことを思いやった行動で、しかも無意識に行っているらしい。

　路地裏からそれらを観察しつつ、キスカは、ほう、っと感心して息を吞のみ込こんだ。

「すごい……パーフェクトな気遣いです……！　ちゃんとエスコートできている……」

　思わずつぶやいてから、はっ、と口に両手を当てた。

　時すでに遅く、フェニたち三人が得意げにこちらを見ている。

「ふふーん、今認めたね？　認めたでしょ！」

「どうやらようやく理解していただいたようですね。父上がいかに格かつ好こいいかを」

「……お父さん、優雅だったでしょう？」

「むぅっ……」

　キスカは口をへの字にしていたが、やがて大きく息を吐ついた。

「わかりました……確かにアード先生は、男の人として格好いいと思います」

「「「やったぁ！」」」

「……でも！　それでも私は、あの人が英雄だとは思っていませんので！　その辺のことはよく理解しておいてください！」

　彼女はきっとした表情で叫ぶと、その怒声を置き土産に、街の路地を自分の家がある方角へと走り去っていった。

　それを見送るアードの娘たちは、自分たちの勝利に満足げな表情を浮かべていたが、ふと何かに気づいたかのようにそれを曇らせた。

「とはいっても……リウナだからなんだよね。あれは」

「ええ」

　フェニのぽつりと漏らした声に、ユニがうなずく。

　アードは相手が女性だからといって、無む闇やみにへつらったりはしない。

　だが、相手が特別な存在なら話は別だ。彼は常にその人のことを考え、その人のために最適な行動を模索するだろう。

　結局のところ、アードがリウナをエスコートできた理由は、優雅さを備えていたからでも何でもなく、彼の優しさがそうさせただけのことだったのだ。

　そして、それを自然なレベルで引き出したリウナの存在は──。

（やっぱり、お父さんに好きな人はいないっていうのは、本当でもなくて、噓うそでもなくて……自分で気がついてないだけなのかな）

　ナーは心中でつぶやき、大きくため息を吐ついた。

　自分たちのデートは、アードには必要なかったのかもしれない。あれだけ楽しそうに──表情は素っ気なくても何となくわかる──リウナと歩いていたのだから。

　自分があまりに思い詰めた表情をしていたからだろう。フェニが心配そうに尋ねてきた。

「どうしたのさ、ナー？　何か考え込んじゃって」

「ううん……何でもない……それよりもう帰ろう。これで計画は終わったから……」

　ナーが姉二人にそう告げた、その時である。




「……何だ、その計画って？」

「「「ふぇっ？」」」




　急に路地裏に影が差したので、彼女たちは飛び上がらんばかりに驚いた。

　見れば、怪け訝げんな表情でこちらを見下ろしてきているアードの顔がある。その背後には苦笑を浮かべている、リウナの姿もあった。

「何か妙に騒がしい声がするから、気になって来てみれば……まさかお前たちがすぐ後ろにいるとは思わなかったよ」

「……キスカですね」

　ユニが恨めしそうにぼそっとつぶやくのが、ナーの耳に届いた。彼女の帰り際の叫び声が、アードを引きつけたのは間違いない。

　そのアードは、じーっ、とこちらをにらんでいたが、やがて目を半眼にして尋ねる。

「で、何をしてたんだ？　見たところ、ずっと俺おれの後をつけていたみたいだが」

　その詰きつ問もんに、三人娘は「え、えっと」「そ、それは、その……」「あ、あはは……」と愛想笑いを浮かべたが、やがて顔を見合わせると、

「「「ごめんなさい！」」」

　その場で地に手をついて、ぺこぺこと頭を下げるのだった。





　　　　○






　結局、娘たちの「お父さんの優雅なところを見せるためにデートしよう」計画はアードにバレてしまった。

　自分のために、と起こしてくれた行動なのでアードもきつい言葉は口にしなかったが、そんなことのために子供だけで街をうろついたこと、何より良かれと思ったこととはいえ他人を騙だましたことに軽く注意をした。

　その夜、ダンジョンを歩いている途中で、ふとフェニがアードに告げた。

「……本当にごめんね、アード」

「何だ、まだ気にしてるのか？」

　苦笑を浮かべながら、アードは飛びかかってきた粘着性の塊のような生物──スライムを、一刀両断に切り捨てた。すかさずフェニが炎を吐いて、それを燃やし尽くす。彼らにとって、もはやこの程度の魔物は敵ではない。

　アードは焼け焦げたスライムが動かなくなるのを確認してから、フェニに顔を向ける。

「言っただろ、俺は言うほど気にしてないって。それにまあ、キスカの言うことも間違ってはいないしな。女性のエスコートとは無縁の男だよ、俺は」

「そんなことないよ。だって、アードはさ……その、ちゃんとリウナを、エスコートできてたし……？」

　半疑問形なのは、フェニがエスコートの内容をよく把握していないからだ。ただ、ユニとナーが言うには、リウナが歩きにくいところで手をさしのべたり、危険が及ばないように路みちの端によせたり、さりげなく休憩に誘ったり、その辺がそうらしい。

　そうアードに告げると、しかし彼は拍子抜けしたように口を開いた。

「何だ、そんなことか……それなら勘違いだよ」

「勘違い？」

「あ、いや、確かにリウナを気遣ってやった行為だと思う。俺おれ自身もあまり意識してなかったけど。だから勘違いとも言いがたいんだが、多分お前らが思ってるものとは違うよ……その、デートで女性にするようなものじゃない」

　どこか照れたように言うアードに、フェニは首をかしげる。

「それ、どういうこと？」

「要するにだな……」

　だが、彼はそれ以上答えることができなかった。

　またも［悪運ハードラツク］が発動したのか、狼おおかみ型の魔物が大量に目の前に転送テレポートしてくるわ、毒のついた矢が無数に飛び出してくるわ、強力な酸が天井から降ってくるわで、その対処に追われ続けたのである。

　そのため、結局説明の流れはうやむやになり、その後彼とフェニはめぼしい宝を見つけ出すまで、ついにそのことを口にせずに冒険を続けるのだった。




　一方その頃、ナーはもぞもぞとダイニングに起き出していた。

　彼女たち〈神獣〉は、エネルギー補充のために決まった時間にきっちりと睡眠を取る習性と機能を持つ。だが、精神状態やエネルギーの残量によっては、この機能がうまく働かない時がまれにあるのだ。簡単に言えば、ナーは少し寝付けない状態にあった。

　そこで彼女は気分転換に、何か飲もうと思ったのである。

　すると、そこにはリウナがいて紅茶を口にしていた。ナーの姿を見ると、少し首をかしげてから笑顔で喋しやべる。

「ナーちゃん、眠れないんだね。ハーブティでも飲む？」

「あ……お願いします……」

　ナーがぺこりと頭を下げると、リウナは湯をわかしに台所の区画へと向かう。その姿を見送って、ナーは何となく「敵かなわないなあ」とつぶやいた。

「何が？」

　鉄てつ鍋なべに水を入れ、魔法のコンロ──国の研究機関が古代魔法文明をもとに開発、民間に普及させたマジックアイテムの一つ──にかけながら、リウナが声だけで尋ねた。

　ナーは机の上に突っ伏しながら、これも声だけで返す。

「だって……リウナさんは何も言わなくても……私が欲しいもの用意してくれるから……やっぱりすごいなって……」

「そんなことないよ」

　照れたように謙けん遜そんの言葉を返すリウナ。その声がまた、優しくて温かい。少なくともナーにはそう思えた。

「……だから、お父さんもリウナさんのこと好きなのかな……」

　思わず、そんなことを口走ってしまう。

　次の瞬間、台所から、がっしゃーんと何かをひっくり返す音と、リウナの慌てたような悲鳴が聞こえてきた。

「え、ええええっ？　アードがっ？　い、いや、そんなことないと思うよ！」

「だって……昼間のデートだって……」

　このとき、ナーは少し眠気が襲ってきたのかもしれない。彼女はいつもの彼女らしからぬ、ふてくされた声で愚ぐ痴ちをこぼしていた。

　アードが自然とリウナをエスコートしていたこと。そしてそれは、多分大切に思う人のためにしたのだろうということ。

　リウナはその間にこちらに戻ってきて、彼女の話に耳を傾けていたが、やがて苦笑を浮かべて手を振るのだった。

「ああ、それなら、わたしのためじゃないと思うよ」

「え？」

「だってアード、前はそんな気遣いってできてなかったんだもん。普通に歩く時もね、こっちが『待って』って言うまで止まってくれなかったの」

　それがここ最近になって、そういう細かい気遣いができるようになったのだという。

　ナーは、目をぱちくりとさせながら尋ねた。

「どうして、お父さんは急に変わったんですか？」

「わからない？　それはね……『娘』ができたからだよ」

「……！」

　リウナは優しく笑うと、驚いているナーの髪を優しくなでた。

「今日、アードがわたしにしてくれたことは、全部ナーちゃんにも、フェニちゃんにも、ユニちゃんにもやってることだよ。心当たりないかな？」

「そういえば……街を歩いている時は、いつもそうしてくれているような……」

　危ない路みちを歩く時は手をつないでくれ、馬車が通りそうな時はかばってくれ、こちらが疲れた時は休もうと言ってくれる。そんな『父』の姿がナーの記憶に確かにあった。

「でしょう？　だから、アードとしては子供のためにやり始めたことが、身に染みついているだけだと思う……わたしが特別ってわけじゃないよ」

　最後はちょっと寂しそうに付け加えるリウナ。彼女の気持ちはナーにも何となく理解できた。

（でも……気遣いをしてもらえているってことは、リウナさんも私たちと同じくらいに大切にされてるってことだと思うけど……）

　だけど、アードをそうさせるようになったのは自分たちだ。

　そう考えると、リウナには申し訳ないが、ナーは誇らしい気持ちでいっぱいになった。

「ありがとうございます、リウナさん……私、もう寝られそうです」

「え？　あ、そう……ハーブティはもういい？」

「はい……結構です」

　そう言って席から降り立つと、ナーは部屋の出口へと向かった。

　途中で振り返って、少し眠そうな声でリウナに告げる。




「……やっぱり、リウナさんは私たちのライバルですね」

「えっ？」

「私、リウナさんも好きですけど……でも、お父さんのことで負けたくないです」




　そして、ぽかんとたたずむリウナを残し、彼女は扉を閉める。

　廊下を歩きながら、何となく、くすくす、と笑いがこみ上げてきた。

　自分たちが原因で、アードが他人に気を遣うようになったのなら、それは苦労をかけているということだ。やはり自分たちは彼の青春を邪魔しているのだろう。

　だったら──。

（やっぱり、私たちがお父さんに楽しい思いをさせてあげないと……）

　そのために、またいつかデートしてあげようと、ナーは心に決める。

　少なくとも、自分にはその権利があるはずだ。今回、自分だけまったくデートしてもらえなかったのだから。

　そして、その行為はアードにとっても楽しいはずだ。彼は自分たちのことを、大切に思ってくれているのだから。

「フェニお姉ちゃんはご飯おごってもらったし、ユニお姉ちゃんはねじ回し買ってもらったし……私は何にしようかな……」

　そんなことをつぶやき、ナーは楽しげに体を揺らしながら、あくびをこらえつつ自室へと戻るのであった。













第三章　ワーウルフの憂ゆう鬱うつ




　アードの教師生活も一週間が過ぎ、最初は不慣れだったこの仕事も、段々とそつなくこなせるようになってきた。

　生徒たちからの信頼も、徐々に回復しつつある。彼がどんなに「英雄に見えない」と笑われようが、くじけず授業をこなしてきた成果だ。その熱意が生徒に伝わり、彼は英雄かどうかはさておくとしても、教師としては認められつつあったのである。

　今では最初の時のように、授業で指しても無視されたり、鼻で笑われるようなことは、あまりない。だいぶやりやすくなってきたと、彼は実感している。

　しかし、少しだけ不安もあった。自分はジュニアクラスの生徒を増やすために特別講師として招かれたはずだ。だが、生徒の信頼を得るのがやっとの現状で、志願者を増やせるほどの評判を世間に得ているのか、心配になってきたのである。

　なので、そのことを思い切ってスミカに尋ねてみた。

「問題ありませんわ」

　校長室の椅い子すに座ったスミカは、悠然と微笑ほほえみながら答えた。

「子供たちがどう思おうが、世間一般ではあなたは英雄なのです。現に、来年度からこの学校に入学を、と打診している声は増えています。今の調子で授業を続けてください」

「そう言われると、ありがたいような、微妙なような」

　アードは言葉通り、複雑な笑みを浮かべた。スミカの言い分だと、自分がどんな授業をしようが結果に影響はない気がする。学校としては、『街を救った英雄が特別講師に来ている』という事実さえあれば宣伝になるのだから、当然といえば当然だが。

　と、その気持ちを察したか、スミカは立ち上がって彼の肩に手を置いた。

「あなたの努力には、私も感謝しています。きっと救われる生徒も多いでしょう。でも、少しドライな話ですが、それとビジネスは別次元の話ですわ。逆に言えば、それはあなたの心配する分野ではありません。あなたはあなたの仕事をこなしてください」

「はあ……」

「……ところで、少し話は変わりますが。まだあなたの歓迎会をしていませんでしたわね」

「歓迎会？」

　その単語にアードは驚いた。自分は一ヶ月という短期の特別講師だ。歓迎会を開いてもらうほどの立場ではないと思うが。

　目を瞬しばたたかせる彼に、スミカは机の上に置いていた一枚の紙を見せる。

「実は、英雄であるあなたと一度接してみたいという教師が、この学校に結構いるのです。冒険者と兼任している人も多いので、街を救った英雄と話してみたいのでしょう……それを受けて、歓迎会という名目であなたを皆に紹介しようという企画を立てていたのです」

「なるほど……」

「またもあなたを看板扱いしてしまいますが、教師の慰労のためにも参加していただけませんか。店は冒険者ギルドの酒場を借り切ろうと思っています」

　アードは少し考えてから、「わかった」とうなずき、そして一つ付け加えるのだった。

「条件がある。娘たちも連れて行って構わないか？　なるべく一緒にいてやりたいんだ」

「あなたならそう言うと思ってましたわ。もちろん許可いたします」

　若干過保護とも取れる発言に苦笑しながらも、スミカはうなずくのであった。




　翌日の放課後、昼の三時過ぎから歓迎会は行われた。

　スミカの言葉の通り、冒険者ギルドの酒場を借り切っての、ちょっとした懇親会だった。麦酒エールや葡萄酒ワイン、それにチーズ、腸詰め、サンドイッチなどのつまみ、アルコールが苦手な人のためのジュースが、小さな木の円卓ごとに用意されている。

　それぞれが金属のカップを持ち、木の床を踏みしめ、アードと、それにぴったり寄り添っているフェニ・ユニ・ナーを取り囲むようにして立った。

「それでは、街を救った英雄アード＝グラッサムさんの特別赴任を歓迎して、乾杯！」

「乾杯！」

　一同は杯を掲かかげ、そして一気に呷あおった。アードたちもジュースに口をつける──娘たちはもちろん、アードまでノンアルコールなのは、夜に向かうダンジョン探索を考慮に入れてのことだ。酔って冒険できないほどやわな体ではないが、体調は万全にしておくに越したことはない。

　なお、この世界では、成年は一五歳で認められる。飲酒などもそれ以降が一般的なので、要するにこの場では〈神獣〉たち以外の全員が、酒をたしなめる年齢なのだ。

　そして一同はめいめいに歓談に移るのだが、その様子にフェニたちはすっかり尻込みしたようだった。

「アード、先生がいっぱいいるね……」

「少し、圧倒されます」

「……お父さん、ちょっと怖い……」

「え？　そんな大人数でもないだろう」

　娘たちの様子に、アードは目をぱちくりとさせた。

　自分を含めて、せいぜい三○人程度だ。なお、その中でジュニアクラスの担任というレアな役職についているのは彼だけで、後は大体が罠わな解除だの、魔法学だの、錬金術だの、専門学科の講師をしている。

　専門学科の講師は基本的に普通クラスの授業を請け負うが、アードがこなせないような専門的な授業の場合はジュニアクラスの面倒も見てもらっている。

　ともあれ、そんなに多い人数とは思えないのだが──しかし、彼らはクラスは違うとはいえ教師、一方フェニたちは生徒なのだった。それが沢山集まっている場所にいるのは、何かしら、緊張するものがあるのだろう。

「まあ、固くなるなって。いつも通りにしてればいい。俺おれもいるんだし、そんなにびくびくする必要はないさ」

　アードの言葉に、フェニたちがこくこくとうなずいた、その時。




「アード先生、いえ、アードさん！　ちょっといいですか！」

「私、ずっと前から、お話聞いてみたかったんです！　ドゥームを退治した話とか！」

「俺もだ。少しでいいんで、語ってくれないか。英雄アード＝グラッサムの武勇談を」




　突然数人の教師に取り囲まれ、アードは「え、え？」と面食らった。

　同時にこの教師たちに見覚えがあることに気づく。学校ではない、冒険者ギルドだ。冒険者兼任の教師が多いとスミカが言っていたが、噓うそではないらしい。

　全員が尊敬の色をまなざしに湛たたえ、アードを見つめている。しかも、微妙に女性が多い。割と硬派なところがあるアードとしても、これには悪い気は起きなかった。

「あ、え、えーっと。その……俺でよければ」

　少し緩んだ表情で、教師たちの質問に応じたり、今までの冒険やそれに対する自分なりの考察などを語ったりする。正直、とても気分のよいものだった。

「もー、アードったら！　あたしたちのことほったらかしにして！」

「何が、『俺もいるんだ』なんですか、まったく」

「お父さん……女の人にデレデレして……不謹慎です」

　フェニたちはそんな人の輪から抜け出つつ、ぐちぐちとぼやく。

　そんな彼女たちに同調する言葉が、後ろから続いた。

「本当、娘の面倒をもうちょっと見てあげるべきだよね」

「……リウナ、いたの？」

「いたよ！　わたしだって冒険者学院の職員だもん、最初からいたよ！」

　不思議そうなフェニの言葉に、リウナはショックを受けたように叫ぶのだった。

　ところでアードは、教師たちと話している間も、娘たちのことに気を配っていないわけではなかった。自分から離れた時に声をかけようか迷い、すぐにリウナと合流したのを見届けて、安あん堵どしてつぶやく。

（リウナが見ててくれてるなら、もう少し話していても大丈夫かな……うん？）

　彼の胸中が疑念の色に彩られたのは、その視界の隅で、リウナたちの隣を抜けて外に向かう、二十代くらいの若い女性の姿があったからだ。

　ここは貸し切りで、ギルドの構成員や酒場の従業員ではなさそうだから、恐らく教師なのだろう。それが外に出るのは別におかしくもないが、その表情に暗い影が浮かんでいるなら話は別だ。

　何となく気になって、アードは取り巻いている教師たちに「ちょっと失礼」と言い残し、自分もその女性を追って店の外に出た。

　表通りを見渡すが、いない。すると、どこかの路地にでも入ったか。

「顔色が悪いといっても、単に悪酔いしただけかもしれないから、放ほうっておいてもいいんだけどな……」

　アードはつぶやきながら、何となく気になって近くの角を曲がり奥をのぞき込んだ。

　当たりだった。人目につかないような暗い路地裏の隅で、先ほどの女性が、家屋から張り出した木材にロープを結び、輪っかを作っている──。

　輪っかだって!?

「おい、ちょっと……」

「……！」

　叫びかけたその時、彼女はこちらに気づいたか、慌てて首を輪にかけると乗っていた木箱を蹴けり飛とばした。















「わあああああっ！　待て待て待て、早まるなぁああ！」

「は、離してくださいっす！　死んで、死んでお詫わびするしかないんっす！」




　血相を変えつつ必死にその体を支えるアードに、女性は涙ながらに訴え、じたばたともがき続けるのであった。





　　　　○






　何とか自殺を思いとどまった女性は、自らをエリザベート＝ハーヴィと名乗った。

　女性にあるまじきボサボサの灰色の髪に、ぶかぶかのローブ、それに気弱そうな表情と眼鏡という組み合わせに、アードは見覚えがあった。

　錬金術の授業の際には自分に代わって講義をしてもらうということで、スミカに一度紹介されたのだ。確か周囲の人間は『エリー』と彼女のことを呼んでいたが。

「それで、そのエリーがどうして、首をつろうとしていたんだ？」

「うう、実は……実は……っす」

　説明しようとして、感極まったのか泣き崩れるエリー。これでは話にならないと、アードは困り果ててしまう。

（しょうがない、立ち話もなんだし、一度家へ連れて行くか……このまま放ほうっておいてもいいけど、そうするとまた首でもつりそうだしな）

　そう決断すると、アードは実行に移した。

　酒場の入り口から娘たちを呼び寄せ、ついでにリウナにも手招きし、「急用ができた、申し訳ない」と歓迎会を辞した。主賓が欠けることに教師たちは目を丸くしたが、酒が入っているせいか鷹おう揚ように許可してくれた。

　そして泣きじゃくるエリーを引っ張り、道すがら皆に軽く事情を説明しながら、家へと通したのである。

　時間の経過のおかげか、彼女はやっと落ち着きを取り戻し、訥とつ々とつと事情を語り始めた。

「実は……学校の備品を壊したっす。しかも、超高級なものっす……」

「何だ、そんなことか」

　屋敷の一室たる客間のソファにて。対面の席で小さくなるエリーを見つめながら、アードは拍子抜けしたように肩を落とした。

「そりゃ確かにへこむだろうけど、失敗してしまったのは仕方ないだろう。幸い、スミカ校長は鬼じゃないんだ。事情をきちんと話して謝れば許してくれるさ」

「わたしもそう思いますよ。スミカさん、いい人ですから」

　隣からリウナが笑顔で援護射撃をしてくる。何とかエリーを励まそうという魂胆なのだろう。アードの膝ひざに座るフェニ、隣で腕に抱きついているユニ、背中にしがみついているナーも、リウナに張り合うようにして立ち上がりながら、きゃあきゃあと声を上げた。

「あたし、よくわからないけど、失敗したらごめんなさいって言う方が大事だってアードも言ってたよ！」

「フェニの言う通りですね、まずは謝罪しないと」

「……あの、死ぬのはよくないと……思います」

　だが、こんな幼い少女たちの言葉にも、エリーは首を横に振ると、悲しげにぽつりとつぶやくのだった。

「……一七四回」

「え？」

「……一七四回目なんっす……これで。備品を壊すの……」

　家人五人の声が、「うわあ」と綺き麗れいにそろった。想像を絶する答えだったのである。

「一七四って……何でそんなに物を壊してるんだよ？」

「あたし、そのドジなもので……つい落としたり、持ったまま転んだり、どこかに忘れてきたりで、物をダメにすることが多いんっすよ……」

「そういえば先ほど、何もないところでつまずいて転んでいましたね。なるほど、確かにドジではあるようです」

「……おいユニ、あまりそういうこと言ってやるなよ。本人気にしてるみたいだしさ」

　アードが娘の失言をたしなめたが、エリーは悲しそうに涙を流しながら、首を振った。

「事実だからいいっす……自分は本当に、ドジな自分に嫌気がさしたっす……だから、お世話になったスミカ校長には、せめて死んでお詫わびしようと……」

「いやだから、そういうのは逆に迷惑だからやめた方がいいって。それより今は、その備品の弁償をどうにかしよう、な？」

「でも、どうにかって、どうやればいいっす……特殊技術で作られた蒸留用のポットを壊し、滅めつ多たに手に入らないレアな薬草を水浸しにしてしまったっすよ……」

「特殊技術に、レアな薬草か……」

　復唱してから、アードは左右に首を巡らせる。愛まな娘むすめの次女と、幼おさな馴な染じみの姿があった。

「どうだ、ユニ。できそうか？」

「ものによりますが、魔法技術が使われていないなら可能でしょう」

「じゃあ、薬草はわたしが探すね」

「ああ、頼んだ、リウナ」

　二人に声をかけると、彼は「？」と疑問符を浮かべているエリーに笑ってみせた。

「これでもう大丈夫だ。この二人に任せれば、どんな難しい技術を使ったアイテムだろうが、どんなにレアな薬草だろうが、何とかなるさ。それを持ってスミカ校長に謝りに行けば、許してくれるだろう」

「ほ、本当っすか？」

「ああ、だからポットの詳細と、薬草の情報を教えてくれ」

　アードの言葉にエリーはうなずくと、「どうぞ……」とナーが持ってきてくれた紙とペンを使って、それらを描き出していく。錬金術の教師をやるだけあって、意外と器用だ。薬草に関しては外見まで、精密にスケッチしてみせたほどだ。

「では、これで……お願いしますっす！」

「任せてください、わたし、運だけは良いんで」

　希望に満ちた表情で頭を下げるエリーに、笑顔で応じるリウナ。

　と、ここで、フェニが何気なくアードの肩をつついて尋ねた。

「でもさ、アード」

「何だ？」

「これで手に入った薬草とかを、またドジして台無しにしちゃったらどうするの？」

　その発言に、ピシッ、と空気が凍り付く。

　みるみるうちに、エリーの目に涙がたまっていく。

「うう……結局あたしのドジが治らない限り、一生このままっすね……あたしは呪のろわれた女っす……」

　そう言って、ローテーブルに突っ伏して泣き始めた。一同が「うーん」と、幾分か同情的な視線で彼女を見る。恐らく彼女のドジは、自分の意志ではどうにもできないレベルで発生してしまうのだろう。そうでなければ、一七四回も失敗を繰り返すはずがない。

　アードは何事か考え込んでいたが、やがて一つうなずくと、こう告げるのだった。

「よし、それじゃこうしよう」




「そういうわけで、力を貸してやりたいんだ」

　翌朝の校長室にて。アードはスミカに対して談判を申し出ていた。

　とはいってもそんなに大した内容ではなく、単純に「エリーの授業を手伝わせて欲しい」というものだが。

「錬金術の授業の時は、エリーが代わりにやってくれるから、俺おれは基本手が空いてるだろう？　その時に、監視役として手伝いをしたい。監視役として見張りながら、危なそうになったら都度忠告してやれば、注意力がついてドジも治ると思うんだ」

「それは構いませんが……」

　珍しく、多少疲れたような表情を浮かべ、スミカは口を開いた。

「その程度で、彼女の粗そ忽こつさが改善されるとは思いませんわ。それに、似たようなことなら他の教師にやらせてみました。それくらいのこと、こちらでも思いつきますわよ」

　言われてみれば、それもそうだ。だが、アードはひるまなかった。

「とにかく、やるだけやらせてくれ。自分を過信するわけじゃないが、俺おれがやってみることで何かが変わるかもしれないだろう。それに……」

「それに？」

「……あまり他ひ人と事ごとに思えなくて、放ほうっておけないんだ。不運の続きっぱなしで、なかなか思うように生きられないっていうのは」

　この二年間、［悪運ハードラツク］によって低レベル冒険者を続けざるを得なかったアードにとって、今のエリーはもう一人の自分を見ている気持ちなのだろう。

　スミカは納得してうなずくと、釘くぎを刺さすように目を細めた。

「わかりましたわ。でも、あなたの仕事は、あくまで生徒に対して手をさしのべ、助けとなること。同僚の教師に対してでないことは、お忘れなく」

「ああ」

　そしてその日の昼前、ちょうど錬金術の授業があったので、アードは早速助手としてエリーと共に教壇に立つことになったのである。

「で、では、今日は薬を作る際の、基礎的な知識を教えるっす。よろしくっす」

「「はーい」」

　隣にアードがいるためか、緊張しているらしいエリー先生に、ジュニアクラスの生徒たちは返事をよこした。一部、鼻声が混じっている。

『錬金術教室』のプレートが下がった部屋の中は、むせ返るような臭気がこもっている。硫い黄おうや薬草、様々な植物、もしくは動物の干物など、あらゆる物体が発している臭においが混じり合い、独特の空気を生み出しているのだ。子供にとってこれは刺激的すぎるので、何人かの生徒は鼻をつまんでいるというわけだ。

　なお、これらの悪臭のもとは、錬金術、すなわち魔法薬ポーシヨンを作る授業で使われるものだ。元々は石を金にするため生み出されたこの呪じゆ術じゆつは、今は石ではなく様々な素材をもとに、金ではなく魔法薬を作り出すことに使用されている。

　だから錬金術の授業といえば、本格的に魔法薬を調合したり、そのレシピを覚えたりするものなのだが、ジュニアクラス相手ではまず道具の使用方法や、薬草を煎せんじて簡単な薬を作る実習程度に抑えられていた。

　ともあれ、今回の授業もその基礎的なものであり、生徒たちも薬制作という特殊な内容に結構わくわくしているのだが──ふと、生徒のうち一人が、怪け訝げんそうな声でつぶやいた。

「どうして、アード先生がここにいるんですか。担当外なんですけど」

「エリー女史の手伝いをするのです。ドジをしないように」

　ユニの返事にその生徒、キスカは「ふぅん」とつぶやくと、半眼で担任教師を見つめるのだった。

「手伝い……無駄だと思いますけど。それでエリー先生のドジが治るとは思えませんし」

「あの、そんなにドジなんですか……あの先生？」

「あなたたちは、まだ授業を受けていませんからね。こっちは毎回ハラハラしています。もっとも、この授業自体人気が高いから、あまり糾弾されることはないですけど」

　ナーの問いにそう応じてから、ふと微笑を浮かべると、フェニに挑発の言葉を投げる。

「まあ、どのみち低レベルの冒険者が助手をやったところで、役に立つとは思えませんけど。やっぱり無駄は無駄じゃないんですか？」

「無駄なわけないよ！　ていうか、キスカは前にアードの格かつ好こ良さ認めたんでしょ！　まだ低レベルとかそんなこと言ってるの!?」

「前にも言いましたけど、私が認めたのは外見の良さだけです！　冒険者としての実力まで認めたわけじゃありません！」

　二人はまだ折り合いが悪いのか、ぐぬぬっ、と互いににらみ合う。

　アードはその様子に苦笑しながら、「そこ静かにしろ」と注意を与え、エリーの方を見やった。

「じゃあ、授業を始めてくれ。俺おれができる限りフォローするから」

「りょ、了解っす」

　そしてエリーは子供たちに道具の扱いを教えるべく、行動を開始したのだが──。

　正直甘く見ていた。数分でアードは、そう痛感していた。

　エリーのドジっぷりは、彼の想像をはるかに超えていたのである。




「うわっ、入れる薬品間違えたっす！」

「のおおおっ、こんなところに植物のツタが！」

「ぎゃああっ、劇薬が入ったフラスコがああああ！」




　誤った調合で小爆発を起こして煙にまかれ、ツタに足をとられてすっ転んでついでに手に持っていた薬品をまき散らし、備品を落として壊しては飛び散った中身で火傷やけどを負いそうになる。

　そのたびにアードは生徒たちが巻き込まれないよう注意したり、飛び散った薬品を忙しく拭ふき取とったり、怪け我がしたエリーに《回復魔法》をかけて傷を癒やすはめになった。

「お、おい……まさか俺の［悪運ハードラツク］が作用してるんじゃないだろうな」

　ぜえぜえと息を切らせながら、そんなことを危き惧ぐしてみるが、しかしこの事故による被害者はエリーばかりだ。［悪運］ならアードがひどい目に遭っているだろう。つまり、これは彼女自身のドジのせいということになる。

　しかし、一時間も経たたないうちに教室が滅め茶ちや苦く茶ちやになるのはいかがなものか。爆発の影響で周囲はすすだらけになり、エリーが転んだはずみでその辺のものはひっくり返され、まるで嵐あらしが過ぎ去ったかのようになっていた。

　と、子供のうち一人が、両手を頭の後ろに回して、揶や揄ゆするように声を上げた。

「まったく、これだからエリー先生の授業は……面白いな！」

「はん？」

　最後の最後で聞き捨てならないことを聞いたと、アードが目を瞬しばたたかせていると、他の生徒たちも同調するように声を上げていく。

「いいよね、こういうスリルのある授業！」

「俺おれ、薬品の爆発なんてこんな授業でもなければ見られなかったと思うぜ！」

「うんうん、勉強はちっとも進まないけど、楽しいのは確かだな」

「ほら、エリー先生元気出して。頑張って授業進めよう？」

　どうやらエリーの授業は子供にとって興奮と刺激の材料らしく、みんな楽しそうにわいわいとはしゃいでいた。中にはエリーに同情して手をさしのべる生徒までいる。

「ありがとうっす、頑張るっす！」

　エリーは彼らの手を握り、涙まで流した。周囲に聞いた話では、彼女は相当に生徒思いらしく、だからこそ応援に応こたえようとしているのだろう。その姿勢は立派だが、いささかちやほやされすぎじゃないかとアードは思った。

「何だ、これ……確かに、不評であるよりはいいだろうけど……こんなので人気って出るものなのか……俺だって頑張ってるのに」

　同じくらいに生徒のことを考えていると自負している身としては、腑ふに落ちない格差である。自分の努力って何なんだろうと、ふと考え込んでしまった。

「まあまあ、落ち込まないでください父上」

「……お父さんは、とても頑張ってると思います」

「アードの授業も、楽しいよ！」

　いつの間にか近くに来ていた娘たちのフォローに「ありがとう」と笑ってから、その頭を優しくなでてやる。彼女らは、わーい、と喜ぶと、アードにぽふぽふ抱きついてきた。

　先ほどの落ち込んだ気分もどこへやら、すぐに元気が出てくる。

「……と、娘に癒やされている場合でもないな。エリーのドジは思ったよりも手て強ごわそうだ……他の方法を考えてやらないと」

　アードはそんなことを口にすると、腕を組んで次の計画図を頭に描き始めた。




　次にアードが考えた策は、至ってシンプルだった。

　エリーと共に授業をして、彼女を監視しつつ注意する。ここまでは先ほどと同じだが、今回は主と副が違う。アードが担当する授業を、エリーが手伝う形にしたのだ。

　要はエリーの責任と作業量を減らし、なるべく惨劇を押さえ込もうという意図である。さすがのアードも、あれだけアクシデントが続出すればその対応に追われるだけで精一杯で、エリーに注意するどころではないのだ。

　しかも、今回はさらに念が入っていて、アードはいざという時の安全弁も設けておいた。

「……そういうわけで、今回の授業はエリザベート先生と、もう一人、こっちの用務員に手伝ってもらうことにする。リウナ＝ソウルシェアだ」

「リウナです、よろしくお願いします」

　にっこり笑ってお辞儀するリウナの姿に、ジュニアクラスの男子生徒が「おおっ！」と感嘆の声を上げ、色めき立った。

「すげー、滅め茶ちや苦く茶ちや綺き麗れいな人じゃん！」

「しかも何か出るとこ出てて、色っぽいな……」

「俺おれ知ってる、リウナっていえばこの街でも結構名の知られている勇者、〈強運の戦乙女フオーチユネイト・ヴアルキリー〉だぜ！」

「マジかよ！　こっちの方を特別講師に呼んでくれたら良かったのに！」

「……俺、すねていいかな」

　忌き憚たんない子供たちの意見に、アードはいじけたように足下の砂をほじった。

　ところで今彼らは、教師も生徒も含めてトレーニングウェアに身を包み込み、いつものグラウンドに出ていた。今回の授業は、『投とう擲てき』なのである。

　冒険において、物を投げるという行為は意外と重要性を持ってくる。投げナイフなどの攻撃はもちろん、離れた場所からトラップを誤作動させるために石を投げ込んだり、やむを得ない状況で遠くにいる仲間に物を渡したりなど、用途は様々だ。

　もちろん、ジュニアクラスの生徒にナイフやら石やらを投げさせるわけにはいかないので、今回使うのは木の皮で作ったボールだった。ある程度の重さを持たせるために、中には粘土と芯しんとなる鉄球が詰まっている。

　これを離れた的に当てることで、コントロールと膂りよ力りよくを養うのが目的となる。

　まずは教師陣が手本を見せることになった。アードがボールを持って、粉引きでラインを引いた投擲場所に立つ。的までの距離は五メートル、的の直径は三○センチほどだ。

　これらは冒険者経験の長いアードにとって、大した難度ではなかった。

「せいっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に投げられたボールは、正確にその的に吸い込まれた。そのフォームの流麗さと、ボールのスピードに、生徒一同は思わず息をのむ。

「へぇ……やるなあ、英雄先生」

「さすが、現役の冒険者って感じはするな。英雄かどうかはまだわからねぇけど」

「いや、もう英雄でいいんじゃないの。剣技とかも普通にこなしてたじゃない。今のボールを投げるのだって鮮やかだったし」

「それは極論です……投とう擲てきくらい、冒険者なら誰にでもできるんですけど」

　最後の不服そうな声はキスカのものだ。やはりフェニが「アードは英雄だよ！」と叫んで、両者はにらみ合うことになる。

　何にしろ、未いまだにクラスでのアードの評価は半々に割れているようだ。が、当の本人はその批評に対して意に介さずに、淡々と動作についての解説を始める。

「投擲の基本は、全身の力で投げることだ。肩の力だけじゃ、大した距離は届かないからな。ただ、それだとコントロールが難しくなるから、何度も練習が必要となる──じゃあ、次はリウナにやってもらおうか」

「うん、わかったよ」

　そう言って、リウナはラインのところに立った。こちらは投擲の経験があまりないのか、ぎこちない動作で投球フォームを作る。屈かがんでから腕を大きく振り上げ、胸を張り──ここで男子生徒たちがつばを飲み込んだ。トレーニングウェアからはじけそうな胸が、ぶるんっ、と揺れたのである。

「「おおおおっ！」」

「きゃっ？」

　元々のフォームが悪かったのか、生徒の声に驚かされたのか、リウナの体勢が崩れた。投げたボールは的へのコースを大きくそれて、右方に流れる。

　と、突如、突風が右から吹いた。それはボールの軌道を元に戻すと、的のど真ん中へと命中させる。生徒たちは「えっ？」と驚いた声を上げた。

「あはは、何とか当たったね」

「今のはどう見ても、［強運フオーチユン］の効果じゃないか……これじゃ投擲の参考にならないぞ」

　そう言って肩をすくめてみせるアードだったが、実はこの［強運］こそが彼の狙ねらいでもあった。エリーのドジによる被害を、リウナの運の良さでフォローするのが目的だ。助手として連れてきたのは、建前なのである。

（さて、いよいよそのエリーの番だ）

　アードは胸中でつぶやくと、エリーにボールを渡して「最後はエリー先生、手本をお願いします」と告げた。エリーはなぜか手元にあるボールから目線をそらしつつ「わかりましたっす」と答える。

　そしてラインに立つ彼女を見て、アードは眉まゆをよせた。エリーは的の方をまともに見ようとしていない。ちらちら、とうかがってはいるが、すぐ目線を外すのだ。これでは当たるはずがなかった。

　そして、案の定。エリーが「えいっ」と投げたボールは、的を大きくそれて、後ろにある校舎の開いた窓にすぽんと飛び込んでいった。

「わ、わわ、申し訳ないっす！」

「気にするな、これはこれで下手な見本になる」

　アードの混ぜっ返した言葉に、生徒たちも「ははは」と笑いをこぼした。エリーもまんざらでもなさそうに頭をかく。穏やかなひとときが流れた。

　だが、その平和な空間は、一つの声に破られた。

「ぐえぇっ」

「……『ぐえぇっ』？」

　突然聞こえてきた、カエルが押しつぶされたような声に、一同は顔を見合わせたが、やがてキスカが血相を変えて走り出した。

「姉さま！　今の声、姉さまのです！」

「いっ？」

　アードもリウナも慌てて彼女の後を追う。

　ちょうど先ほどボールが飛び込んだ窓が、校長室のものだった。窓越しに中をのぞき込んで、彼らは「うっ」と声をあげた。

　事務机の上で、スミカ＝シーズルーンは、頭にこぶをこさえてのびていた。近くにトロフィが転がっているから、これが凶器らしい。

「きゃああああっ、姉さま！」

　キスカの悲鳴がこだまする中、アードの視界の隅で動いたものがあった。木のボールだ。

「……もしかして」

　彼の脳裏に、イヤな予感が浮かび上がった。




　アードの予想通り、スミカの負傷は棚の上に飾ってあったトロフィ──が、ボールが直撃したことでバランスを崩し、少ししてから彼女の頭上に落下したためであった。

　エリーはスミカに平謝りし、彼女も「事故なら仕方ないですわ」と許しはしてくれたのだが、こめかみにはさすがに青い筋がぴくついていた。

　それを見たエリーが、どれほどショックを受け、恐縮したかは言うまでもない。結果。

「うう、やっぱりあたしには無理だったんっす……」

　すっかりしょげた声を出しながら、エリーは上着を脱ぎ捨てた。トレーニングウェアが、はらり、と床に落ちる。

「そんなことないですよ。元気出してください」

　すでに上を脱いでいたリウナが、下のズボンを脱ぎ捨てて、下着姿になる。シルクで作られた白いブラとパンツだ。こぼれそうな大きな肉球を、包み込んで支えている。

　スポーツタイプのエリーのブラとは対照的だが、これはエリーが活動的なのではなく、単につけやすさから選んだだけだろう。

　ここは『レイズ冒険者学院』の女性用更衣室だった。

　エリーはリウナの言葉に、「頑張るっす」と答えたものの、すっかり自信をなくしてしまったようだった。アードの計画は、残念ながら逆効果だったと言えるだろう。

　はあ、とため息を吐つきつつエリーはズボンを脱ぐために体をかがめる。下着だけのリウナはそれをずっと見ていたが、やがて気がついたように目をぱちくりとさせた。

「エリーさんって、結構背が高いんですね。ほら、かがんだ時の姿勢でわたしと同じくらいの背丈になってる」

「ああ。こう見えてもあたし、『ワーウルフ』の端くれっすから」

「わーう……何ですか？」

「ワーウルフっすよ。月なんかを見ると、狼おおかみ人間になる一族っす。この一族は、人間に比べて大体がたいが良いんっすよ……リウナさん、勇者なのに知らなかったんっすか？」

「えっ？　あ、えっと、はい、わ、わーうる、ふ……？　わー、うるふ、ですね。知ってます、知ってますとも！　ええ！」

　隣にアードがいたら、「噓うそつけ！」と叫んでいただろう。時々知らないことも知っていると見栄を張ってしまうのが、リウナの悪い癖だ。

　だが、幸いエリーはそのことには気づかずに、ズボンを脱ぎ捨てて言葉を続ける。

「あたしの場合、月でなくて丸いものを見続けても狼人間になってしまうんっす。だから、長時間そういったものは凝視できないんっす」

「なるほど、それでさっきボールや的から目を離していたんですか」

　アードと同じことを、リウナは気にしていたのだ。すなわち、エリーが目をそらしてボールを投げた事実を。

「ひょっとして、今までのドジも、丸いものから目をそらしてたから？」

「いいえ、それはないっす。錬金術室にはそういうの置いてないっすから」

「そっかぁ……」

　しかしエリーがワーウルフであるということは、何か彼女の性格に影響を及ぼしているのではないかと、リウナは考えた。

　普段着に着替えた後、職員室のアードのところに向かって、そのことを報告する。

「へえ、エリーってワーウルフだったのか。それで、それがエリーのドジに何か影響を及ぼしているんじゃないかとお前は思うんだな？」

「う、うん、直感だけど……やっぱりわたしの考えだし、当てにならないかも」

「いいや、俺おれも同意見だな。ワーウルフは気性が激しい者が多いと聞く。エリーは例外みたいだが、それでも獣と化す力を持っているなら、何かしら荒っぽい一面とかが残っているのかもしれない」

　それが潜在的に発揮され、結果としてエリーの行動を雑にし、ドジを起こさせている可能性はある。こじつけのようだが、アードはそれに賭かけてみたかった。

　ともあれ、放課後になるのを待ってから、本人にその辺について詳しく聞いてみることにした。




「ワーウルフの本能、っすか？」

「ああ、獣としての気性みたいなものが、行動を粗そ雑ざつにしてるんじゃないかと思って。何か心当たりはないか？」

　放課後。錬金術室を娘たちとともに訪れたアードは、エリーに単刀直入に尋ねてみた。

　彼女は「うーん」と首をひねってから、ゆっくりとそれを横に振る。

「いいえ、心当たりないっす……というか、あたしはワーウルフの中でも特殊な方で、狼おおかみ人間になっても全然気が荒くならないどころか、弱い一方なんっす」

「じゃあ、人を襲おうとか思ったりしたことは」

「まったくないっすね」

　少しでも気が強くなれば、ドジも治るような気がするんっすけどね。そう力なく笑いながら、エリーは付け加えた。どうやら彼女の見解はアードと逆のようで、ワーウルフ特有の気性の荒さをほしがっているようだ。

（そういう考え方もあるのか）

　アードは感心しつつも、しかし、手がかりが消失した感触に落胆した。

　ワーウルフとしての本能を押さえ込ませることで、彼女のドジを治そうと思ったのだが、これでは逆効果になりそうだ。

　では、どうするべきか。考えあぐねていると、ふと傍らのユニが口を開いた。

「あの、ワーウルフは狼人間に変身すると、普通の人間よりもはるかに強力な戦闘能力を発揮するそうですが、それはエリー殿にも備わっているのですか？」

「ええ、一応は……戦いは苦手なんで、使うことなんてないっすけど」

「なるほど、わかりました」

　ユニはうなずくと、アードに向かって提案する。

「帰りましょう、父上。少し思いついたことがあるのです」

「思いついたこと？」

「はい……詳細は家で」

　自信ありげなその表情に、アードはうなずくのであった。





　　　　○






　翌日、アードはスミカに許可を取って、昼からの授業の一コマを錬金術学との合同授業に差し替えた。

　近くにある湿地帯に、錬金術の材料を取りに行く課外授業を提案したのである。

　エリーもジュニアクラスの生徒も特に異論はなく──生徒にいたっては退屈な座学より外に出られることを喜んでいた──一同は出かけることとなった。

　学校の裏側、そのやや西には、小さな沼がいくつも散在しており、湿った空気を放つ湿原となっている。こういう場所には、様々な錬金術の材料となる草や菌糸類などが生息していることが多い。

「ほら、これがシビトノカンムリ茸たけっすよ」

「こっちは、デレスト草。魔法薬でも使うっすが、普通の薬に使っても薬効が高いっす」

　エリーはそんなことを言いながら、様々な素材を確保しては生徒たちに解説してやった。懇切丁寧で、その明るい表情には、昨日の鬱屈した感情は見られない。時折ドジを発揮して沼に落ちたりしているが、それでも気丈に振る舞っていた。

　時間が経たって少し気が晴れたというのもあるが、それ以上に子供たちに心配をかけさせたくないのだろう。彼女は生徒思いの教師なのである。

　生徒たちも楽しそうにエリーと草摘みや茸きのこ狩がりを楽しんでいて、それを見ているとアードは少しばかり胸が痛むのを感じられた。

（良いのかな、みんなを騙だますようなことをして）

　脳裏には、昨日ユニと交わした会話が渦巻いている。

『エリー女史を怪物に襲わせましょう……怪物といっても、もちろん本物ではありません。一芝居打つのです』

『どういうことだ？』

『我々が変身して彼女や生徒に襲いかかります。もしエリー女史がその状況を見て奮起し、立ち向かってくれれば計画は成功です』

　ユニが言うには、エリーに自信が足りないのは、何かを大成した経験が足りないからだという。大きな目標を達成すれば、自おのずと自尊心が芽生えるはずだ。

　だから、本人でも意識していないことで成功をさせてやれば──この場合、生徒を守れるという強さだ──良いのではないかというのがユニのアイデアだった。

　アードは最初、この計画に難色を示した。エリーを騙している気がするし、何より娘たちをそんな形で利用したくない。ただでさえ、他の生徒とは違うということで正体を伏せさせているのだ。これ以上、損な役回りをさせるのは心苦しかった。

　だが、彼女たちは乗り気だった。「面白そう」とフェニは喜ぶし、「先生の役に立ちたいです……」とナーも健けな気げにうなずいた。なら、やるしかないだろう。

　かくて──クラス一同が素材集めに夢中になっている間に、フェニたち三人は近くにある苔こけむした大木の陰へと隠れようとした。そろそろエリーに襲いかかる予定だったのだ。

　だが、それをめざとく見つけたものがいた。

「あっ、あなたたちさぼるつもりですか！」

「うぇっ？」

「課外でも、ちゃんと授業は受けるべきです。逃げようとしたってそうはいかないんですけど！」

「ち、違うってば、キスカ！　これはその、ちょっと……」

　フェニが泡を食って言い訳しようとするが、キスカは半眼で彼女をにらみ続ける。これでは、変身しにいく隙すきがない。

　アードがどう助け船を出すべきか思案した、そのときである。




「グォオオオッ！」




　突如、空から降ってきた声に、アードは「えっ？」と頭上を仰ぎ見た。見れば黒い染みのような影が、ぽつぽつと穿うがたれている。

　いや、それはぐんぐんと大きくなり、こちらに向かってくるではないか。アードは慌てて、ドゥーム戦の前に取得したスキルの一つ、《望遠視テレフオトアイ》を発動させた。文字通り、遠くのものが見通せるようになる能力だ。

　こちらに向かっているのは、虎とらの体に鷲わしの翼を持つ生物だった。それを確認した瞬間、背筋が凍り付く思いがする。

「……『ティグス』だ、全員丈の高い草むらに伏せて隠れろ！」

　そう叫んで、自分は双剣を抜き放つと、なるべく目立つ場所を探した。そこに走り込んで、自ら囮おとりになるつもりなのである。

　ティグスとは魔獣の一種で、大変どう猛かつ凶暴な性質を持っている。武器は爪つめと牙きば、そして何より翼による機動性だ。「虎に翼」ということわざがこの世界にはあるが、その通りの強さを誇る。

　しかも、群れをなして行動することが多い。今視認しただけでも、数体は存在する。アードは激しく後悔をした。自分の［悪運ハードラツク］があいつらを引きつけたのかもしれないのだ。

（こんなことなら生徒を外に連れ出すんじゃなかった！）

　と、その生徒たちはアードの突然の行動にぽかんとしていたが、近づいてくるのが凶悪な生物と知ると、悲鳴をあげた。あげたが、とっさにどう動いていいかわからないらしく、まごまごと周りを見回して、その場に立ちすくむ。

「こっちっす！」

　エリーが叫ぶと、大人の背丈ほどもある草むらを指さした。あそこなら上空からでも見つかることもない。子供たちは、我先にとそちらに向かって走り出す。

「アード、あたしたちは？　手伝わなくていい？」

「いいから、お前たちも他の生徒たちと一緒に隠れてろ」

　アードは娘たちにそう告げると、心配そうな顔に手を優しく当てた。

「大丈夫だ。どうしても必要となったら、お前たちの力も借りる」

　その言葉に納得したのか、フェニたちは一斉にうなずくと、草むらへと走り出した。

　ただ、アードの実力でいえば、たとえ数体が相手でも、さほど苦戦をすることはないと思われた。ティグスは確かに強力だが、ガイアドラゴンやドゥームほどではない。冷静に一体ずつ対処していけば、何とかさばける相手だ。

「さあ、来い！」

　気合いを入れて、ぐんぐん大きくなる影を見つめた、その時。

「きゃあっ」

　悲鳴が聞こえた。振り返ると、キスカが泥沼に腰まで浸つかっていた。そのままずぶずぶと体を沈ませていく。恐怖に表情が青ざめていた。

「先生、足が！　足がつきません！」

「……！　底なし沼かっ？」

　断定はできないが、可能性はあった。アードは手をさしのべようとして、思いとどまる。自分まで沈んでしまっては、彼女を助けられない。

　と、ユニが声を張りあげた。

「父上、籠手ガントレツトのスイッチを押してください！」

「スイッチ？」

　そんなものあったっけと思って探すと、これが果たしてある。押した瞬間、手の甲からフック付きのワイヤーが飛び出してキスカの方にのびた。

「リウナから素材をもらって、改造を施しておきました。スイッチを回すと、ワイヤーを巻き取ることも可能です！」

　それはすごい。胸中で感嘆すると、アードはキスカにワイヤーをつかむよう指示して、スイッチを回した。機械が作動する音がし、ゆっくりとだが彼女の体がこちらに向かって進んでくる。

　だが、それで安あん堵どの息を吐つくことはできなかった。ティグスのうち一体が、すでにアードの頭上に迫っていたからだ。

　その爪つめが、背中に向かって振るわれる。

「ぐぅっ？」

『神獣の鎧よろい』のおかげで傷は負わなかったが、衝撃がアードをふらつかせた。巻き取られている最中のキスカの体も揺れ、「きゃあっ」と悲鳴が上がる。

　ティグスは地面に着地すると、今度は狙ねらいを装甲のない頭部に定めたらしかった。助走をつけて走り、口を開けて牙きばで狙ってくる。

　ガキンッ、と音がして、それは食い止められた。アードの持つ『神獣の双剣』によって。

　ただし抵抗のための剣は一本だけだ、残り一本はガントレット保持のために片腕が使えないので、振るうことができない。

「ぐっ、ぐぐぐっ……」

　アードはその場で踏ん張り、片腕を沼の方に突き出しながら、もう片手だけでティグスと力比べをするという、はなはだ不利な勝負を押しつけられた。しかも、残りの数体も、まもなく到着する。状況はかなりまずいと言えるだろう。

（フェニたちの力を借りるか……しかし）

　そうなれば、彼女は生徒たちの前で変身することになるだろう。次の日からどのような目で見られるか想像すると、アードはその力を使わせたくはなかった。ティグスが危険な生物だからという理由も、もちろんある。

　とりあえず、キスカを助けるまでの辛抱だ。

　アードはそんなことを考えながら、必死にティグスの力に拮きつ抗こうするのだった。




「あわわわわ」

　エリーは目の前の状況を、震えながら見つめていた。彼女は冒険者学院の教師ではあっても、冒険者ではないので、こういう事態に慣れていないのだ。

　そのうち、アードが不利な状況に追い込まれたと知り、その震えは激しくなっていった。彼が倒されたら──そんな不吉なことを考え、慌てて頭を横に振る。

（アードさんがやられたら、誰がこの子たちを守ってくれるっすか……）

　そう考えて、表情を曇らせた時。すっ、と眼前に何かが差し出された。

　それは小さなボールだった。

「うぇっ？」

　慌てて目をそらすと、手のひらにボールを乗せた人物が見えた。ユニだった。

「エリー女史、お願いがあります」

「な、何っすか？」

「父上を、助けてください」

「……っ？」

　見れば彼女だけでなく、アードの娘全員、いや、教え子たちすべての目線が、エリーに注がれている。

　エリーは慌てて両手を振った。

「あ、あたしが!?　そんな、戦ったことなんてないっすよ！」

「でも、他にいないのです……父上はどうやら、私たちの力を借りるつもりはないみたいですし」

　後半の言葉の意味はわからなかったが、ユニが言葉以上に焦っていることはエリーにもわかった。そして、自分しかその状況を打破できる人間はいないということも。

　しかし──自信がない。ドジばかりの自分が、街を救った英雄たるアードを助けられるとは思えない。何とかしてやりたいのはやまやまだが、勇気が出ないのだ。

　ふと、ユニはアードの方を向いて、ぽつり、とつぶやいた。

「父上が着ている鎧よろいと剣、あれは私が作ったんです」

「……？」

「最初、私は自分のために武具を作っていました。自分の役割を果たすためだけに。でも、わかったのです。これは身につけてくれる人のために──父上のために作るのだと。そう考えると、想像以上のものができました」

　そしてユニは、真まっ直すぐな瞳ひとみでエリーを見つめた。

「あなただって、できるはずです。自分のためでなく、誰かのために行動すれば……自分の限界を越えて先に進むことが」

「…………！」

　その言葉に、エリーの胸に熱い衝動が流れ込んだ。

　苦戦しているアード、そして何より不安そうにこちらを見てくる生徒たちの存在が、大きくふくれあがる。

　自分の力で、彼らを救いたい。いや、救わなければいけないのだ。

　そう思った時には、彼女はボールを手にしてじっと見つめていた。

「お、おおおおおお……うおおおおおっ！」

　やがてその体は、髪の色と同じ剛毛で覆おおわれていき、顔の下半分は前にのび、耳は上に持ち上がり、尻からは尻尾しつぽが生えてくる。

　数秒後、そこに立っていたのは、灰色の毛で全身を覆い尽くす、直立した狼おおかみだった。

「ウオオオオオンッ！」

　気弱そうな顔の人じん狼ろうは、それでも自分を鼓舞するように一声鳴くと、アードとティグスめがけて走り出した。




「ぐっ、これは……」

　アードは己に限界が近づいていることを悟っていた。そもそも、魔獣と人間が力比べすることが間違っている。だが、ここで引くわけにはいかない。

　沼からキスカが叫ぶ声が聞こえた。

「先生、私のことは放ほうっておいてください！　このままじゃ先生がやられてしまいます！」

「そんなことができるか！」

「どうしてです！　ティグスは他の生徒にも襲いかかるかもしれないんです！　あなたが英雄なら、戦いに犠牲がつきものなのもわかるでしょう！」

「……じゃあ、俺おれは英雄じゃなくてもいい。目の前の生徒一人助けられない英雄より、助けようと努力できる教師でありたい！」

「…………！」

　その言葉に、キスカは、はっ、と息を吞のみ込こんだ。胸の中で、何かがぐらつくような感覚を味わう。それは、目の前の教師に対する価値観で──。

　ふと、その彼が、にやりと笑うのを彼女は見た。

「それに、悲観ばかりしなくてもよさそうだ……来たぞ！」

「えっ？」

　次の瞬間、灰色の風がティグスにぶつかり、その重さ数百キロという巨体を吹き飛ばすのを、アードとキスカは目撃した。

　風は人じん狼ろうの姿を取り、恐怖の相を浮かべながらもこちらを見てくる。

「だ、だだだ、大丈夫っすか、アードさん」

「ああ、何とか……エリーだよな？」

「は、はいっす。お恥ずかしい格かつ好こうで、申し訳ないっす」

　そういえば変身の影響か、彼女の服はびりびりに破れている。アードは苦笑すると、手元のワイヤーを指さした。

「たぶん巻き取るより、つり上げた方が早い。協力してくれるか？」

「お安いご用っす」

　そして、彼らは一気にワイヤーを振り上げ、空中で「きゃああっ？」と悲鳴を上げるキスカを、その腕で柔らかく抱き留めた。

「も、もう！　レディに何て扱いするんですか！　信じられないんですけど！」

「悪い、文句なら後でちゃんと聞く。今は隠れておいてくれ」

　アードはそう言って、キスカの背中を優しく押してから、ふと振り返った。

　ティグスの残り数匹が、地面に降り立ったのが見える。最初の一匹と合流して、あっという間に戦闘準備を整えた。

「エリー、ここからは危険だ！　生徒たちのところに戻っていてくれ」

「いいえ、あたしも最後まで戦うっす。生徒たちを守るために」

「……わかった！」

　そして、アードは双剣をこすりあわせ、エリーは一声遠とお吠ぼえを上げると、

「《不死鳥の閃光フエニツクス・レイ》！」

「うおおおおおっす！」

　ティグスの群れに向かって、駆けだした。





　　　　○






　結局、この戦いを経てもエリーのドジが治ることはなかった。

　彼女は相変わらず何もないところで転ぶし、物を落としたり、忘れたりする。

　だが、確かに彼女は変わっていた。

「大切なのは、ドジを治すことじゃないんっす。いえ、それも確かに大切なんっすが、それ以上に失敗をしても、いつまでも落ち込まずに前に進むことが重要だったんっすね……アードさん、それにユニさん、ありがとうございましたっす」

　放課後の錬金術室で、そう頭を下げるエリーは、以前よりはつらつとした表情──に見えた。いかんせん、顔つき自体そんなに急に変わるわけないので、わかりにくいのだが。

　だが、アードは満足そうにうなずくと、にやりと笑って付け加えた。

「良かった、これでもう首をつったりはしないようだな」

「ははは、意地が悪いっすよ、アードさん」

　エリーは苦笑しながら、それでも再度「ありがとう」と述べると、アードの手を取って握りしめた。と、その表情を少し怪け訝げんなものにする。

「ところで……ちょっと変な話してもいいっすか？」

「何だ？」

「変身した時、肉の匂においがしたっす……人じん狼ろうになると鼻が利くんっすよ」

「肉の匂いって……人間とか、虎とらじゃなくて？」

「そうではなくて、もっと美お味いしそうな……鳥と、馬と、蛇へびの肉の匂いっす……あれ、食べてみたかったなあ」

　よだれをたらしながらの言葉に、傍らにいた三人娘が「ぴぃっ？」と叫んで震え上がった。慌ててアードの背中に隠れ、しがみつく。

「あれ、娘さんたちどうしたっすか？」

「ははは、何でもない……鳥に、馬に、蛇ね……」

　フェニックスとユニコーンとナーガに変身する〈神獣〉たちをなでてやりながら、アードはそのことをこの学園の生徒や教師に、いや、まだ知らない多くの人たちに、話すことはできるのかとふと思った。

　できれば、あってほしい。こいつらだって人間と変わらないと、示してやりたい。だが、受け入れられなければ──そう思うと、ため息が自然と漏れる彼なのだった。




　翌日、アードは「ふぁっ」とのびをしながらダイニング兼用のリビングへと入った。

　娘たちの姿はまだ見えない。寝ているのだろう。そのままキッチンで調理をしている、リウナへと声をかける。

「おはよう」

「おはよう、アード。眠そうだね」

「ああ、昨日のダンジョン探索は久々にハードだったからなぁ。トラップが通算一二○回も襲ってきた。一分間に一回の計算だぞ。強力な悪魔系の魔物も大量に出てきたし、丸太が飛び出してくる罠わなで頭を強打して生死の境をさまよいかけたし……まあ、珍しい魔法の鷹たかの彫像を見つけたから、少しは報われたけど……本当［悪運ハードラツク］は何とかならんかな」

　かようにアードが愚ぐ痴ちを吐くのは、大体がリウナの前だけである。他人相手ではあまりないし、娘の前では間違っても口にしない。そのことを少し誇りに感じながら、リウナは「うんうん」と相づちを打った。

　と、アードの愚痴が少し方向性を変える。

「ハードといえば、昨日のティグスとの戦いも相当にきつかったな……でも、おかげでエリーが元気になったことだし、よしとするか」

「じゃあ、ドジは気にならなくなったんだね」

「ああ。後は本人の注意力次第だ……しかしエリーも大げさな奴だな。いくら感動したからって、俺おれの手を握りしめるほどでもないだろうに。でも、しっとりしていて、女の手って感じがしたな……」

「…………」

「あ、それからキスカって生徒が少し態度柔らかくなったんだ。まだ英雄って認めたわけじゃないって本人は言っていたけどな。でも、俺の誠意が伝わったみたいで嬉うれしいよ。彼女にならったのか、女子生徒もほぼ全員対応が良くなってきたしな」

　ところで、アードは気づいていなかった。リウナが先ほどから黙りこくっていることに。

　彼女は朝食のパンと目玉焼きを運んでくると、ふとアードに向かって手をさしのべた。

「？」

「手、握ってみて……」

「え……いいけど、何でまた急に」

「ちょっと、ね。その、どう思うかなって……思って」

「どう思うって、言われてもなあ……」

　言われるままに、握ってみてから、アードはリウナが求める答を模索した。

　そして、ああ、とうなずいてみせる。




「大丈夫、ちゃんと鍛えられているぞ。武器がなじんできて、たくましくなったんじゃないか。まあ、何にしろお前も勇者としての貫かん禄ろくが出てきたってことで……」

「アード、今日の夕飯はアードのおごりね」

「何で!?」




　絶対零度の声を浴びせられて、アードは目を白黒させた。

　リウナは顔をつんと横に向けると、思い出したように両手を叩たたく。

「そうそう、フェニちゃんたちを起こしてこなくちゃ。今日は『ミシェイル亭』で晩ご飯だって聞いたら、みんな喜ぶだろうなあ」

「ちょっ、お前、それってこの街でも一番高級なレストランじゃないか！　せめて冒険者ギルドの酒場に……」

　だが、その声は届かず、リウナはパタパタと走り去ってしまった。

　その後ろ姿を見送りながら、アードはぼそっとつぶやく。

「まったく、俺おれが一体何をしたっていうんだ」

　冒険や、子供の扱いには慣れてきても、女性に関してはまだ修行がたりないアードなのであった。













第四章　小さな一歩




「う～ん？」

　フェニが、おかしいな、と思い出したのは、ちょうど冒険者学院に入って十日間ほど経たったころだった。

　学校の授業とかの話ではない。勉強は退屈だが、ほぼ毎日アードと一緒に同じ施設に通えるし、帰りには時々ご褒美としてお茶とかおごってもらえるし、その辺に関してはフェニは満足していた。

　むしろ、妙だと思ったのはダンジョンにおける探索──それも他ならない、アードに関してのことである。

　たとえばこうだ。戦闘やトラップで小さな傷を作った時、彼は大体我慢することが多かった。《回復魔法》はできるだけ、フェニが怪け我がした時のために温存しているのである。

　だが、最近は見慣れない瓶を取り出して、中に入っている液体を無造作につけていることが多い。アードに尋ねると、「回復用の魔法薬だ」とのことだ。

　また、ナーがダンジョンに関するトラップの予知をした時、それは大おお雑ざつ把ぱな内容で伝えられることが多かった。それが、最近指示が細かい。

「えっと、滑り台ダストシユーターの後に、矢と、槍やりが飛び出てくるトラップありか……なら、こちらは迂う回かいしていくか」

「う～ん？」

　フェニはもう一度首をかしげると、アードにそのことについて尋ねた。

　すると、彼は笑ってこう答えたのである。

「ああ、ユニの奴最近魔法薬も作れるようになってな。よく持たせてくれるぞ。それにナーも、図書室で本を借りてトラップの知識をかなり手に入れたらしい。予知と絡めて、内容をより細かく把握している……二人とも、学院に通っている成果が出てきたな」

「え、え？」

　何それ、知らない。

　フェニはショックのあまり口をぱくぱくさせていたが、やがてある事実に気がつくと、頰ほおを両手で挟みこんだ。

「えええええっ！　じゃあ、何も成長してないのあたしだけぇっ!?」

　彼女の叫びは、悲痛な色を湛たたえて、ダンジョンに木霊するのであった。




「どうしようどうしようどうしよう」

　翌日の朝。フェニは、朝食に手もつけず、リビングをうろうろとしていた。

　ダンジョンでのアードに知らされた事実が、よほどこたえたのだろう。

「ユニもナーもレベルアップしてるのに、あたしだけ何も変わってないなんてぇ！」

「……そうは言いますが、フェニ」

　寝起きのせいか、少しけだるげにパンをかじっているユニが言った。

「私たちは今まで……父上とダンジョンに入れなかったのが、口く惜やしかったのです」

「そうだよ、フェニお姉ちゃん……お姉ちゃんは一緒にいられるんだから……それで充分役に立ってると思うよ」

　スープをすするナーも、おずおずとフォローしてくれたが、フェニは納得いかない。

「だって、せっかく冒険者の『かっこう』に入って、勉強してるのに」

「『学校』な」

「あたしだけ、何もアードの役に立ちそうなこと覚えてないの、イヤだよ！」

　アードのツッコミも耳に入らず、フェニは頭を抱えて悶もだえる。彼女がここまで悩むのを見たのは初めてではないだろうか。それが自分のためというのは嬉うれしくはあるのだが、あまり考え込まないでほしいとアードは思った。

「ナーの言う通り、お前がいてくれて助かってるんだぞ。戦闘も随分楽になっているし」

「でも……アードも随分強くなっちゃったしさ。あたしがいなくても、敵を倒しちゃうことが多いじゃん」

　確かに、フェニがいなくてもアード一人で大体の敵は片付けてしまう。人手が必要な時には彼女の炎の力を借りるが、それ以外ではあまり活躍の場がない。

　そのせいか、フェニはダンジョン探索において暇をもてあましていることが多かった。それがユニとナーのサポート力がアップしたおかげで顕著になり、違和感を抱かせるようになったのである。

「よし、決めた！」

　突然、フェニは拳こぶしを握りしめて叫んだ。

「ユニもナーも、自分の得意なことでパワーアップしたんだもん！　あたしもそうする！　戦闘で、もっと役に立つようになるよ！」

「具体的には……どうするんです？」

「えっと…………剣を使えるようになる！」

「いぃっ？」

　またとんでもないことを言い出したと、アードは目をむいた。食事の手を休めて、慌てたように言う。

「ちょっと待てよ、お前にはまだ剣持って前に出るのは早いって……というか、俺おれはそんなことさせたくないんだ。危ないし」

　だが、フェニの決意は固いらしく、ぶんぶんと首を横に振って「やるの！」と叫んだ。ちょっとだだっ子モードが入っている。

「いいじゃない、やらせてあげたら」

　意外な援護が、意外な人物から来た。リウナだ。

　彼女は、「何を言い出すんだ」という表情のアードに向かって、「まあまあ」とにっこり笑いながら言葉を続ける。

「ほら、フェニちゃんを連れて行くのには変わらないんでしょう。だったら、いざという時のために、自分の身を守れるようになるのはいいと思うな」

「あ、そうか……護身術という考え方もあるか」

　確かに、フェニには口から吐く炎という武器があるが、魔物の中には火が利かない相手もいる。いつぞや戦った『サラマンダー』などがそうだ。そういった相手とぶつかった時、もしものために剣術を学んでおくのは確かにありだとアードは考え直した。

「わかった、それじゃ放課後に木剣を借りて、簡単な剣術を俺が教えてやる。ただし、護身術として使うためのものだ。いいな？」

「うん、その『ごしんじゅつ』とかいうのを覚えて、アードの役に立つよ！」

　絶対にわかってない声を出しながら、フェニがうなずく。

　アードは「まあ、いいか」とつぶやくと、とりあえずスミカに許可を得ようと考えた。

　が、これが意外な結果を生むとは、この時の彼は知るよしもなかったのである。
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　放課後の校長室で、スミカは来客を迎えていた。

　特別な相手ではない。しかし大切な存在である。

「あなたがここに来るなんて珍しいですわね、キスカ」

　笑顔と共に、妹にティーカップを出してやる。手ずから紅茶を入れてやったのだ。ミルクたっぷりのそれを、こくこくと喉のどを鳴らして飲んでから、キスカはソファの上でぼそりとつぶやいた。

「姉さまのお仕事……邪魔したくなかったので」

「邪魔だなんて。いつでも遊びにきていいのですよ。まあ、特定の生徒をえこひいきするのは問題がありますから、あくまで妹として、ですけどね」

　それで何の用かとスミカは尋ねた。

　キスカは少し考えてから、校長であり勇者である姉を見つめて口を開く。

「姉さまは、勇者ですよね」

「ええ、世間からはそう呼ばれていますわね」

「でも……英雄とは讃たたえられていないんですけど……」

「そういう実績はまだ残していませんもの」

　微苦笑を浮かべる姉に、幼き妹は立ち上がって声を荒げる。

「噓うそです！　姉さまが英雄じゃないなんて、そんなの噓です！」

「キスカ……」

「姉さまは立派に英雄なんです……なのにあの人だけ、あの人だけ英雄って讃えられて……私、そんなの絶対に認められないんですけど」

　つぶやくキスカの表情は、しかし複雑であった。

　その人物は、ティグスに襲われた自分を命がけで助けてくれた。そのなりふり構わない態度を見て、彼女は思ってしまったのだ。

　やっぱり、この人は英雄かもしれない、と。

　だが、理屈ではそう思えても、やはり感情が否定したがっている。その板挟みで、キスカは悩んでいたのだ。

　そんな彼女の心中を見透かしたかのように、スミカは微苦笑を浮かべる。

「グラッサム先生のことが、英雄かどうか気になるのですわね」

「……はい」

「なら、もっと本人についてじっくりと観察してみたらいいのではないかしら。あなた自身が彼のことを英雄と認められるかどうか、見定めるために」

「見定める……」

　キスカは初めてそのことに気づいたかのように、小さくつぶやいた。確かに自分は、感情が先走って、彼を英雄として否定するか肯定するか、そのことばかり考えていた。だが、実際の結論を出すには、彼のことをもっとよく知る必要があるのではないか。

「……でも、観察って、どうすれば……」

　妹の悩みに、姉が「そうですわね」と首をかしげた、その時。

　校長室のドアがノックされて、話題の主が姿を現した。

「すまない、スミカ校長。少しお願いがあるんだが」

「あら、グラッサム先生。それにフェニさん、ユニさん、ナーさんも。何の用かしら？」

「実は、フェニに剣術の稽けい古こを個人的につけてあげたいんだ。それで、木剣とグラウンドの隅を貸してもらえないかと思って」

　アードの言葉に、スミカは「ふむ」と考え込んだ。

　ふと、尋ねる。

「その剣術の稽古は、あなたがフェニさんにやらせるものでしょうか？　それとも、フェニさんが自発的に言い出したものでしょうか？」

「え、フェニが言い出したんだけど……」

「なら、大いに結構ですわ。生徒の自主性を育てるのが、私の教育方針ですので。ただし、今回の件に関しては一つ条件を……いえ、お願いをしたいのですが」

「お願いというと？」

　目を瞬しばたたかせるアードの前に、彼女は自分の妹を立たせて、ずい、と押しやった。

「この子にも剣術を教えてあげてほしいのです。フェニさんと一緒にね」

「「「えっ!?」」」

　その言葉に、アードとフェニ、それにキスカの驚く声が重なった。




　トレーニングウェアに着替えてグラウンドに出ると、アードはフェニ、それにキスカに木剣を持たせた。すぐそばには見学に来ているユニ、ナー、リウナの姿もある。

「それじゃあ、これから剣術の稽古をつける。といっても、基本的な型を教えてそれをひたすら練習してもらうことになると思うが」

「……それはいいけど、どうしてあたしたちの剣ってこんな短いの？　アードのは長くて格かつ好こいいのに。ああいうの使いたい」

　フェニが不満そうな声を上げる。彼女たちが持つ木剣は全長四○センチメートル。アードが持つ双剣は一本が一メートル近くあるから、半分以下ということになる。

　だが、アードはすげなく首を横に振った。

「ダメだ、体格に合った武器を使うところから始めろ。それに護身が主となると、取り回しの効く小型の武器の方が有用になる。キスカも、それでいいな」

「はい」

　真面目まじめな表情でうなずくキスカ。フェニも慌てて、それに張り合うように「はい！」と叫ぶ。アードはうなずき返すと、二人に本格的な指導を開始した。

　とは言っても、彼が最初に言った通りのことしかしていない。基本的な型を教える──前に、剣の持ち方を教えた。これは以前に剣術の授業でもやったことなので、二人にすれば単なるおさらいということになる。

「ねぇ、この持つだけって前にもやったじゃん」

「それより、もっと実戦的なことを教えて欲しいんですけど……」

　不満そうな彼女たちの声に苦笑しながら、アードは諭すように言った。

「やってることは前と同じだが、前と同じように考えないでほしい。今度は単なる体験ではなくて、実戦への第一歩なんだからな。それに、武器の持ち方とは言っても、馬鹿にしたものではないぞ」

　そう言うと、アードはキスカから木剣を借りて、フェニに向かって「適当に自分の剣を持ってみろ」と指示した。フェニは「？」を浮かべながら、それに従う。

　アードは木剣を振り下ろし、フェニの持った剣を弾はじいた。軽いしびれを覚えて、フェニは泣きそうな声を上げる。












「ふにゃあああ！　手がジンジンするぅ！」

「じゃあ、次は習ったとおりに握ってみろ」

「……？」

　何となくされることがわかった気がして、おそるおそるフェニは言われた通りにした。

　またもアードの木剣が宙を切る。が、カンッ、という甲かん高だかい音が鳴って、それでおしまいになった。

「あれ、弾はじかれてない……」

「言っておくが、力もスピードもさっきとまったく同じだ。しっかり握り込むことによって、武器は腕と一つになるんだ。自分の腕なら簡単に操ることができるだろう……まあ、これは俺おれに剣術を教えてくれた、訓練所の教官の受け売りだがな」

「「はあ……」」

　教え子の少女たちが息をもらした。呆あきれたのではない、感嘆のため息である。

　アードはその様子に、満足げに目を細める。

「それじゃ、剣を落として拾うのを五○回セットで行ってくれ。無意識に摑つかんだ場合でも、ちゃんと握れるようになるための訓練だ。体が覚えるまで、毎回行うからな……それが終わったら、少し実戦的な構えを教える。それから素振りに入ろう」

　少し、本格的な練習ができそうなので、フェニとキスカはともに目を輝かせた。二人して、「はい」と元気よく答える。

　そしてアードの指示通り、剣を落としては拾う練習を行うのだった。

　その一生懸命な姿を、少し離れてじっと見守るアード。ふと、その傍らにユニ、ナー、リウナが寄ってくる。

「父上、剣の教えがなかなかさまになっていましたね」

「格かつ好こ良かったです……お父さん」

「そうか？　前に剣術の授業やった時と変わりないだろ？」

「いいえ、なんというか『師』というイメージが伝わってまいりました」

「アード、すっかり教官さんだね」

　娘二人に加えて、リウナまでにこにこ笑ってきて、アードは顔を赤くしてそっぽを向いた。何となく、照れくさい。

　と、そんなアードにリウナがかごを一つすっと手渡す。

「はい、タオル持ってきておいたよ。汗かいたら拭ふかせてあげてね。それから、柑かん橘きつ類るいの蜂はち蜜みつ漬づけも。こっちはナーちゃんが作ったんだよ」

「お姉ちゃんの力になりたくて……食堂借りて作りました……」

「お、気が利くな」

　アードが微笑を浮かべて褒めると、「えへへ」と照れて頰ほおを押さえるナー。それに対抗心を燃やしたのか、隣のユニも手を上げてきた。

「父上、私もこんなこともあろうかと作っておいたものを、持って参りました。古代魔法文明に伝わる、『剣士養成ギプス』です」

　何か怪しげなバネやら金属の輪やらがつながっている装置を見せるユニ。何でも、バネによって四肢の動きを束縛することで、力をつけるのが目的らしい。古代魔法文明にしては、えらく原始的な一品だ。

「あ、ありがとう……まあ、必要そうだったら使うよ」

　太古の剣士は全員こんなものつけてたのかな、そんな疑惑にとらわれつつアードはそれを受け取った。光景を想像するとシュールすぎて、つい吹き出しそうになる。

　と、見ればフェニとキスカが言われた練習を終えたところだった。二人とも武器の感触を確かめるかのように、何回も握り直しをしている。どうやら、剣と腕を一体化させる重要さはわかってくれたようだ。

「やる気があるのはいいことだ。さて、約束通り構えを一つ教えるか」

　アードはまんざらでもなさそうにつぶやくと、二人の方へと歩いて行くのであった。
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　それから、アードによる剣術の特訓は続いた。

　フェニもキスカも、一生懸命に彼の指導を受け入れていった。剣技だけでなく、体力作りのための走り込みなども行っていくので、次第にトレーニングはハードなものになる。

　その間、フェニはいつも通りダンジョンにもついてきたので、彼女のエネルギーを考えるとかなりぎりぎりな生活を送っていた。その結果か、授業中に寝ることも多くなり、アードは大目に見てやりたいと思いながらも、他の生徒の手前彼女を起こすことが多かった。

「ほら、フェニ。三六ページから読んでみろ」

「ふぇ……はい、答えは一八です」

「違う、今は計算の授業じゃない」

　そのたびに教室は笑い声に包まれたが、フェニは気にすることなく、学校、放課後のトレーニング、ダンジョンの探索手伝いのサイクルを続けていく。

　そして五日ほど経過し、フェニもキスカも、剣の扱いに慣れ始めていた。

　今では二人で軽い打ち合いの稽けい古こすらできるほどである──とはいっても、本格的な地じ稽げい古こはまだ無理なので、互いに一回ずつ剣を繰り出し、それを受け止めるという児戯のようなものだが。

　この稽古ではキスカに分があった。三回に一回は、フェニの剣を弾はじき飛とばしてしまう。対してフェニは、六回に一回の割合だ。

　今日もまた、フェニが剣を弾はじかれて、ぷんぷん、と不機嫌そうにしていた。

「ずるい、キスカ！　途中で剣を止めて、また振るってくるなんて反則だよ！」

「フェイントと言ってほしいんですけど……さっき教わったじゃないですか」

　確かにその概念はアードも教えたが、あくまで概念だけだ。まだ実践には早いと思い、技法は教えていない。それをあっさりと体現してしまうのだから、キスカには天てん賦ぷの才があるのではないかと思われた。

　それに比べてフェニはというと──ここでアードは、微妙に表情を変えた。

「どうしたの、アード？」

「いや、何でもない」

　そばで見ていたリウナが、やっと気づくくらいの表情の変化だ。だが、それは確かにアードの心に根付いた、ある疑惑を表していた。

　首を横に振ってそれを振り払うと、アードは生徒二人のもとに歩み寄る。

「なかなか良かったぞ、二人とも。特にキスカ、フェイントを教わらずに使ってみせるのは良い勘をしている。が、あまり教わってない技法を使おうとするんじゃない。変なクセでもついたら困るからな」

「だってさ」

　フェニが複雑そうな表情でキスカに笑ってみせた。素直に笑えないのは、キスカがアードに褒められてもいるからである。

　だが、彼女はそんなことを気にしたふうもなく、肩をそびやかしてみせる。

「フェイントなんてなくても、あなたから一本取ることは造作もないです。次も勝たせてもらいますよ」

「あたしだって、絶対に負けないもん。ずっとアードと一緒にいたんだから、きっとアードの剣術が身についてるはずだし！」

「……いや、それはどうだろう」

　確かに見取り稽けい古こといって、見学することで術技を身につけることもある。が、フェニはアードの剣術を意識して見たことはないはずだ。そもそも、それができるなら、自分が特訓してやる必要はないだろう。

　一方、キスカは冷ややかにつぶやいてみせた。

「アード先生の剣術は、確かに冒険者として正統な剣技です。でも、姉さまの剣術はもっともっとすごいです……流麗にして華麗な、剣技の極みといっても過言ではない技を繰り広げます。それを見たことがある私の方が、やっぱり分がありますね」

　そう言って得意げにフェニの顔を見つめる。挑発もあるのだろうが、それ以上に姉の剣術を自慢したいという気持ちが透けて見えた。

（そうか、キスカってスミカのことを慕ってるんだな）

　そう考えると微笑ほほえましいとも思える言動だが、残念ながらフェニたちにとっては、やはり怒りの対象でしかないらしかった。

「そんなことない！　アードの剣術の方がもっと強いよ！」

「そうです、父上の剣は天下無双。並ぶものなしの強さでしょう」

「……岩とか、真っ二つにできます……」

　今まで見学していた妹二人も援護に回る。ナーの言葉はフェニに聞いたものだろうが、あれは自分の力ではなくて『神獣の双剣』によるものなのに、とアードは面はゆく思った。

　ともあれ、娘たちとキスカは、きっ、とにらみ合う。面倒なことになってきたとアードは思った。

　ここにスミカがいれば、下手をすればどちらが強いか競わせられていただろう。いなくて本当に良かったと思う。

　アードがそんなことに、安あん堵どの息を吐ついたその時である。

「皆さん、稽けい古こははかどってますかしら？」

「頼むから、もっと空気を読んでくれ……」

「え？」

「いや、何でもない」

　暇をもてあましたのか見学に来た校長に、アードはげんなりとした表情を見せた。

　娘たちやキスカの表情が輝き、彼とスミカの顔を交互に見比べる。

「「「「あの！」」」」

　果たして一同は、同時に口を開き、アードの想像通りの言葉を放った。




　グラウンドの中央で、アードとスミカは対たい峙じしていた。

　スミカは校長室にあった刺突剣レイピア、そしてアードは『神獣の双剣』を持っている。

　妹の「アードと戦ってみせてほしい」というリクエストに応こたえた際、「どうせなら真剣の方がスリルがある」と、他ならぬスミカ自身が言い出したのだ。

（結構ノリノリじゃないか）

　アードは胸中で嘆息すると、どうしたものかと考えた。

　以前、彼女たち勇者が束になって敵かなわなかったドゥーム相手に、アードは勝利を収めている。ならこちらの方が強い、と楽観視はできない。勇者たちは事前にガイアドラゴンと戦って疲弊していたし、勝負はいつだって水物、どちらが勝つかわからないからだ。

　何より、憂ゆう鬱うつなのは。

「おい、校長先生とアードってジュニアクラスの教師が戦うって」

「噓うそ、現役の勇者と、街を救った英雄の対決!?」

「これを見逃したら後悔するぞ、皆急げ！」

　周囲にいつの間にかできあがったギャラリーの輪を見て、アードは心底困り果てた。生徒や教師の前で、この学校の校長と戦う。アウェー感半端ない。

（仮に勝てるとして、勝ってしまっていいんだろうか。校長の顔に泥が塗られるんじゃ）

　まあ、そんなことは、勝てるとわかってから考えればいいか。

　アードはそう思い直して、剣を構えた。

「一応言っておきますわ。ルールは何でもありでお願いします。魔法、スキル、それにブレスも使用可能。ただし、あくまで剣技の模擬戦なので、勝敗をつけるのは剣による致命打への寸止めということで」

「……なかなかスリルある勝負だな」

「万一の場合は、この学校の保健医魔術師が手厚く癒やしてくれるので、ご心配なく」

「回復薬も用意してるっすよ！」

　スミカの言葉に、見学者の一人たるエリーが薬瓶を掲かかげてみせた。怪け我が人にんが出ると思って持ってきてくれたのだろう。ありがたいが、できればこの勝負自体止めて欲しかった。

　ちらり、と右方を見る。娘たちがキスカやリウナと並んで、こちらを見つめていた。もとより、やめられる対決のはずはない。アードは覚悟を決めた。

「よろしく頼む」

「こちらこそ」

　互いに礼を交わすと、それぞれの武器を構える。アードは二本の剣をそれぞれ垂たらすようにして自然体に。スミカの方は剣を前に構え、体を半身にずらし、残った手を頭上に掲げた。典型的な刺突剣レイピアの構えである。

　もっとも、相手は冒険者で勇者だ。その構えを額面通りに受け取るつもりは、アードにはなかった。

「では参ります！」

　叫びながら、スミカは突然剣を前に突き出した。刀身が当たるはずのない距離で。

　次の瞬間、もの凄すごい突風が吹き抜け、アードを吹き飛ばそうとする。

「うぉっ？」

　その風が彼女の得物から吹き出ると見てとって、アードは歯がみした。恐らく、マジックアイテムの一種なのだろう。勇者＝ベテランの冒険者である以上、特殊な武器の一つや二つは持っていてもおかしくはない。

　激しい風に意表を突かれたアードは、たたらを踏み、思わず体勢を崩してしまう。

「破っ！」

　刹せつ那な、裂れつ帛ぱくの気合いが、宙を切る音とともに接近した。直接攻撃に出てきたのだ！

　だが、今度はアードも黙ってやられるつもりはなかった。何とか体勢を立て直すと、近づいてくる剣の軌道を予測した。

　素早く双剣の片方でそれを弾はじき、同時にもう片方をスミカめがけて振り下ろす。

　しかし、スミカもすぐに反応した。突いた刺突剣レイピアを引き戻し、細くしなやかな刀身で『神獣の双剣』の分厚い刃やいばをあっさりと受けたのだ。そのまま大きく、撥はね上あげてくる。

　アードは「ちっ」と舌打ちし、もう一本の剣を振るった。が、これも弾かれてしまう。

　さらにスミカは返す刺突剣で、アードの首元を狙ねらってくる──途中で軌道がみぞおちに変わった。フェイントだ！　アードは慌てながらも、何とかそれを受け止めた。カウンター気味に残りの剣で足下を狙う。が、女勇者はすぐに反応し、後ろに飛びすさる。

　アードもそれにあわせてバックステップを踏み、両者は間合いを取って仕切り直した。

　この間、わずか数秒。ギャラリーの間から、「おおおおっ」と歓声が上がった。

「やりますわね、さすがアード＝グラッサムですわ」

「そっちこそ、すごい技量だ。『華麗で流麗な剣術』っていうのは噓うそじゃないらしいな」

　微笑ほほえむスミカに、にやりと笑い返すアード。少し燃えてきた。

　今度はこちらから仕掛ける番だ。彼は走りながら双剣をこすり合わせた。

「《不死鳥の炎フエニツクスフレア》！」

　火炎がスミカの前に広がる。彼女がそれをよけることを、アードは予想していた。この炎は目くらましにすぎない。《予言の叡智オラクル・ウイズ》を発動させて、相手の行動を予測する。よけた方向に斬きりかかる予定だ。

「……えっ？」

　だが、彼は困惑した。

　スミカは、右と左の両方によけると出たのだ。

（どういう意味だ？）

　その迷いのぶんが、反応に影響したのだろう。アードは次の瞬間、左右から飛んでくる刃やいばに腕を薙ながれた。それでも薙がれただけですんだのは、後ろに向かって飛びすさることが出来たからだろう。傷は浅い。

　飛とび退のいた先で、アードは目を半眼にして、スミカを見た。

「おい、どういうことだ、それは」

「「これが私の奥の手でしてよ」」

　スミカはいたずらっぽく笑う。いや、スミカたちが。

　彼女はアードの目の前で二つに分裂していたのだった。

　どちらかが幻影や残像というわけではなさそうだ。その証拠に、気配が確かに、目の前の二人から感じられる。

「「これが私に与えられたブレス、［分身アヴアター］ですわ。自分をもう一人生み出すことができるんですの」」

「何それ、汚い！」

　アードは叫んだ。自分の［悪運ハードラツク］やリウナの［強運フオーチユン］と違って、このタイプのブレスはオン／オフが自由なはずだ。

　仮に分身したスミカＡをアードがとらえて倒そうとしても、次の瞬間スミカＡが消され、もう一人のスミカＢだけになる可能性がある。後はそのスミカＢが、また［分身］を発動させればいい。

　一対一の戦いでは反則なくらいに強い能力だった。それでなくとも、アードは鎧よろいに防御を任せて戦うタイプの剣士である。恐らくスピードが売りであろうスミカに対して、戦い方がまったく違う。鎧を着ない今回のような対決では、はなはだ不利なのだ。

　さらに、アウェー感漂う舞台も加わって、戦いにくいことこの上ない。

　まさかスミカは最初から全部計算した上でこの勝負に挑んだのでは、と穿うがった考えを持ってしまうほどである。だが、淑女たる彼女がそんなことをするとは──

「「ふふふ、どうです？　アード＝グラッサムといえども、この状況では勝ちを拾いにくいでしょう？　何なら降参してもよろしくてよ」」

　──計算済みだった！

　楽しげに笑うスミカを見て「大人げない」とか「意外と負けず嫌いだ」とか、アードはぶちぶちとぼやく。さっきまでの勝負熱がちょっとだけ下がった。

（もういっそ負けてやろうか）

　一瞬、そんな考えすら頭をよぎった。だが、それを口にする前に、二人のスミカがこちらめがけて走ってくる。

「「行きますわよ！」」

　叫びながら、二人して入れ替わるように交互に剣を振るってくる。必殺の一撃を──もちろん寸止めではあるだろうが──アードに与えるために。

　彼はそれを受け流しつつ、スミカの狙ねらいを探った。二人に増えておいて、交互に剣を出すのでは意味がない。二人同時にかかってくる方が、よほど有利だからだ。

　だから、これはフェイントだろう。だとするなら、本命は──。

　だが、彼の分析より、スミカの行動の方が速かった。彼女が剣を突き出そうとしたその瞬間、後ろにいる彼女が突然、アードの右手に回ったのである。

　そして、二人のスミカは同時に剣撃を繰り出した。

　今まで単調な攻撃を繰り返されていたアードは、そのパターンに目が慣れ、横からくる攻撃には完全に反応が遅れた。彼の持つ二つの剣も、前からの攻撃を受けるために、両方とも前方に振り下ろされる途中である。

（……取られた！）

　アードは敗北の覚悟を決めつつも、これで良かったかもしれないと、ふと思った。

　自分が勝てば、姉を心から慕っているキスカは機嫌が悪くなるだろう。それに、この学校の教師や生徒も、自分たちの代表たる校長が負ければ、良い思いはしないに違いない。

　だから、自分が負けておくのが、一番この場が丸く収まる方法だと考えたのだ。

　だが、その時である。




「アード！」「父上！」「お父さん……！」

「「「頑張ってっ！」」」




　娘たちの、必死な叫び声が聞こえた。

　アードは反射的に、心の中で謝ってしまう。

（ごめんな）

　──謝った相手は、キスカやこの学園の生徒、教師だった。ついでにスミカにも。




「やっぱり、娘の前で負けるわけにはいかないんだよ！」




　アードは叫ぶと、振り下ろしかけた片方の剣を無む理り矢や理りに引き戻した。慣性の法則に逆らった代償として、骨がきしみ、筋肉がちぎれそうになり、共に悲鳴を上げる。

　構わず右方から迫ってくるスミカにその一本を向ける。同時に、体をさばいて、前から襲いかかるもう一人のスミカの攻撃をよけてみせた。

「「え？」」

　その神速の反応に、スミカ二人は驚きの声を上げた。次の瞬間、アードの剣の一方は、横手から襲ってきたスミカの剣を払ってそののど元に突きつけられ、もう一方は、回避されてたたらを踏んだ彼女の背中に向けられた。

　ぴたり、と両者の動きが止まり、静寂が訪れる。

　──勝負あったか？

　観客一同の中に、同じ疑念が薙ながれたその時。

　スミカは片方の自分を消すと、さばさばした声でつぶやいた。

「……私の負けですわね」

　その言葉が耳に入ったのか、周囲の観客から「わあああっ！」と様々な感情のこもった声が上がるのだった。




　多くの歓声が沸き上がる中、キスカは、目の前の光景に呆ぼう然ぜんとしていた。

　姉が負けて悔しい──というのも、無論ある。

　だが、それ以外の強い感情が、今は彼女の胸を大きく占めていた。

「姉さまが負ける相手……本当にいたんだ……」

　その言葉とともに、キスカの目は段々と、大きく開かれつつあった。





　　　　〇






　さらに数日の間、剣の特訓は続いていった。

　その間に劇的な二つの変化が、教え子たる少女たちに訪れていた。

　一つはキスカのもので、彼女はいつの間にかアードに対して従順になっていたのだ。

「先生、今の振りはこんな感じでいいのですか！」

「先生、わからないところがあるので、教えてほしいんですけど！」

「先生、もう一回同じところを練習したいです。お願いします！」

　瞳ひとみと行動に情熱の色があふれている。アードの言うことを真しん摯しに受け止めようという気概が、手に取るようにわかった。

　今までと比べれば、扱いが格段に違う。アードはどうしてこうなったのかと首をひねったが、理由はわからずじまいだった。ただ、剣の稽けい古こがやりやすくはあるので、とりあえずそのままにしておく。

　さて、問題は残る一つの変化で、これはフェニのものである。

　あまり良いものとは思えないその変化は、しかしアードの予想していたものではあった。

　すなわち。

「……剣術がうまくできないよぉ」

　特訓帰り、冷たいものでもおごろうと立ち寄った冒険者ギルドの酒場で、フェニはふとそんな愚ぐ痴ちをこぼした。

　ついてきたユニ、ナー、リウナ、それにアードが一斉に彼女を見る。

　気まずそうに沈黙してから、一同を代表してユニがつぶやいた。

「フェニ、まだ気にしているのですか？　キスカから八本中八本も取られたことを」

　つまり全部である。フェニは泣きそうな顔で次女を見やる。

「だって、こっちの攻撃は当たらないし、向こうの攻撃は剣のうまいところに当たってくるんだもん。こんなのおかしいよ、『すたんぷ』だよぉ」

「フェニお姉ちゃん、それを言うなら『スランプ』……」

　ナーが控えめにツッコミつつも、やはり気遣わしげにフェニの表情をうかがった。

　納得していない顔をしている。彼女が言うには、自分の思い通りに剣が操れないらしい。アードが教えた構えのうち基本的なものはこなせているが、複雑なものになると動作が怪しくなるのが、それを裏打ちしていた。

「でも、どうしてフェニちゃんは急にそんなことになったの？」

　リウナの心配そうな顔に、アードはその答えを口にするかどうか悩んだが、結局伏せていても事態は好転しないので告げることにした。

「えっとな、フェニは剣を操るのにまだ充分な体格じゃないんだよ。スタミナはあるけど、剣を振り回すのに必要な筋力が養われてないんだ……フェニは人間で言えばまだ一四歳くらいだから、仕方ないことなんだけどな」

「え……でも、キスカはちゃんと操れてるじゃん！」

「あの子は、天才の部類に入ると思う。勘と器用さで、剣を制動しているんだ。フェニ、お前はその、器用な方じゃないからな。カードでも〈器用〉の項目はＣだったし」

「……じゃあ、あたしは剣術向いてないの？」

「いや、勘違いするな。今の状況だと習得に苦労するというだけの話だ。半年くらいみっちりと訓練すれば、扱えるようになるかもしれない」

　もっとも、半年も経たてばアードに課せられている試練の期限は余裕で過ぎる。フェニにダンジョンを手伝ってもらう必要性はあまりなく、そういう意味では剣術は不要のものとなるだろう。

「それじゃ、意味ないじゃん……」

　フェニはがっくりと沈んだ顔をする。顔の憂うれいの色が濃くなった。

　と、その時。ふと横手から声がかかった。

「なかなか困った顔をしてるわね。そんな時は、遊んですべてを忘れるのが一番よ」

「いや、それじゃ何の解決にもならないだろ」

　アードは半眼で、唐突に声をかけてきた女性──ラナンを見つめた。相変わらず仕事の匂においをさせない自由な空気を漂わせ、この酒場名物のオリジナルタルトを口にしながら、ブルーベリージュースをすすっている。

　だが、彼女はその言葉を気にしたふうもなく、懐ふところから一枚の紙を取り出し全員に見せた。

「明後日あさつて、『魔導研究室』が市民に対するＰＲ活動の一環として、この街でこんな施設をオープンするの。よかったら招待するわよ」

「何々、『巨大遊泳プール』？　場所は南西の町外れ──って、あそこ何か工事してると思ったら、そんなもの作ってたのか」

「ユニ、プールって何？」

「湖のような巨大な水槽です。主に遊泳を目的に使われますね」

「えー、水の集まりってやだ！　行きたくない！」

　フェニックスに変身するフェニは、冷水が嫌いなのである。だが、ラナンは得意そうに指を一本立ててみせた。

「大丈夫、このプールは古代魔法文明の記録にあったものを再現した特別製で、巨大なドームの中にある温水プールなの。お風呂みたいなものよ。それなら問題ないでしょ」

「お風呂なら、まあ……」

「ね、お願い。レアは仕事で行けないっていうし、私一人で遊びに行くの何か味気ないのよ。一緒に行きましょう、ね、ね？」

　どうやらこの辺が本音らしい。幸い、明後日あさつては祭日であり、冒険者学院が休みだ。アードは肩をすくめてみせた。

「しょうがない、息抜きに行ってみるのも悪くないか」

　その言葉に、地味に興味がわいていたのか、娘たちやリウナの顔も輝いた。




「いや、冷静に考えたらこうなるよな」

　アードはぼそりとつぶやく。大きな屋敷ほどもあるドーム型の建築物の中は、人でいっぱいだったのだ。祭日だし、本日オープンともなればそれは自明の理であった。

　だが、建物の中いっぱいに作られたプールは、まだ泳げる場所が充分にあったし、魔法技術で川のように流れるエリアなどもあり、人々は大いに遊泳を楽しんでいた。

　では、アードが何に対してうなったのかというと──人が大勢いるなら、知り合いに出会う可能性を考慮すべきだったと思ったのである。

「あら、偶然ですわね」

「こんにちは、先生」

「お会いできて光栄っす！」

　目の前に立っていたのは、スミカ、キスカ、そしてエリーだった。スミカとキスカは姉妹で、エリーは一人でこのプールに来たらしい。そして偶然、鉢合わせしたのである。

　せっかくということで、全員で一緒にプールを楽しむことになったのだが、子供は除くとしても、女性が四人も自分の周囲を固めている状況はアードとしても何だかばつが悪い。しかも、全員が漏れなく、へその出ているツーピースの水着姿なのである。

　周囲の男たちの目線が、殺気となって降り注いでくるのがわかった。アードは嘆息すると、とりあえず子供たちに「遊んでこい」と言ってやる。その間自分たちは、プールサイドで休める場所を確保する予定だった。

「えー、遊ぶならアードも一緒がいい」

「……私はそもそも、インドア派なんですが」

「そんなわがままを言って、あまりアード先生を困らせたらダメです。ほら、行きますよ」

「あ、待ってください……置いてかないでぇ……」

　愚図るフェニとユニを引っ張るようにして、キスカがプールへと連れて行った。ナーが慌てて、その後を追いかける。ワンピースの水着姿が四つ小さくなるのを見届けると、アードは大小含めて九人が休めそうな場所を探した。

　人がごった返している中で、何とかそれらしきスペースを見つけて移動する。途中で、ふとスミカに、今まで気になっていたことを尋ねた。

「なあ、キスカの奴、いきなり素直になってないか……前まで俺おれとか、俺に味方するフェニとかに、相当つっかかってたと思うんだけど」

「そうですわね。それは恐らく、あの子の世界が広がったからでしょう」

「世界が？」

「ええ。あの子は私のことを慕ってくれていますから。それは良いのですが、私より上の存在がいることを頑かたくなに認めなかった……知っていますか。あの子、あなたが私から英雄の座を奪ったと思い込んでいたのですよ」

「俺が奪った？　どういうことだ？」

「我々勇者一四人は、この街の命運をかけて地竜退治に挑みました。そのことを、あの子は誇りに思ってくれた。特に私が、英雄として凱旋してくることを夢見て……でも、結果的には、あなたが地竜の後ろにいたドゥームを倒し、名声のほとんどを得てしまった」

「……それは」

「わかっています。あなたは窮地に立たされていた私たちを救ってくれましたもの。だから、この扱いは妥当なものですわ。でも、あの子はそれが納得できなかった」

　だから、キスカはアードを英雄として扱うのを拒んできたのだ。自分よりも、彼女の姉が英雄としてふさわしいと信じたいから。

「それが、あなたが私との勝負で勝ってみせたことで、色々と吹っ切れたのだと思います。私よりも英雄としてふさわしい強さの存在があると理解し、そのショックで今まで狭まっていた視野が広がった……認識さえ変われば、それに従うことに躊ちゆう躇ちよはしない子ですから」

　元々素直な性格なのだろう。ただ、思い込みが激しいところがあるだけだ。アードは「なるほど」と納得してから、ふと首をかしげた。

「まさか、スミカはそのことを狙ねらって俺と勝負したのか？」

「さあ……ただ、あの勝負は真剣でしたわ。手を抜くことはなかったとだけ保証しておきますわよ」

　そう言って笑うスミカを、アードは半眼で見た。何となく、狐きつねめ、という気分である。ただ、言葉の内容に噓うそはなさそうだ。

　と、休憩スペースに到着する。リウナが持ってきてくれた、タオルや果物などが入ったかごを脇に下ろした。

　ふと、アードはプールの方に視線を向けて、娘たちを探す。いた。四人でバシャバシャと水を掛け合っている。

　きゃっ、きゃっ、と歓声がこっちまで聞こえてきて、アードは思わず目を細めた。

（良かった、楽しそうだ。何だかんだで、連れてきて良かったな）

　そんなふうに和んでいると、ラナンがにやにやと彼の肩をつついてきた。

「ところで、アードくん。質問があるのだけれど」

「何だ？」

「ここに妙齢の美女が四人もいるわけだけど、誰の水着姿が一番綺き麗れいだと思う？」

　いらん質問だった。というか、勘弁してくれと思った。

「そんなの、どうだっていいじゃないか」

　つぶやき、そっぽを向きながらも、ついつい女性陣の水着を観察してしまう。

　たとえばエリーは、スポーティな水着だった。シンプルな色彩に、飾りも何もないツーピースだが、それが大柄な彼女の体たい軀くとマッチし、健康的な色気を醸し出している。

　スミカは上の方はそれなりに露出が高いものの、下にパレオを巻いていて、やはりお嬢様然とした気品を演出していた。

　ラナンもエルフの割に健康的な体つきをしていて、それをビキニで惜しげもなくさらけだしている。リウナも同じくビキニだが、こっちは圧倒的に漂ってくる色香が違った。桁けた外はずれの大きさの胸が「窮屈だった」とばかりに揺れる光景は、見ている方が心臓に悪い。

　と、四人が、じーっと自分を見ていることにアードは気づいた。「何だよ？」と尋ねると、三人はいたずらっぽい顔で、残り一人は真剣な顔でにじり寄ってきた。

「ねえ、グラッサムさん？」

「誰が一番綺麗なんっすか？」












「当然、私よね？」

「あ、アード、わたしの水着、変じゃないかな！」

「い、いや、だからな……あ、そうだ、フェニたちの様子を見てこないと！」

　アードは逃げようとしたが、女性陣がその腕をつかむのが早かった。

「「「「判定は!?」」」」

「し、知るかああああ！」

　アードは心の底から叫び、何とかこの状況から脱する方法を探るのだった。




　その頃子供たちは、思い思いにプールを満喫していた。

「ふぁー、気持ちいいですぅ……」

「ふむぅ、水の中の浮遊感。なかなか悪くない感じですね」

　感極まった声でナーが、無表情ながらまんざらでもない顔でユニが、それぞれつぶやいた。二人とも手足をのばして、水に浮いている。かと思うと、ばしゃばしゃと水を搔かいて、楽しそうに背泳ぎを堪たん能のうし始めた。

　その隣で、素潜りをしていたキスカが、「ぷはぁ」と息を吐きながら水面から顔を出す。

「これはいい運動になりますね。姉さまに連れてきてもらった甲か斐いがありました」

　と、そのご満悦な表情が、途中で怪け訝げんなものに変わる。

　呆ぼう然ぜんと温水に浸つかっている、フェニに目線が向いたのだ。先ほど水のかけあいをしていた時は元気だったが、それが終わってからは、まるで抜けがらのようにたたずんでいる。

　キスカは一つため息を吐つくと、そんな級友に近づいていった。

「どうしたんですか、泳がないんですか。泳げないなら教えてあげますけど」

「え？　あ、うん。泳げないわけじゃないよ、うん」

「じゃあ、どうしたんですか。いつもの元気なあなたらしくないですよ」

　アードを認めた影響か、キスカのフェニに対する態度も、以前に比べれば随分と柔らかいものになっていた。その声には、純粋にフェニを心配する色が含まれている。

　そういう風に接せられれば、フェニも素直に応じるしかなかった。しょぼんとした顔つきで、キスカを見つめてつぶやく。

「その、剣がうまく使えないのが気になってて……」

「ああ、そうですね。フェニさんはあまり器用なタイプじゃありませんし。剣は向いてないんじゃないですか」

「うぅ……キスカ、はっきり言うね」

「歯に衣きぬ着せても仕方ないですから」

　キスカは肩をすくめてみせると、ふと彼女の顔をじっと見る。

「フェニさんは、そもそもどうして剣術を学ぼうとしたんです？」

「え、えっと……」

　フェニは事情を説明した。自分がダンジョンでアードの手伝いをしていること。彼の力になるために、剣術を学ぼうと思ったことを。

　それを聞いて、キスカが目を丸くする。

「フェニさん、その年齢でアード先生の手伝いをしているんですか。ダンジョンに潜っているとはすごいです……びっくりしました」

「え？　あ、えっと、ちょっとだけだよ、ちょっとだけ」

　フェニは慌てて言葉を濁した。スミカと交わした、自分が〈神獣〉であることを隠す、という約束をぎりぎり思い出したのである。

　話題を変えるように、ため息を吐ついてみせる。

「でもね、あたし剣術の才能ないから。これじゃアードの役に立てないなあって思って……どうしたらいいのかな」

「ふうん……そうですね」

　二人はいつの間にかプールの縁に並んで腰をかけて、ぱちゃぱちゃ、と水を足でいじっていた。と、キスカが、ぽつり、とつぶやく。

「別に剣術じゃなくてもいいと思うんですけど」

「え？」

　目を瞬しばたたかせるフェニに、彼女は一瞬だけ躊ちゆう躇ちよしたが、やがて思い切ったように口を開いて言葉を続けた。

「ここだけの話……私、魔導士になりたかったんです。それで、姉さまと同じパーティに入って一緒に冒険し、魔法で姉さまをサポートするのが夢でした」

「あれ？　でも、今一緒に剣術の特訓してるよね？　スミカに言われたからやってるの？」

「いえ。確かにあれは、姉さまなりにアード先生のことを観察するための機会をくれたんだと思います。だから私も受けました……今ではその観察も必要なくなりましたけど。でも、それとは別に、元々剣術の稽けい古こは誰かに手ほどきしてほしいと思っていたのです」

　そう言うと、少し切なそうにキスカは息を吐いた。

「私は魔導士になりたかった。でも学院に入った時、〈魔力〉がＣで魔法の素質がないってわかったんです。だから、自分に一番向いてる戦士系の役職を、それも姉さまと同じ剣術使いを目指そうと思ったんです。もちろん、いつか姉さまと一緒に冒険をするために」

　そして彼女はフェニの顔を見ると、力強い表情で告げる。

「フェニさんも、剣術に素質がないなら、違うことで頑張ればいいじゃないですか。私が魔法を捨てて剣を選んだように。あなたにとって大切なのは、あくまでアード先生の力になることなんでしょう。なら、方法なんて何でもいいじゃないですか」

「あ……」

　その言葉に、フェニの頭の中にかかっていたもやが、みるみると晴れてきた。

　そうだ、何も剣術にこだわる必要はない。自分が好きなのは剣術ではなくて、アードなんだから。他にもアードの手助けになる方法があるはずだ。

　そう考えると、今まで落ち込んでいたことすら馬鹿らしくなってきた。同時に、何かと意地っ張りなキスカが自分を励ますために、彼女自身のことを語ってくれたのが嬉うれしくて、屈託ない笑みを浮かべる。

「ありがとう、キスカ。あたし、何をしたらいいかわかってきた気がする！」

「大したことは言ってませんけど……まあ、元気になったのなら何よりです」

　キスカは顔を少し赤くすると、明後日あさつての方角を向いた。照れているのだろう。

　その時、ユニとナーが歓声を上げるのが聞こえてきた。

「父上、お待ちしておりました！」

「お父さん……こっちです」

　見ればアードが、少し疲れた表情でやってくるのが見える。彼は「やっと強引に抜け出せた」とか何とかつぶやきつつ、プールに体を浸つからせた。

　とたんに、ユニとナーが、ぽふっ、と抱きつく。そのまま「父上、疲れました」「引っ張ってくださいー」とねだった。

「あー、ずるい！　あたしも！」

　フェニが参加しようとプールに再び入り、ついでにキスカも連れて行こうとその手を引っ張る。だが。

「いたっ」

「えっ？」

　急に手を押さえて痛がったので、慌てて手を放した。おろおろとキスカに謝る。

「ごめん、痛かった？　強く握りすぎた？」

「あ、違います……ちょっと剣術の稽けい古こで打ったところがアザになってて」

「それはよくないな。リウナが救急箱用意してるし、ちょっと診みてきてもらえよ」

　割り込んできたアードの言葉に、キスカはしかし「大丈夫ですから」と苦笑を浮かべる。

　フェニは呆ぼう然ぜんとその姿を見ていたが、やがて思いついたように手を一つ打った。

「そうか……そうだよ！」

「え？」

「アード、あたしちょっと行ってくる！」

　そう言ってフェニは再びプールからあがり、休憩スペースへと向かった。





　　　　○






　翌日から、放課後の特訓は急に中止になった。

　フェニがアードに、剣術はもういいと申し出たのである。

「それより、やりたいことがあるから。あたし、しばらく学校に残るよ」

　そう言って、彼女は学校に居残りするようになった。何をしているのかは秘密だそうで、アードは少し心配な反面、フェニが自分に頼らずに自主的に活動していることを嬉うれしく思い、首を突っ込まないようにした。

　なお、キスカに対する特訓だけでも続けようと思ったが、彼女も首を振って辞退した。

「フェニさんをさしおいて、私がアード先生の訓練を受けるのは悪い気がしますから」

　かくして、アードは以前の生活に戻り、数日が過ぎたのである。




「気をつけろ、フェニ。来るぞ！」

「わかった！」

　ダンジョン探索の途中にて。

　アードの言葉と共に、ダンジョンの通路の奧から数十本の槍やりが次々に飛び出した。相も変わらずハードなトラップが、ピンポイントに彼を狙ねらってくるが、これも［悪運ハードラツク］のせいだ。仕方がない。

　アードはフェニを背後に庇かばいながら、向かってくるものを剣で弾はじき飛とばした。が、先ほど運悪く遭遇した二○○匹ほどのスライムと戦ったせいで、彼も疲れていた。結果、いくつかはさばききれず、一本が腕に刺さってしまう。

「ぐっ」

「アード、大丈夫？」

　だが、不幸中の幸いにして、その一本を最後に槍の猛攻は止まった。アードはそれを引き抜く前に、フェニの安否を確認する。

「無事だったか。怪け我がはないか？」

「あたしは大丈夫。でも、アードが……」

「ああ、久しぶりにドジをしてしまったな。まあ、薬でもつければ治るさ」

　彼は苦笑すると、傷口にユニ謹きん製せいの魔法薬を塗るために、槍を引き抜いた。そして、瓶を鞄かばんから取り出す──前に、小さな手にそれを押さえられた。

「フェニ？」

「ダメだよ、アード。ちゃんとしないと」

　アードは目を瞬しばたたかせた。フェニの声はいつもの潑はつ剌らつとしたものではなく、どちらかというと穏やかで、優しさにあふれていたからだ。

　彼女は自分のポシェットからいくつかの品を取り出した。白い包帯、それにガーゼ、そして液体の入った瓶である。

「……それは？」

「消毒液だよ。エリーにわけてもらったんだ」

　フェニはそういって、瓶の中身でアードの傷口を洗った。「いつつ」とうめく彼の声を無視して、今度は回復用の魔法薬を振りかける。その後ガーゼを貼はり、丁寧に包帯を巻いていった。

　その姿に、アードは呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「……すごい、完かん璧ぺきに手当てができてるじゃないか。誰に教わったんだ」

「スミカとか、エリーとか、あと学校の色々な先生に……ここまで覚えるの、大変だったんだから」

　フェニは笑いながら、包帯の先を少し裂いて縛り上げた。アードはまじまじと処置された腕を見る。いつもなら少し痛みも残るのだが、今はそれがまったく感じられない。

「ちゃんと治療したら、こんなに変わるものなんだな」

「そうだよ。アード、いっつも適当にばしゃばしゃ薬かけて終わりってしてるんだもん。そのくせ、痛そうに顔しかめてるしさ。あたし、ずっと気になってたんだ」

「そうか、それは悪かったな……じゃあ、まさか放課後残ってたのって」

「うん、これを教えてもらってたの」

　得意げに、えへん、と胸を張ってから、フェニはふとすまなさそうに顔を伏せた。

「あたしね、剣術でパワーアップできそうになかったから、せめて他のことで役に立ちたいと思ったの。その時、キスカの傷を見て、いつもあたしを庇かばって傷ついてくれるアードを、少しでも楽にしてあげたいって思った……だからプールの時にスミカに相談して、怪け我がの手当てを教えてくれそうな人を探してもらったんだ」

「フェニ……」

「ユニとかナーとかと比べると……大したことできてないけど……いいかな？　あたし、これからも、アードと一緒にダンジョン潜っても」

　そして、おずおずと上目遣いで見てくる。

　そんな娘にしゃがみ込んで目線を合わせると、アードは優しくその肩に手を置いた。

「当たり前だ。パワーアップしようとしまいと、お前は俺おれの大切な相棒だからな……それに、この手当ては本当に助かる。痛みが噓うそみたいに感じられないんだ。また俺が傷ついたら、やってくれるか？」

「……うん！」

　フェニは喜びを露あらわにした笑顔でうなずくと、アードに力一杯抱きつくのだった。




　こうしてフェニの悩みは解消されたが、これにより別の問題が発生していた。

　被害者は、酒場でアードと出会ったラナン、それに彼について来ていたリウナである。

「……で、フェニが俺おれのために包帯巻いてくれたんだ。こんなふうに気遣えるようになるなんて、あいつも成長したよ」

　アードは上機嫌で包帯を彼女たちに見せる。それは良いが、これで通算一二回目の同じ話題だ。さしもの二人も辟へき易えきとしていた。

「アード、わかった。わかったから。いい加減包帯取り替えよう？　昨日から同じのしてるじゃない」

「ダメだ、しばらくつけておいてあげないと。フェニが俺のために巻いてくれたんだぞ」

「そんなあ、衛生上悪いよ」

　リウナが呆あきれたように嘆息し、その隣でラナンがぼそりとつぶやく。

「まったく……娘が成長する代わりに、親が親バカになってどうするのよ」

　だが、その辛しん辣らつな一言は、嬉うれしそうにまた同じ話題を繰り返すアードには聞こえていないのであった。













第五章　〈神獣〉たちの選択




　アードやその娘たちが冒険者学院に通うようになって、三週間と少しが経過した。

　もうすぐ一ヶ月に到達し、そうなれば彼らにとっての学校生活は終わりを告げる。アードは短期の特別講師だし、フェニ、ユニ、ナーはその間の臨時入学だからだ。

　短い間とはいえ、慣れ親しんできた学舎や、ジュニアクラスの生徒たちに別れを告げるのは、彼らにとっても寂しいものがあった。月末にフェニたちだけに対して、ささやかながら卒業式を開いてくれるそうだが、その時には様々な感慨が胸に去来するだろう。

　だが、その前に。一つこなさなければならない大きなイベントを、この学院は用意していたのだ。




「ダンジョン体験会？」

　ある日の放課後、校長室に呼び出されたアードはきょとんとした表情で、校長の言葉を復唱した。

　スミカはうなずくと、得意げな微笑を浮かべてみせる。

「ええ、ジュニアクラスを立ち上げてから、ずっと温めていた企画ですわ。それがやっと実現できたのです。あなたがこの学校を去る前に話が進められて良かったですわ」

　彼女の説明によると、こうだ。

　基本的にダンジョンは子供の入る場所ではない。言うまでもなく、危険が多いからだ。

　それをジュニアクラスの生徒に見学、体験させる。本物の罠わなや魔物を目の当たりにしてもらい、冒険がどのようなものか知ってもらうのが目的だそうだ。

「実物を知ると知らないとでは、今後の冒険者になるという心構えが変わってきますわ。宝物を見つけて一いつ攫かく千せん金きんの夢を見るのも結構ですが、それを叶かなえるためにはどのようなことをしなければならないか、具体的に知っておいてほしいのです」

　とのことである。

　しかしアードは、それを聞いて眉まゆをひそめた。

「それはかなり、危ないんじゃないのか。生徒にもしものことがあったらどうするんだ」

「だから万全を期して、冒険者を兼任している教師を中心に大勢で周囲を固めてもらいます。また、ダンジョンへの立ち入りは一階の入り口付近に限定、万が一のために治療に長たけた魔術師や薬くすり師しも用意するつもりです」

　そう答え、彼女は立ち上がってアードを見つめた。

「もちろん、グラッサム先生。あなたにも参加してもらいますわ」

「えっ、俺おれが？」

「当然。あなたがいれば、安心感が違いますもの。引き受けてくれますわよね？」

「うーん」

　アードが渋ったのは、何も生徒たちを守れる自信がないからではない。自分が行くと［悪運ハードラツク］の影響で、一階ですら凶悪な魔物に遭遇しかねないと思ったからである。

　だが、さすがのアードも一階付近で勇者レベルの冒険者が手こずるような魔物に会ったことはない。さらにいえば、学院の教師の中には勇者には及ばずとも、高レベルの冒険者も沢山いるのだ。

　そして、目の前の校長と、教師ではないが用務員のリウナ、この二人の勇者がいる。彼女たちがついているなら、人類がぎりぎり足を踏み入れられるボーダーライン、地下五○階の魔物だって怖くないはずだった。

「わかった。ただし言うまでもないが、全員を連れて素早く脱出できる手て筈はずは整えておいた方がいい。そういう魔法を使える冒険者は、用意できるんだな？」

「ええ、脱出系の《行動魔法》を使える魔術師を複数雇う予定ですわ。一階程度なら、全員を連れて瞬時に外に出ることができますわよ」

　魔法やスキルによる、脱出にかかる時間および手間は、脱出先への距離と人数によって大幅に変化する。そのこともふまえて、研修場所に一階の入り口付近を選んだのだろう。

　そこまで考えているなら、アードとしてもスミカの計画を信頼していいと思った。

「わかった、引き受けるよ」

　彼がうなずいて、先ほどの問いに答えた、その時である。

「あ、アード、ここにいた！」

「父上、探しました」

「フェニ、ユニ、ナー!?　ダメじゃないか、部屋に入る時はノックをしないと」

　突然校長室の扉を開けて、三人の娘が入ってきたので、アードは驚いた。つい教師として、そして何より父親として、説教をしてしまう。

　だが、彼女たちはそんな小言も意に介した風もなく、アードに近づくと手を引っ張り始めた。

「アード、早く来て！　大変なの！」

「大変？　何か起きたのか？」

「あ、いえ……そういうわけじゃないんですけど……とにかく来てください」

「クラスの全員が待っているのです」

「……？」

　肝心な理由をぼかしているため、あまり要領を得ない。が、ついていかないと、収まりがつかなそうなのは確かだ。

　アードがスミカに退室してもいいか尋ねると、苦笑とうなずきが返ってくる。

「わかった、わかった。ついていくから引っ張るなって」

　そして彼は、嬉うれしそうにまとわりついてくる三人の娘に囲まれながら、校長室を出るのであった。





　　　　○






「「「わぁ……」」」

　夕暮れの風に髪を揺らしながら、フェニたち三人は感動の声を上げた。一緒についてきたアードも、「ほぉ」と小さく息を吐つく。

　そこは一面に花の乱れ咲く花畑だった。赤、青、黄、白、様々な色が目を奪い、胸のすくような清せい楚そな香りが漂ってくる。

「お気に召しましたか？」

　すぐ隣で、少し得意そうにキスカが胸を張った。彼女たちと同様、アードたちをここまで連れてきた、クラスメート一同も同じような顔をしている。

　裏手にある山の雑木林、その奧に、このような場所があるとはアードも知らなかった。子供たちが遊んでいるうちに偶然見つけて、以後秘密の遊び場としているらしい。

　それを、彼らが教えてくれたのだ。

「で、でも、どうしてこの場所を、あたしたちに教えてくれたの？」

　フェニが尋ねると、生徒たちは何となく気恥ずかしそうにそっぽを向いた。

「ほら、フェニちゃんたちも、先生も、もうすぐこの学校を出て行っちゃうでしょう」

「だから、その前に同じクラスの一員であるっていう証拠を、あげたかったんだ」

「この場所は、俺おれたちジュニアクラスの生徒だけの秘密の場所だからな。それが守れるんなら、学校を卒業してもいつでも好きな時に来て、遊んで構わないぜ」

「フェニ、それにユニも、ナーも、今度ここでお花遊びしようね」

「みんな……」

　フェニの瞳ひとみがうるんだ。妹たちも感極まった顔で、クラスメートたちを見つめる。

「ありがとうございます。このお気持ちは、絶対に忘れません」

「う、嬉うれしいです……とても……何て言ったらいいか……わからないくらい」

　嬉しさのあまりにうつむき、言葉をつむぐ娘たちの頭にぽんと手を乗せ、アードは「良かったな」と優しく声をかけてやる。

　と、不思議そうな顔で生徒たちの顔を見つめた。

「それはいいが、俺まで教えてもらってよかったのか。子供だけの遊び場だろう？」

「どうせ内緒だと言っても、フェニさんたちのことです。アード先生には絶対に教えたがるでしょう。なら最初から話しても大差ありません」

　肩をすくめてキスカが言った。フェニたちが「あはは」と弱々しく笑みを浮かべる。見抜かれているのは癪しやくだが、まだ感動が胸を衝ついているのだ。

　と、キスカの隣の男子生徒──ロビンが、苦笑しながら付け加えた。

「そんなこと言って、キスカさん。絶対にアード先生にも教えるべきだって譲らなかったの、そっちじゃないか」

「なっ！　何を言ってるんですか！　あたしはそんなこと言ってませんけど！」

「いいや、言ってたわよ。アード先生のこと散々悪く言ってきたんだから、謝らないといけないって」

「キスカ、もっと素直になりなよ」

　クラスメートにからかわれて、キスカは「もう！」と叫んで押し黙った。顔が赤いところをみれば、どちらの証言が正しいかは言うまでもないだろう。

「ありがとうな、キスカ」

「わ、私が散々、事実を無視してアード先生を英雄と認めなかったのは確かですから……当然のことをしたまでです」

　アードに優しく礼を言われて、キスカはますます赤くなり、そっぽを向いた。それを見てフェニたちも含め一同が「あははは」と笑う。

　そこには最初にアードをバカにしていた、あの悪ガキたちの姿もあった。もはや皆がアードを英雄として認めているのだ。彼はそのこと以上に、そうなるくらいに彼らと心を通わせられたことに喜びを覚えた。

「みんな、本当にありがとう。俺おれや娘たちに、こんな素敵なプレゼントをくれて。これで、この学院の大切な思い出が一つ増えたよ」

　その言葉に一同は「あ」とつぶやいて、どこか寂しそうな表情を浮かべた。

　訪れる「別れ」に対して、彼自身が口にしたことで、強く実感が伴ったのだ。泣きそうな顔の生徒すらいる。

「……先生、もう少し学校にいない？」

「もっと色々なこと教えてほしいよ」

　誰かの感傷的な言葉に対して、全員口々に「俺も」「私も」と追随する。アードは苦笑を浮かべながらも、皆の顔を真まっ直すぐに見つめた。

「気持ちはすごく嬉うれしい。でも、俺にはダンジョンでやらなくちゃならないことがあるんだ。今回の仕事で資金がたまったら、それで色々と探索の準備をしなければならない。だから、いつまでも学校の先生はしていられないんだ」

　それはアードがずっと考えていたことだった。

　今回の特別講師の報酬で、数ヶ月ぶんの生活費は入ることになっている。しばらくはバイトはしなくてすむだろうから、彼はダンジョン探索をより効率的にするために、文献を集めたり、アイテムをそろえたりするつもりでいた。

　何しろ、まだ試練の設定額の三分の一程度しか稼げていないのである。場合によっては、単独でダンジョン探索を行う必要が出てくるかもしれない──これを娘たちに言うと心配するし、寂しがるので、まだ口にはしていないが。

　ともあれ、生徒たちには彼の思いが伝わったらしい。アードはうなずくと、

「でも、やるべきことが終わったら、皆のところに遊びに来るよ。娘たちを連れて──それは約束する。必ず」

　そう付け加えて、生徒たちを心からの笑顔にするのだった。




　生徒たちと別れた後、アードはフェニたちと帰途へとついた。

　暮れなずむ石畳の街を、言葉少なに歩く。

（妙だな）

　アードは内心首をかしげていた。今までの娘たちなら、あの花畑の光景を見て「綺き麗れいだった」「すごかった」とはしゃぎながら、楽しそうに歩いていたはずだ。

　それが今日はずっとうつむいている。まだ感動の余韻に浸っているのだろうか。いや、違った。それもあるだろうが、それ以上に彼女たちは何かを考え込んでいるようだ。

　しばらくしてから、ふと、フェニがアードに告げた。

「ねえ、アード」

「何だ？」

「お花畑綺き麗れいだったね……あたし、とても嬉うれしかった。あの場所を教えてもらえたことも嬉しかったけど、みんながそうしてくれるって思ったことが嬉しかったよ」

「そうだな……それはみんなが、お前を友達と認めてくれたからだな」

「友達……？」

「ああ。友達は、たとえ相手が他人でも、色々と気をかけてくれる。今日、クラスのみんながお前たちに花畑を見せてくれたように。その思いやりが、お前たちにとって嬉しかったんだろう。だから、心に残ってるんだ」

　アードの言葉に、残る二人の娘たちも、納得したようにうなずいた。

「これが友達というものですか。不思議ですね、とても温かく感じます」

「私……幸せです。みんなに、友達って思ってもらって……」

「なら……」

　アードは口ごもった。どうして彼女たちは、悲しそうな顔をしているのだろう。フェニも含めて。

　そのフェニは、何やら逡しゆん巡じゆんしていたが、思い切ったようにこちらを見上げてきた。

「アード！　あたしたち、このままでいいのかな？」

「何が？」

「みんなに、その、自分のことを隠したままでいいのかなって……あたしたちが〈神獣〉だってことを、言わなくても……」

「え……」

　その言葉に驚き、アードは立ち止まって娘たちを見た。

　ユニもナーも、懇願するかのようにこちらを見つめてくる。

「そうですね、正直心苦しいです。彼らは私たちを認めて受け入れてくれました。でも、私たちのすべてを知っているわけではない……私たちは、みんなとは違う存在なのです」

「これじゃ、私たち……みんなを騙だましてることになります……」

「みんなは、教えてくれたよ。普通の人には秘密なことを、あたしたちに教えてくれた。でも、あたしたちはまだ秘密にしてる……こんなの、ずるいよ！　あたし、教えたい。自分たちが、〈神獣〉だって。ちゃんと話したい」

「お前ら……」

　アードにはフェニたちの気持ちが、痛いほどわかった。自分たちを迎え入れてくれた相手に噓うそをついているのが、後ろめたく感じるのだろう。

　その素直な感性は喜ばしいことだが、しかしアードは大人としての立場上、首を横に振らざるを得なかった。

「いや、それはやめた方がいい」

「どうして？」

「お前たちがそのことを告げたとして、彼らはどう思う？　驚くだけならまだいい。ショックを受けて、『裏切られた』と感じるものまでいるかもしれない。それほど、お前たちが抱えてる秘密は大きく、重いものなんだ」

「あ……」

　その言葉に、娘たちは口をつぐんだ。初めてその可能性に気づいたかのように。

　アードは息を吐つくと、彼女たちの頭に優しく手を置く。

「友達に対して秘密を抱えたくないという、お前たちの気持ちは貴いと思う。でも、その結果、大切な友達が遠ざかることだってありうるんだ。お前たちはそれでもいいか？」

「ううん。いやだ、友達なくすのはいやだよ……」

「だったら、辛つらいと思うが、今は耐えてくれ。何年かしたら、クラスのみんなにも、お前たちのことを受け入れる余裕が出てくると思うから」

　最後の言葉には、アードの願望も含まれていた。

　フェニたちが気兼ねなく自分の正体を口にしても、それを笑い飛ばせるような仲間に、彼らにはなってほしい。その時初めて〈神獣〉は、人としての完全な幸せを手に入れるだろうから。

（それまでは、俺おれがこいつらのことを守ってやらなきゃな）

　いや、それ以降も。アードは改めて、親としてこの娘たちを幸せにしたいと強く思い、彼女たちを励ますようにその細い肩を叩たたくのであった。

「さあ、家に帰ろう。大丈夫、きっと話せる時はくるさ。その時は、俺にもあいつらに礼を言わせてくれ。娘たちを認めてくれてありがとう、ってな」

「……うん！」

　フェニたちはやっと笑顔になり、元気を取り戻したのかアードに抱きつくと、家に帰るまで「綺き麗れいだった」「すごかった」と花畑を絶賛し続けるのであった。
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『レイズ冒険者学院』は、ジュニアクラスのダンジョン体験会の準備でかかりきりだった。特に教師陣は生徒の安全の確保の仕方、一階の構造の観察──この世界のダンジョンはガーディアンによって時折構造が変化するからだ──などで忙しく動いていた。

　本来用務員でしかないリウナも、それは同等だった。彼女もダンジョン体験会に参加するからである。

　だが、某日の昼。その忙しい合間を縫うようにして、彼女は冒険者ギルドへと出かけた。支部長であるレアに呼ばれたのである。

「黒い影、ですか？」

「ええ、そうなの」

　リウナの言葉に、獣人たるレアは頭頂部の猫耳を軽く揺らしながらうなずいた。

　冒険者ギルドの酒場は、昼食前だからか、ほとんど人がいない。だからのんびりとした空気が流れてはいるが、それを裏切るように支部長の顔は深刻そのものだった。

「冒険者の何人かが、ダンジョンの中で急に姿を消しているという報告が入ってるわ。同行している者によるとその直前に黒い影を見たというらしいんだけど、それ以外に情報がないのよ。それで、何が起きてるのか一度調査する必要があるとギルドでも意見が出て、勇者であるリウナちゃんに白羽の矢が立ったの……〈強運の戦乙女フオーチユネイト・ヴアルキリー〉なら、この事件を解決できるだろうって」

　勇者というだけなら他にも候補はいるが、このように不確定要素が多い事件を解決する場合、リウナの持つ［強運フオーチユン］は最大の武器になる。その点を考慮して、まずは彼女一人で様子を探らせるのが上策だろうというのが、冒険者ギルドの総意だった。

「わかりました、そういうことならやります！」

　あまり冒険には積極的ではない彼女だが、他人に頼られるとなると話は別だ。張り切って、この依頼を受けた。

　善は急げとばかりに、早速その足でダンジョンへと向かう。

　しかし数時間後、リウナが口にしたのは、途方に暮れたような声とため息だった。

「……よく考えたら、調査ってどうやったらいいんだろ」

　とりあえずのんびりと地下二六階にまで降り、愛用の長槍バルデイツシユ『バルちゃん』で通算一七匹目の魔物をなぎ払い、その時点で彼女はやっと気づいたのだ。

　こういう漠然とした事件を調べるのには、相当に知力を要するのだと。

　リウナはあまり頭が良い方ではない。冒険に関しての知識も、皆無に等しい。そんな彼女が運だけで成功を収め、勇者になることができたのだから、［強運］のブレス恐るべしなのだが、今回も都合良くそれが作用してくれるとは思えなかった。

「目撃されてる『黒い影』っていうのに、運良く出会えればいいんだけど……でもそれが危険なものだったら、［強運］の力で出会えないんじゃないかなあ」

　ぶつぶつとつぶやきながら、とりあえずダンジョンを歩き回ることにした。

　彼女にすれば、久しぶりに行う冒険らしい冒険である。ガイアドラゴン退治の時には、中をゆっくり見て回る余裕などなかったし、そういう意味では新鮮に感じた。

　見つけた宝箱を片っ端から開け──ダンジョンは、生息する魔物や古代魔法文明のガーディアンが、どこからか宝を運んできたり、罠わなを張ったりするので、どれだけ冒険者が荒らしてもそれらが尽きることはない──中身を見てにこにこと笑う。

「えーっと、これは魔法の武器かな。こっちはたぶん液体だから『えりくさー』で、こっちは何か綺き麗れいだから持って帰ろうっと」

　いい加減なことこの上ないアイテムの選別だ。持ち主を呪のろう宝だって存在するので、冒険者には識別するスキルや知識が必ひつ須すなのだが、彼女にはそれが備わっていないのだ。

　が、呪われたアイテムを手にしたことはないし、あったとしても影響を受けたことがない。本当に運だけで渡ってきたのである。努力している冒険者からすれば、憤慨の対象でしかないが、彼女のキャラクターのせいか、それともこれも［強運フオーチユン］が作用しているのか、人からの恨みを買ったことはほとんどなかった。

　閑話休題。のほほんと宝を漁あさりつつ、あてもなく事件の手がかりを探していた彼女だが、ふとその表情がこわばることが起きた。

　ダンジョン探索に尽きることがない夢と現実、そのうち現実の方を見つけてしまったのである。

　それは床に転がっている黒く焦げた物体だった。人の形をしている。

「あ……」

　リウナは悲しそうな顔をして、そこに近寄った。次の瞬間、天井から筒のようなものがのびて、炎が吐き出される。が、それがのびきる前に、リウナが反射的に振るった長槍バルデイツシユにより、装置ごと断ち切られた。

　この罠わなに、恐らく冒険者だった人間はかかったのだろう。命を賭として挑むのがダンジョンである以上、死は自他を問わずいつだって覚悟しなければならないものではあるが、こうやって骸むくろとなった人を見ると、やりきれない気持ちになるのは確かであった。

　生まれが聖職者の娘であるリウナは、しばらくその場で志半ばに逝った者に対する祈りを捧ささげる。せめてその魂が、安らかにならんことを願って。

　と、祈り終わった彼女は、視界の端でふと何かが光ることに気づいた。

「あ、これって……」

　シンプルな指輪だった。結婚指輪か、婚約指輪か、どちらにしろ残された人のことを考えるとますます胸が痛む。

　だが、その人を探し出してこれを必ず届けようとリウナは誓った。いつまでも訪れない帰りを待たせるより、形見を届けた方がまだ救われるだろう。

　彼女は身をかがめて、指輪を拾い上げた。

　その時──彼女の背後に音もなく黒点が穿うがたれた。

　空間に染みついたそれは、どんどんと広がっていき、やがて大人一人分の闇やみを作り上げる。その中から、白い手がのびていることに、リウナはまだ気づかない。

　持ち主を特定すべく、指輪にイニシャルでも彫られていないか、ためつすがめつしている。その間にも、闇から生えた手は、彼女の後頭部に触れようとし、そして──。




「……くちゅんっ！」




　埃ほこりを吸い込んだか、突然リウナはくしゃみをした。頭が沈み込んだぶん、手が空を切る。闇やみの中から、「オォォォッ……」と無念そうな声が上がった。

　リウナは驚き、慌てて振り返った。黒と白の禍まが々まがしいコントラストに、思わず息をのむ。その間に白い手は、二本、三本、とその数を増やし、リウナを闇に引きずり込もうと必死にうごめいていた。

　もちろん、気づいた以上、リウナも連れ込まれるつもりはなかった。

「バルちゃん！」

　祈りの時に足下に置いた魔法の長ちよう槍そうを、片手をかかげて呼び寄せる。そのまま、白い手めがけて半月型の刃やいばを振るった。

「ウオォォォ……」

　この世のすべてを恨むような、深い怨えん嗟さの声が聞こえると同時に、切断された手は床に落ちる前に消滅し、同時に闇も徐々にその入り口を閉じていく。

　リウナは呆ぼう然ぜんとそれを見送っていたが、やがて自分が目的のものと邂かい逅こうしたのだと気づき、急いでダンジョンを出る準備をするのだった。




　翌日の昼休み。『レイズ冒険者学院』の会議室では、ちょっとした騒ぎが起きていた。

　教職員の会議で、こんな意見が出たのだ。

「ダンジョン体験会を中止にするべきです」

　その発言は、朝方この学院に冒険者ギルドからもたらされた情報に、端を発していた。

　すなわち、現在のダンジョンは通常よりも危険な状態にある、というものである。

「冒険者ギルドが調査した結果、『レイスストーカー』なる悪霊系の魔物が出没するという情報が得られました。これは性質もさることながら、その神出鬼没な点で注意しなければならないもの。生徒たちを連れて行くには、時期が悪すぎます」

　一人の教師の言葉に、巨大な長机の左右にずらっと並んで座った教師たちのうち、何人かが首を縦に振った。残りは考え込むように宙をにらみ、そしてスミカは無言のままである。

　彼女の脳裏には、先ほどまで何度も目を通していた報告書の文面と、念のために直接報告にきたリウナの言葉が、鮮明に蘇よみがえっていた。

　冒険者の失しつ踪そうと謎なぞの黒い影について、リウナが目撃した情報をレアに伝えていると、近くにいたラナンが驚いたように口を出してきたそうである。

『それは、レイスストーカーじゃないの！』

　何でも、滅めつ多たに目撃されない魔物の一つで、その希少さでいえばフェニたちのモデルであるフェニックスなどの『神獣』、もしくは、ドラゴンなどを含む『幻獣』に勝るとも劣らないが、その部類は『悪霊』。字面からわかる通り、決してありがたくない存在だ。

　伝承によれば、彼らは『黄よ泉みの世界』と呼ばれる、死者があの世に行く前に通る世界を根城とする、邪悪な死霊なのだという。集団で行動し、ターゲットとして見定めた者を、次元を越えて黄泉の世界へと引きずり込み、そしてじわじわと生気を吸い取るのだ。

　このとき、獲物として定められる者にはある法則があり、「死んだ人間から物品を奪ったもの」が狙ねらわれるらしい。理由はよくわからないが、とにかくそういう習性を持っているのだ。

　リウナは、罠わなによって没していた冒険者から、形見として指輪を拾い上げた。その行為が、条件に合致したのだろう。レイスストーカーに狙われ──そして運良く撃退できたというわけだ。

　無論、彼女に［強運フオーチユン］がなければ、今頃黄泉の世界を彷徨さまよっていたに違いない。

　もっとも、黄泉の世界からの脱出法自体は、様々な伝承や神話などに伝わっている。黄泉の世界に迷い込んだ生者は、黄金の茨いばらで作られたゲートを探し出し、それをくぐればいいとされているのだ。

　この話は割と有名なので──リウナは知らなかった──冒険者たちも黄泉の世界に連れて行かれたとわかれば、それを探していただろう。だが、生還者がいないという事実から、全員がレイスストーカーの餌え食じきになったというのは、想像に難くない。

　それほど、この魔物は強力な相手なのだ。

『しかも、奴らは条件が合致する相手を見つければ、どこにでも現れるのよ。ダンジョンでは下に行くほど強敵が出るのがセオリーだけど、こいつらにはそれが通じないんだわ』

　どこにでも現れる。つまり、ダンジョン体験会を予定している一階にも。

　これでは反対意見が出るのも、当然のことだろう。しかし、スミカは目を開くと、はっきりとした口く調ちようで言った。

「ダンジョン体験会は予定通り行いますわ。中止はありません」

「しかし、校長……」

「もとより、ダンジョンには危険がつきものなのです。あなたたちは生徒に、『危険だから冒険者になるのはやめろ』とおっしゃるつもりなのですか。それに、レイスストーカーが出没する条件はわかっているのです。いくらでも警戒のしようはありますわ」

「それはそうですが……万が一のことがあれば、学院の責任に……」

　その台詞せりふに、彼女は目線を鋭するどくして、ぴしゃり、と言葉を放った。

「責任なんて、いくらでも発生します！　それはここが学校という施設である以上、当然のことですわ！　今私たちが議論しなければならないのは、責任の所在なんてわかりきったことではありません！　子供たちの安全に配慮しつつ、彼らのためにダンジョンを体験させる最良の方法です！」

　そして彼女は咳せき払ばらいをすると、

「各自、生徒たちの警備を強化する方法を模索し、話し合っておいてください。私は冒険者ギルドに依頼し、レベルの高い冒険者に応援を頼めないか打診してみます」

　そう言って会議を締めくくり、会議室を出た。

　一方、校長が出て行った後、教師たちは言われた通りに議論を始めたが、アードは何となくスミカの態度が気になっていた。

　なので、部屋をこっそりと出て、彼女を廊下で呼び止めることにした。

「どうしたんだ、急に声を荒げたりして。いつものあんたらしくない。それに、やけに意地になって、ダンジョン体験会を推し進めたように見えるけど。責任者である校長がそういう態度を取るの、あまり良くないんじゃないか？」

　その言葉に、スミカは何かを逡しゆん巡じゆんしていたようだが、やがて苦笑を浮かべると小さく息を吐ついた。

「申し訳ありません、あなたの言う通りですわ。私、あのような責任の押し付け合いが嫌いなのです。大人が自分の身を守ることを考えてどうするのですか……私たちが考えなければならないのは、子供の将来のことなのに」

「ああ、そうだな」

　父親の身としてアードは納得し、深くうなずいた。子供を守るのが大人の本懐だと、彼も思っている。そういう意味では先ほどの教師の発言には腹を立ててしかるべきだろう。

　だが、スミカが我を通したのは、そのことだけが理由ではないようだった。

「それに、私今回のダンジョン体験会には、かなり気持ちが入っておりますの」

「というと？」

「実は、本物のダンジョンを見学したいと言い出したのは、他ならないジュニアクラスの生徒たちなのです。実際に自分たちの目で見て、将来冒険する時の参考にしたいと……嬉うれしかった、一部ではあるものの、自主的に自分の道を考える子供がいてくれて」

　そして彼女は廊下の窓から空を見上げ、ぽつり、とつぶやいた。

「私は元々、名家の生まれでした。そのため、将来のことはすべて親が決めていました。私も良き子供でありたいがために、それに従っていたのですが……ある日、どうしても我慢できなくなって。自分の道は自分で決めたいと、家出同然に飛び出したのです」

「それで、冒険者に？」

「ええ。幸いなことに才能はあったらしく、今では勇者の称号も頂きました。そして、この学校の校長にならないかと誘われた時、私は思ったのです。親の言うことに束縛されず、自分の道は自分で決めたい、そう思う子供たちの力になりたいと」

　この大陸では、冒険者になりたいと願う子供は意外と多い。しかし、それに反発する親もまた多い。彼女は自分の体験から、子供の味方でありたいと思ったのだ。だから、ジュニアクラスを設立したのだ。

　彼女が何かにつけて、生徒の自主性にこだわる理由はここにあった。アードは初めてそのことを理解し、同時に深く納得した。

　そんなスミカだから、生徒たちが自分で申し出たダンジョン体験会は、ぜひとも成功させたいのだろう。事実、ジュニアクラスでも生徒の間では、このイベントの話で持ちきりになっているのだ。

　生徒たちの希望を叶かなえたい。それは自分とて同じだ。だから──彼はスミカに向かって宣誓するように、胸を叩たたいてみせた。

「任せてくれ。俺おれも一生懸命あいつらを守る。魔物に指一本触れさせない。ダンジョン体験会、必ず成功させよう」

「……ええ、そうですわね」

　スミカは嬉うれしそうにうなずいてから、不意に、くすりと微笑ほほえむ。

「でも、グラッサム先生。本音を言うと少し大おお仰ぎような気もしますわね。先ほども言いましたが、レイスストーカーは条件に合致する対象を標的にするのです。逆にいえば、そんなことをしない限り、襲いかかってくることはありませんわよ」

「あ、そうか……一階で力つきてる冒険者なんてそうそういないし、いたとしても、そいつが持っているものを取らなきゃいいだけだしな」

「ええ。そのことは生徒に厳守させましょう。あなたからも注意を呼びかけてください」

　そう言うと彼女は、他人に胸の内を話せてすっきりしたのか、先ほどより幾分か明るい表情を取り戻し、優雅に一礼すると校長室へと去って行った。





　　　　○






　薄暗く魔法の明かりが点ともる、石壁の通路を見て、生徒たちは感嘆の声を上げた。

「わあ……」

　その音色に含まれているのは、不安と恐怖、そして何より興奮だろう。彼らは今生まれて初めて、ダンジョンに足を踏み入れたのだ。

　ダンジョン体験会。ずっと待ちわびていた──中にはあまり興味なさそうなものもいたが──この課外学習に、一同は胸をときめかせている。

　彼らの心境を考えれば、自分たちだけでダンジョンを見て回りたいくらいだろう。冒険者を志す卵たちは、それくらいの好奇心を抱いている。だが、彼らの周囲は無粋なくらいに大人たちに囲まれていて、その大人たちは物々しい武器や鎧よろいで全身を固めていた。

「いいか、お前ら。前にも言った通り、レイスストーカー出没の危険性がある。万が一にもないと思うが、死体や死体が持つ品などを見ても、手を触れないこと。わかったな」

　教師を代表し、担任であるアードがいつもより若干強めの口く調ちようで告げた。レイスストーカーの脅威や詳細については、生徒に話してある。恐怖心を煽あおってでも釘くぎを刺さすためだ。さぞかし心が不安に揺れているだろうと思いきや、彼らは「はーい」と間延びした返事をよこした。怖くない、というより、実感がわかないのだろう。まだ冒険をしたことのない子供たちにとって、ダンジョンとは夢の詰まったスリルのある場所、程度なのである。

（本当に大丈夫かな、こんな緊張感で）

　アードの方が不安になった時、ふと彼にすがりつくようにして生徒の一人が叫んだ。

「先生、怖い～！」

「ああ、大丈夫だ、任せておけ……って何だ、フェニか」

　わざとらしいというか、絶対にわざとだ。ドゥームを倒しに行くときも怯おびえる気配すら見せなかった彼女が、この程度で怖がるとは思えない。

　案の定、アードにべたべたとくっついて「えへへ」と楽しそうに笑っている。そっちが目的なのだろう。最近あまりアードに甘えてなかったから、これ幸いにくっつきたいのだ。

　それを見て妹たち二人が、「あー」と非難の声を上げてから追随した。

「では、私も怖いです先生」

「私も……いざという時は守ってください……」

「いや、だからお前らな……」

　周囲の生徒たちが、アードにしがみつく三人娘を見てくすくすと笑っている。アードが恥ずかしくなった。何とか娘たちをどかせようと思うものの、意外と強情で離れてくれない。そんな時である。

「ほら、バカやってないでちゃんと列を作ってください。集団行動を乱すのは、迷惑なんですけど」

　キスカが、ぺいっ、と彼女たちを引きはがすと、首根っこを捕まえて引きずっていく。娘たちはそろって「ああん」と切なそうな声を上げた。

　アードは片手を挙げて、キスカに礼を示すと──娘たちと離れるのは本当は自分も寂しくはあったのだが──咳せき払ばらいをし、生徒たちを見た。

「それじゃ、ダンジョンを探索するぞ。出発！」

「「「「はい！」」」」

　今度は小気味良い返事が聞こえてきて、ダンジョン体験会は開幕を告げたのであった。




　最初は遠足気分でダンジョンを歩いていた生徒たちは、数時間もすれば、段々とその口数を少なくしていった。

　理由は簡単で、ダンジョンに満ちる危険を実際に目の当たりにしたからである。

　たとえばこうだ。

　先頭を歩いていた教師──冒険者兼任で、トラップの講師をしている──がいきなり立ち止まって、生徒たちを手で制した。そして落ちている小石を目の前に放ほうり投なげる。

　床の一部分に着地した瞬間、目の前を無数の矢が飛び交った。初歩的なトラップだが、初めてそれを目撃する生徒にとって、驚かせるのに充分だった。何も知らずに歩いていれば、矢ぶすまになっていたわけで、それを想像すると背筋が凍いてつくようだ。

　また、しばらく歩くと、前方からダンジョンに生息している狼おおかみが無数に走り寄ってきた。その凶悪な雄お叫たけびに、生徒たちは足がすくみ動けなくなる。

　これには、やはり前を歩いていたスミカとリウナが対処した。

「おいで、バルちゃん！」

「「受けなさいっ！」」

　女勇者の召喚した長槍バルデイツシユが、分身してからの刺突剣レイピアの一撃が、狼を無数の骸むくろへと変えていく。十秒と経たたず、魔物たちは全滅したが、それでも生徒たちは放心状態になった。

　さらに、罠わなはつり天井、落とし穴、横手からスウィングしてくるギロチン。

　魔物は、羽の生えた小悪魔インプ、邪悪な妖精レプラコーン、犬の頭をした小鬼コボルドなど。様々な障害が、一行の行く手を阻んだ。

　実はこれらの出没例は事前に調査してあるので、半分やらせも同然なのだが、その危険性は本物だ。中にはガーディアンが新調した罠や、新しく住み着いた魔物も存在したが、熟練の冒険者が護衛についている状況では間違いは起きない。

　ただ、ダンジョンに危険が付きものだという事実は、生徒も身にしみて実感した。

『もちろん、ダンジョン体験会の目的は、脅おどかすだけで終わりではありません』

　そう語っていたのはスミカであり、彼女の言う通り宝箱などが方々の部屋に仕掛けてあった。もちろん、部屋の入り口や宝箱自体に罠が張ってあったりもする。体験会の名にふさわしく、教師たちが監視している中で生徒に罠を解除させ、宝を見つけさせる一幕もあった──この類たぐいの罠や宝は、学校側が仕掛けたものである。

　ともあれ、生徒たちは中から簡単な宝──宝石や剣など──を見つけるたびに顔を輝かせ、ダンジョンに対する危険と、その見返りを正しく認識し、将来冒険者になろうという決意を固めていったのである。

　ただし、中には例外もいるが。

「ふぁあ、何か退屈ー」

「ドゥーム退治の時に踏破した罠に比べれば、子供だましもいいところですね」

「あの、お姉ちゃんたち……もっと真面目まじめにやろうよ」

「まったく、さっきは怖いって言ってたくせに」

　アードは苦笑しながら、だらけきった顔のフェニとユニ、それにおろおろしながらも緊張はまったくしていないナーを見つめた。

　ふと、そのアードの隣から、エリーが声をかけてくる。

「三人とも、ダンジョン怖くないんっすか。すごいっすね！」

「ふふん、あたしはアードの……お手伝いでちょっとだけ入ったことがあるもん。ねー」

　フェニがまたもや自分が〈神獣〉として一緒に潜っていることを言いかけて、慌ててごまかし、照れ隠しのようにアードにべったりと抱きつく。

　ナーも、ちょっと得意そうに父親の胸にぽふっともたれかかった。

「私も……一度お父さんと、二人でダンジョンに入ったことがあります」

　彼女がスランプに悩んだ時の話だ。それを聞いて、ふと気づいたようにユニが叫んだ。

「あー！　不公平です、父上！　私だけ父上と二人きりでダンジョンに入ってません！」

「……そんなこと言ったって、お前は『自分はインドア派だから』とか『物作りの方が楽しい』とか言って、外に出たがらないじゃないか」

「それでも、不公平は不公平です。今度私も単独でダンジョンに連れてきてください！」

　そう言ってぷくーとふくれながら、ユニはアードにしがみついた。

　そのある種微笑ほほえましい光景を見ながら、エリーが嘆息する。

「さすが、英雄の娘さんは肝も据わってるんっすね。あたしなんてほら、少し怖くて鳥肌立ってるっすよ」

「そういえばエリーは教師ではあっても、冒険者じゃなかったか。良かったのか、ダンジョン体験会についてきて」

「それは、危険は怖いっすけど、生徒たちが危ない目に遭うかもしれないって思う方が怖いっす。だからいざという時のために、色々な薬を調合できるように準備してきたっすよ……大丈夫、あたしが襲われても死んだふりして何とかごまかすっす」

「そこは人じん狼ろうに変身して戦えよ……死んだふりが効かない魔物なんて、沢山いるぞ」

「じゃあ、仮死状態になる薬を作るっす。これで解決っすね」

「いや、何の解決にもなってないし」

　アードは再び苦笑を浮かべつつ、そろそろ列に戻れと娘たちを引きはがした。

　ところで、彼とエリーは最後尾にいる。エリーはともかく、冒険者たるアードが後ろにいるのは、後ろからの危険を認識していざという時に迅速に行動するためだ。他にも前の方で手が足りてなさそうな場合は、すぐに飛び出して加勢する役目も持っている。

　とにかく重要な役割なのだが、そんな彼も中央の生徒たちの様子を正確に把握することはできなかった。

　その中央にいるのがキスカである。彼女は、「また列を乱して」とフェニたちに小言を言い、フェニたちは「えへへ」と照れ笑いを浮かべてみせた。

　そして、一同は十字路にさしかかり、そこを真まっ直すぐ歩く予定だったのだが、ここでキスカは右手の通路側、曲がり角のすぐそばに光るものを見つけたのである。

「……コイン？」

　一○Ｇグレードの銀貨だった。一枚だが、子供にすればそれなりの大金である。

　それを見て動いたのは、キスカの道徳的心情が働いたからだ。落とし主など見つかりっこないが、誰かに届けたいと条件反射的に手を伸ばしてしまったのだ。

　一瞬、レイスストーカーのことが頭をよぎったが、周囲に死体らしきものはない。だから安心して拾い上げた。

　だが、ダンジョンには様々なドラマがある。

　例を挙げよう。地下三○階で、重傷を負った冒険者を、まだ助かると信じた仲間が担ぎ上げ、必死に一階まで戻ってきた。その時、回復手段は尽きていたのだ。

　しかし、結局はその冒険者は命を失い、帰らぬ人となった。それでも仲間はそのことに気づかず彼を運んだが、街についてから彼の死と、もう一つ、彼の所持金を納めた皮袋が破けていることにも気づいた。

　それと同じことが、つい先日に起きたのだが、もちろんキスカは知らない。袋からこぼれ出た銀貨が今、目の前に転がっていることも。

　彼女がコインを拾った瞬間、その前方に闇やみが浮き上がった。

「……え？」

　白い手が伸び、彼女をがんじがらめにとらえて、引きずり込もうとする。

「きゃああああっ？」

「キスカ！」

　気づいたフェニが、慌てて彼女の手を取った。そのフェニの体を、ユニとナーが、さらに周囲の生徒たちが、摑つかんでいく。

　だが、白い手の力は絶大だった。彼女たちはまとめて、闇の中へと放ほうり込こまれた。

　すべては一瞬のことで、中央付近にも護衛の冒険者はいたのだが、まったく反応できないほどだった。

　後ろで目撃していたアードが、一番早く我に返り、叫ぶ。

「フェニ、ユニ、ナー……みんなっ？」

　その絶望的な叫び声に答えるものは、しかし、一人としていなかった。





　　　　○






　そこは肌を刺すような冷気が支配する、殺風景な世界だった。

　周囲には石しか転がっていない。空は薄暗い闇。周りがかろうじて見えるくらいだ。

「ここは……」

　呆ぼう然ぜんとした声でフェニがつぶやいた。ユニ、ナー、それに連れ込まれた生徒たちが、ゆっくりと首を振ってうめく。その中にロビンの姿もあった。

「まさか……黄よ泉みの世界？」

　彼の言葉に一同は、ざわっ、とざわめく。

　前日の授業の時に、レイスストーカーと、黄泉の世界の伝承については、勉強させられた。その伝承の中の風景と、今目にしているものは一致する。

　──ということは、自分たちはこれからレイスストーカーに？

　想像がそこまで達した時、初めて生徒たちはパニックを起こした。

「ど、どうしよう！　このままじゃ殺される！」

「いやだ、こんなところで死にたくない！」

「誰か、誰か助けてぇっ！」

　その悲痛な声は、しかしむなしく虚空に木霊するだけだ。

　この中で比較的落ち着いているのは、フェニ、ユニ、それにナーであっただろう。三人とも、危険な状況に遭遇したのは一度や二度ではないのだ。が、それでも近くにアードがいないという不安感から、足に力が入らないほどだった。

「お姉ちゃん……どうしよう……怖いよう」

「ど、どど、どうしようって言っても！　ユニ、どうする？」

「そ、そうですね……まずは、この世界から脱出するための、黄金の茨いばらのゲートを探さなければ」

　震える声を押さえつけながら、懸命に三人は今後の方針を語り合った。ぐずぐずしていると、レイスストーカーが集団で襲いかかってきて、殺される運命にある。

「うぅ、お父さん……」

　その光景を想像したのか、泣きそうになりながらナーがつぶやく。ユニも唇をかみしめて下を見つめ、フェニは長ちよう姉しとして自分を必死に奮い立たせた。

（とにかく、頑張らないと！）

　幸い伝承によれば、レイスストーカーは獲物をいたぶる習性があるらしく、引きずり込んだものをしばらく泳がせてから攻撃してくる。つまり、タイムラグがあるのだ。それまでにこの世界を脱出すればいい。

　そのことを話し合い、三人が健けな気げにも気を取り直してうなずくと、ふと隣からすすり泣く声が聞こえてきた。

　キスカのものだった。

「どうしたの、キスカ？」

「私……とんでもないことを……私のせいで……こんなことに……」

　どうやら、みんなをこの世界に連れてきてしまったことに責任を感じているらしい。

　フェニはそんな彼女のそばに跪ひざまずくと、その体を優しく抱きかかえてやる。

「大丈夫だよ、キスカ。キスカは何も悪くない。悪いのは、レイスストーカーなんだよ」

「……フェニさん」

「それに、アードが必ず助けに来てくれる。だから、みんなで帰ることを考えよう。まずは、ここから移動しないと」

「……はい」

　キスカは涙を拭ふき、うなずいた。

　フェニはナーに、黄金の茨いばらのゲートについて予知が働かないか尋ねた。

「予知は働きません……けど、直感的にこっちの方じゃないかと……」

　ナーの勘は鋭するどい。彼女はそれにかけることにした。

「ユニ、みんなを何とか落ち着かせて、ついてくるようにできるかな？」

「この場合は、クラスで影響力のあるキスカが鎮めるのが一番ですが、彼女が発端である以上ちゃんと言うことを聞いてくれるかどうか」

「いえ、大丈夫です。責任をもって、みんなを落ち着かせます」

　完全に立ち直ったらしいキスカが、断言するように言った。フェニはうなずくと、ナーが指さした方を見る。

「じゃあ、行こう。大丈夫、絶対にアードが来てくれるから」

　その名前を口にする時だけ、瞳ひとみは不安ではなく、信頼の色にあふれていた。




　一方、教師陣と残された生徒たちは、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「キスカ……」

　スミカがその場に、へたり込んで座る。光を失った瞳は虚うつろで、何も映していないように見えた。

「私……私のせいで……私が、ダンジョン体験会を推し進めなければ……」

　実の妹を失うことはなかっただろう。その痛みがわかるだけに、ダンジョン体験会の中止を訴えていた教師たちも、彼女を責めることはできなかった。

　アードも同じだ。フェニたちが心配なのは確かだが、まずはスミカを立ち直らせなければならないだろう。彼は、真まっ直すぐに彼女のもとに歩み寄った。

　しゃがみこみ、その両肩に手を置いてゆさぶる。

「しっかりしろ。あんたも言っていたじゃないか。責任の所在なんてくだらないって。俺おれたちが今やるべきなのは、何としてでもあいつらを助け出すことだ……違うか？」

「そう、そうですわね……」

　アードの言葉に、スミカは目を覚ましたようだった。立ち上がると、生徒を救出する方法を必死に考え始める。

「でも、どうやって……」

　沈み込む表情を前に、リウナがアードの袖そでを引っ張って尋ねる。

「ねえ、アード。何とか黄よ泉みの世界に行く方法はないの？」

「難しいな……伝承を分析してみたんだが、それこそレイスストーカーに狙ねらわれた人くらいしか、生きて黄泉の世界にたどり着いたことはないらしい。後は神話で死を司つかさどる神が、強く生きたいと願う死者のために茨いばらのゲートを作ったとか、その程度しか記録にない」

「わかった、じゃあやってみるね」

「へ？　お前何を？」

　アードが目を瞬しばたたかせる間にもリウナは長ちよう槍そうの半月状の刃やいばを持つと、それをおもむろに首筋に当てた。周囲の人の目が点になる。

「わーわーわー！　何やってるんだお前！」

　慌ててアードが、彼女の手から長槍をひったくった。リウナは抗議するように頰ほおを膨らませる。

「だって、わたしなら死んでも運良く助かるかもしれないし！　それで強く生きたいって願ったら、黄泉の世界でゲート作ってもらえるんでしょ！」

「バカかお前は！　あれは神話の話だ！　それに、運良く助かるならそもそも黄泉の世界にはたどり着けない！　ていうか助かる保証はないんだから、もうちょっと考えて行動しろ、このバカ！」

「あー、二回もバカって言った！　何よう、わたしだって、フェニちゃんたちのことが心配なんだよ！　何とかして助けたいんだもん！　アードだってそうでしょ！」

「当然だろ、くそっ！」

　リウナに言われるまでもない。アードは内心相当焦っていた。スミカのことを励ましたものの、彼女を見て冷静になれなければ、自分が茫ぼう然ぜん自じ失しつしていたかもしれない。

「……ごめん」

　そのことがわかったのか、リウナが小さく謝る。「いや、いい」とアードは首を振った。そんなことより、生徒たちを助ける手段だ。

（黄泉の世界にさえたどりつけば、リウナの幸運であいつらを探し出せるかもしれない。だけど、その肝心の方法が……）

　周囲を素早く見渡す。何かヒントはないものか。

（エリーに匂においを追跡してもらう……だから黄泉の世界に行けないと意味がないって）

　さっきから思考が堂々巡りになっている。アードは嘆息してから──ふと、何かに気づいたかのようにつぶやいた。

「エリーだって？」

「何っすか？」

　名前を呼ばれたと勘違いしたエリーが前に進み出る。が、彼はそれを無視して、頭の中で今ひらめいた考えを、猛烈な勢いでまとめていった。

　やがて、希望の色を瞳ひとみに宿して立ち上がり、誰にともなくつぶやくのだった。

「……やってみる価値はあるか！」




　生徒たちは、荒涼たる石の平野を、おずおずと歩いていた。

　いつレイスストーカーに襲われるかわからない。緊張感というか、プレッシャーが半端ではなかった。それでも死にたくないから、彼らは前に進む。

　一応パニックは収まっていた。キスカが彼らに頭を下げ、そして一喝したのだ。

「すべては私の責任です、皆さんの好きなようにしてくれて構いません！　でも、まずはここから生きて帰ることです！　お願いです、どうか命を捨てることだけはしないでください！」

　その真しん摯しな声に突き動かされ、生徒たちは行動を開始したのだ。

　そして、十数分ほど歩いたところで、彼らは巨大な岩が積み上がった広場に出てきたのである。

「わあ」

　彼らが思わず声をあげたのは、その岩に感動してのことではない。地面に散らばっている光を見てのことだ。

　綺き麗れいだった。それらは石が放っているのだ。

「ロビン、この石何か知ってる？」

　フェニが博識な少年に尋ねる。ロビンは「えっと」と考え込んでいたが、やがて思い出したかのように手を打った。

「確か、『魂こん魄ぱくの石』だよ。黄よ泉みの世界にしかない希少な石で、魔を払う効果があるらしい。とても高価な宝だったんじゃないかな」

「「「「宝？」」」」

　生徒たちが色めき立つ声を上げた。価値に引き寄せられたのではない。宝の存在そのものが、心に響いたのだ。

「すげぇ、これって本当の冒険みたいじゃん！」

「みんな、持って帰ろうぜ！　きっと父さんや母さんが喜ぶぞ！」

「私、持って帰ってアクセサリーにしたい！」

　そんなことをわいわい言いながら、石をポケットにつめていく。フェニたち三人も顔を見合わせたが、アードの試練の助けになるかもと思っていくつか採集した。

　その時である。

「「「オオオオオオォォォッ」」」

　声が響いた。この世界のすべてを恨むような声が。

　子供たちは恐怖の色に染まった顔を見合わせる。

「あ、あれって……」

「まさか……」

「みんな、そこの岩の下に隠れてください！　早く！」

　ユニが声を上げて、重なり合う二つの岩を指さした。互いに支え合っているような形で立っているそれは、下の部分が狭い洞どう窟くつのようになっている。

　狭苦しいその穴から一同が外を見つめていると、果たして空を黒い影が覆おおった。

　いや、違った。黒いぼろきれをまとった白い影──顔は髑どく髏ろを模しているそれは、レイスストーカーだった。

　彼らは広場まで降りてきたが、何かを探すようにうろうろとし始める。言うまでもない、狩の対象＝自分たちを探しているのだ。

　その数十数匹。見つかったら、もう子供たちは終わりだろう。

「……フェニお姉ちゃん、ユニお姉ちゃん」

　何かを決意したかのように、ナーがつぶやいた。その意味を察して、フェニもユニも顔を見合わせる。

　獣の姿に変身して、この亡霊どもを倒せば自分たちは助かるだろう。

　だが──。

『大切な友達が遠ざかることだってありうるんだ。お前たちはそれでもいいか？』

　アードの言葉が脳裏に響いた。思わず周囲のクラスメートを見回す。

　彼らとの思い出が、悲しい記憶に塗り替えられていく。それはフェニたちにとって耐えられないことだった。

「……何とか、逃げる方法を考えましょう」

　ユニの言葉に姉妹そろってうなずき、そしてレイスストーカーの隙すきを探す。

「あれ……何か動きが変じゃない？」

　フェニが気づいて、つぶやいた。レイスストーカーが、不自然に動きを変えているところがあるのだ。

　具体的に言うと、光の手前で急に曲がっている。『魂こん魄ぱくの石』が放つ光の前で。

「魔を払う効果がある……石」

　キスカがぼんやりと口ずさむと、フェニたちと目を合わせてうなずきあった。

　フェニたちはポケットから『魂魄の石』を取り出し──その時。

　レイスストーカーの一匹がこちらに向かって直進してきた。気づかれたのだ！

「みんな、逃げて！」

　フェニは叫ぶと、『魂こん魄ぱくの石』を投げつけた。

　効果は抜群なようで、レイスストーカーは「オオオオオッ」とうめき声をあげて、その場で崩れ落ちる。

　その間に生徒たちは一目散に走り出した。レイスストーカーの魔手から逃れるために。

　しかし、所しよ詮せんは子供の体力である。

「あっ……」

　走っている間に、前方に回り込まれてしまう。『魂魄の石』を投げる暇もないほど、すぐ前に。一同は震え上がった。

「も、もうダメだ……」

「私たち、死ぬんだわ……」

「しっかりしてください、きっとアード先生が来てくれます！」

　叫ぶキスカの声も、しかし怯おびえを隠すことはできないようだ。

　フェニたち〈神獣〉はそんな彼らを見つめていたが、やがて決意したように小さくうなずくのだった。




「……では、よろしくお願いしますわね？」

　スミカは周りの教師や冒険者に尋ねた。

　一同は深くうなずく。

　特に、アード、リウナ、そしてエリーが胸を叩たたいてみせた。

「任せろ……だから、安らかな眠りについてくれ」

　アードの言葉に微笑ほほえむと、彼女は覚悟して、固く目を閉じ──

　──そしてこの日、勇者の称号を持つ女冒険者にして冒険者学院の校長は、その命の灯ともし火びを消した。





　　　　○






　レイスストーカーは、すぐには手を出してこなかった。

　まるで命あるものの恐怖を楽しむかのように、生徒たちにゆっくりと近づいてくる。

　彼らはもう、それに抗う気力すらない。座り込んで、ただ死を待っている。

　ふと、それを庇かばうように影が差した。

　──三つの小さな影が。

「……フェニさん？」

　キスカが呆ぼう然ぜんとそのうちの一つを見つめる。フェニは微笑を浮かべると、尋ねた。

「ねえ、キスカ。あたしたち、友達だったよね？」

「え、はい。そうですけど……『だった』って？」

「ありがとう。その言葉、すごく嬉うれしかったよ」

　フェニはそう答えると、ユニとナーを連れて走り出した。

　レイスストーカー目がけて。

（すみません、父上……言いつけを破ります）

（友達が遠ざかっちゃうの、本当は嫌です……でも）

（ここで大好きな友達が死ぬのは、もっと嫌だから！）

「「「……だからっ！」」」

　叫び声と同時に、彼女たちは白い光に包まれると、その姿を変化させた。

　全身に炎をまとった怪鳥フェニックス。

　額に角つのを生やした神秘の白馬ユニコーン。

　下半身を大蛇のそれに覆おおわれた妖よう艶えんな美女ナーガ。

「「「「……っ!?」」」」

　その変貌に、クラスメートたちは驚愕の相を露わにした。

　三つの獣は、一瞬だけクラスメートを振り返ったが、やがてそのまま悪霊の群れに向かって飛びかかっていった。

　生徒たちは呆ぼう然ぜんと、その戦いを見つめる。

　いや、戦いにすらならなかった。〈神獣〉たちは、その圧倒的な力でレイスストーカーをことごとく撃破していく。フェニックスの炎が、ユニコーンの角が、ナーガの蛇へびの尾が、殺さつ戮りくの風となって悪霊を引きちぎっていったのだ。

　だが、彼らが見つめていたのはその戦いの荒々しさではない。獣の向こうに、今まで普通に接していたはずのクラスメートがいたということに、恐怖を感じたのだ。

「噓うそ……」

「何がどうなってるの……？」

「誰か、誰か説明してくれよ！」

　ある者など、めまいを起こして、その場にへたりこんでしまう。

　そして、キスカは。

「フェニさん、あなた……そんな……」

　震える視線と声が、フェニックスに届いたかどうか。

　炎の鳥は一声大きく鳴くと、残るレイスストーカーめがけて猛火を吐きかけた。

「「「「ウオオオオオオ……」」」」

　一生耳に残りそうな断末魔の声を上げ、彼らは消滅していった。

　レイスストーカーを壊滅させた〈神獣〉たちは、エネルギーを使い果たし、元の姿に戻った。よろよろ、と生徒たちの方に向かって歩いてくる。笑いながら尋ねた。

「みんな……無事……？」

　──だが、子供たちは後ずさった。

　その瞳ひとみには恐怖の色が湛たたえられ、レイスストーカーを超越した魔物──神獣を見つめる。

　はっきりとした、拒絶の意志がフェニたちを捕らえ、そして。




「ば、化け物……！」

「「「…………！」」」




　誰かの叫び声に、〈神獣〉たちの足が止まる。

「……みんな」

　フェニはもう一度つぶやいた。返事は、ない。

　彼女たちに、近づこうとする者も。

　三人の〈神獣〉は顔を見合わせると、苦笑した。笑うことしかできなかった。

　覚悟していたことだが、やっぱり哀かなしい。

（アード……やっぱりアードの言う通りだったよ。あたしたち、友達なくしちゃった……）

　胸中で告げたとたん、疲労と虚脱感がフェニを襲い、彼女はゆっくりと、前に向かって倒れていった──。




　地に伏す予定のフェニの体は、しかし、いつまでもそうはならなかった。

　途中で、細く白い腕に抱き抱えられたからである。

「え……？」

　ゆっくりとまぶたをあけたフェニは、その腕の主を見て目を瞬しばたたかせた。

　目をつぶり、それでもしっかりと彼女を受け止めているのは、他ならない、意地っ張りでプライドの高い少女だった。

「……キスカ？」

「ごめんなさい……」

　フェニの耳元でキスカがかすれた声を出した。

「ごめんなさい……こんなにボロボロになるまで戦ってくれたのに……一瞬でも支えるのをためらってしまって。あなたのことを怖がってしまって……」

「キスカ……」

「辛つらかったですよね……人と異なる力を使えば、こうやって恐れられるのわかっていたでしょうに……それなのに、あなたたちは……私たちのために傷ついてくれて……！」

　彼女は目に光を帯びていて、時々しゃくり上げてもいた。先ほどの恐怖の色が、顔から消えている。腕の中のフェニは呆ぼう然ぜんとそれを見つめた。

　その間クラスメートたちは、どこか気まずそうにして、少女二人を遠巻きに眺めていたが、やがてそのうちの何人かが、おずおずと歩み寄ってきた。

「そうだよな……キスカの言う通りだよ」

「お前たちが戦ってくれなかったら、俺おれたち、死んでるところだったんだ」

「それなのに、私たち怖がっちゃった……私たちを救ってくれた友達を」

「本当に、本当にごめんなさい！」

　いや、今でも彼らは怖がっているのだろう。その証拠に、足が震えている。

　しかし、その心根にある何かが、それを乗り越えさせている。彼らは今でも、自分たちを友達と思ってくれているのだ。

　フェニは直感的にそう感じて、啞あ然ぜんとキスカに尋ねた。

「いいの、キスカ……あたしたちが友達で？　だって、人じゃないんだよ……？」

「それが何だっていうんですか！　確かに少し驚きましたけど……それでも、あなたたちが、大切なクラスメートであることに変わりないんです！　私を……私たちを、見くびらないでください！」

　強く告げるキスカの言葉に、今度こそフェニは瞳ひとみをうるませた。

　そのまま、ぎゅっと『友達』を抱きしめ返す。嗚咽おえつが漏れた。

「キスカぁ……あたし、あたしっ……う、うぇぇえ……」












　本当は怖かった。拒絶されることが。そうなったと思った時、深く絶望した。だから────言外に告げる彼女の髪を、キスカはおずおずと手をのばし、なでてやる。

　やがて柔らかい笑みを浮かべて、ささやくように告げた。

「フェニさん……ありがとう、私たちを助けてくれて……先にお礼を言うべきでしたね」

「ぐすっ……ううん、友達だもん……助けるのは当たり前だよ」

　顔をぐしゃぐしゃにしながら、二人は笑いあう。生徒たちは歓声を上げると、ユニとナーも引き込んで、もみくちゃにしながらはしゃいだ。

「フェニ最高！　ユニ、ナー最高！」

「俺おれたちを救ってくれたんだ！　さすが英雄の先生の娘だ！」

　その台詞せりふに、特に一番最後の言葉に、三人がどれほど喜んだか。

　彼らの叫び声にもはや恐れは感じられず、友達を讃たたえる純粋な気持ちが表れていた。

「……ユニお姉ちゃん、お父さんも間違うこと、あるんですね……」

「ええ……我々の友人は、こんなにも素晴らしかったのですよ」

　エネルギーを消耗したせいか、憔しよう悴すいした表情のナーとユニが、それでも目の端の涙を拭ふき取とりながら、笑い合う。

　ともあれ、これですべては解決した。後は何とか黄金の茨いばらのゲートを見つけて、生者の世界へ帰るだけだ。

　だが、その時である。




「「「オオオオオォッ」」」

「……えっ？」




　響いてきた声に、一同の背筋が凍り付いた。

　見上げると、新たなる黒い影の一団がこちらに降りてくるのが見える。

「レイスストーカー……まだこんなにいたのですか……！」

　ユニは焦燥の声を上げると、隠れ場所を探して周囲を見渡した。

　もう一回何とか変身を、とナーは思った。

「「あ……」」

　足がふらつき、体が沈んだ。二人とも、力が入らない。

「ユニとナーは休んでて。あたしなら……少しはエネルギーが残ってるから」

　フェニがそう言って、前に進み出るものの、その顔は疲労を色濃く示している。そもそも、普段ならとっくにエネルギーを使い果たして眠りについている状態だ。最近は体力がついてきて少しは保もつようになったが、それでも限界は近かった。

　でも、守らなければならない。自分たちを受け入れてくれた、この仲間たちを。

　せっかく失わずにすんだ、大切な友達を。

　だがしかし。彼女の体に力が入らないまま、黒い影の一つは彼女に近づいた。

（ああ……もうダメ……かも）

　そして、白い手はフェニの首元へとのびていき──。

　──それが、弾はじかれた。

「え……？」

　フェニが驚きの声を上げた。隣からその手を払ったものを見て。

　見慣れた白銀の双剣、それを持つ青年の姿に。




「……うちの娘たちに、何、手を出そうとしてるんだ？」




　聞いているだけで力がわいてくる、大好きな声が、ややドスを利かせて響いた。同時にレイスストーカーは一瞬にしてバラバラになる。

　すっくと立ちはだかる背中を、フェニは目を輝かせて見つめた。

「……アード！」

「「「アード先生！」」」

　生徒たちの声も唱和し、アード、それにリウナと人じん狼ろうと化したエリーが、彼らの無事を確認して安あん堵どの表情を浮かべる。

「悪い、遅くなったな……でも、もう大丈夫だ！」

　そして、アードとリウナは武器を構え、エリーは後ろに下がり、彼らは生徒たちを庇かばうようにしてレイスストーカーに立ちはだかった。





　　　　○






　アードたちが黄よ泉みの世界に来られたのは、ひとえにスミカの犠牲があってのものだった。

　彼女は自ら命を絶って、彼らをこの世界に導いたのである。

「とは言っても、本当に死んだわけじゃないけどな……っ！」

　アードは説明しながら、〈不死鳥の閃光フエニツクス・レイ〉をまとった双剣を振るった。

　聖なる光を帯びているだけに、悪霊たるレイスストーカーには効果が絶大だ。触れただけで、塵ちりと化して跡形も残らない。

　その戦場から、みんなを守るようにして両腕を広げながら、エリーが説明を引き継ぐ。

「あたしの薬で、仮死状態になってもらったっす」

「仮死状態？」

　キスカが頓とん狂きような声を出した。自分の姉がそんなことになれば、心配するのは無理もないだろう。

「大丈夫っす。蘇そ生せい薬を使えば、絶対に蘇よみがえれるっすから」

「だけど、仮死状態でも死者は死者……だったよね、アード？」

「まあ、そういうことだ」

　アードと会話しながら、リウナも次々とレイスストーカーを撃破していく。あるときはアードの側面に回り、あるときは後ろに回り、その連携にはそつがない。

「すげぇ、リウナさん無む茶ちや苦く茶ちや強いじゃん！」

「アード先生とも息ぴったりで……素敵。とってもお似合い！」

「……あ、あたし、あたしも一緒に戦うぅっ！」

「ちょっとフェニさん、静かにしてください。先生の話が頭に入ってこないんですけど！」

　疲れをこらえてリウナと張り合いたがるフェニを、白い目で見つつ、キスカがアードたちから聞いた話をまとめるとこうだ。

　仮死状態になったスミカから、アードたちは刺突剣レイピアを取り上げた。先ほどもリウナが説明したが、死者は死者である。その死者から物品を奪ったと見なされ、彼らはレイスストーカーのターゲットにされた。

　そして、わざと捕まり、この世界にやってきた。後はリウナの［強運フオーチユン］と、人じん狼ろうエリーの嗅きゆう覚かくを頼りに、生徒たちを探し当てたというわけである。

「でも、蘇生薬があるとはいえ、危険じゃないですか……仮死状態にするなんて」

　ぶちぶちとキスカがつぶやくと、アードがすまなさそうに答えた。

「本当は、俺おれが仮死状態になるつもりだったんだ。だけど、スミカが俺が助けに行った方が生徒たちが安心するからって」

「……私は姉さまの方が良かったですけど……まあいいです」

　キスカが渋々と納得したのは、確かに今まで絶望感ただよっていたクラスの生徒たちが、完全に安心しきっているからだ。スミカが相手ではこうはならない。今まで全力で彼らとぶつかってきたアードだからこそ、信頼できるのだろう。

　やがて、第二陣のレイスストーカーたちも、残り少なくなってきた。空中にとどまり、おののくようにこちらを見てくる。降りてくるつもりはなさそうだが、アードの方にも逃すつもりはなかった。放ほうっておけば、害しかない存在なのだ。

「リウナ、あいつら落とすぞ！」

「うん！」

　アードの声にリウナはすべてをくみ取ると、長槍バルデイツシユを水平に構えて斜め後ろに担いだ。

　その刃やいばにアードは飛び上がる。次の瞬間、ラケットでボールを打つように、リウナが「えいっ！」と長槍を振り下ろした。

　この場合のボールはアードであり、自ら跳躍する意志を持っていた。絶妙のタイミングで刃を蹴けり、宙に舞う。

「食らえ……〈不死鳥の炎フエニツクスフレア〉！」

　アードの双剣から炎がのび、レイスストーカーを焼き尽くした。

　残虐な性質を持つ恐怖の悪霊は、今度こそ最後の一匹まで残ることなく、この世から消滅していった。




「さてと、後は黄金の茨いばらのゲートを見つけて帰るだけだな」

　レイスストーカーが全滅したのを確認してから、アードは生徒たちの顔を見回して言った。そのうち一人が、首をかしげて問う。

「でも、ちゃんと見つかるのかなあ」

　不安ではない、純粋な疑問だ。いざという時でも、目の前の教師たちが何とかしてくれると、心から信頼してくれていた。

　他の子供たちも同様である。

　アードは疲れて眠ったフェニを負ぶうと──ユニはリウナが、ナーはエリーが背負ってくれる──その信頼に応こたえるようにうなずくのだった。

「大丈夫だ。リウナ、頼んだぞ」

「うん」

　彼女はきょろきょろと周囲を見回していたが、やがて適当に指をさしてうなずいた。

「こっちの気がする！」

「よし、行くか」

　そして数分後。彼らの目の前には金色に輝く茨の門が現れた。

「すげー、本当についたよ」

「リウナさんって、色々とすごいんだ……」

「やっぱり、先生として呼んでくれるなら、こっちの方がよかったなあ」

　全員がリウナを絶賛するので、アードは少しいじけそうになった。

　だが、気を取り直すと、門の中央にある青白い光の円を見つめた。伝承によれば、ここに入ることで、黄よ泉みの世界に迷い込んだ生者や、死にたくないと強く願う魂は、元いた場所に戻れるのだという。

　しかし、本当に帰れるのだろうか。帰ったところで、変な場所に飛ばされたりしないだろうか。そんな不安が生徒たちを貫いた。

　アードの体にそっと触れる。何だかんだ言っても、彼らが一番頼りにしているのはこの教師なのだ。

　リウナもエリーもそれにならい──ふと背中の娘たちが夢うつつで尋ねる。

「アード、帰れるの……」

「ああ、帰れるさ」

「……帰ったら、何か食べたいですね」

「私……パスタ……がいいです」

「うん、わかった。わたしが、とびっきりの作るよ……みんなの好きな物をね」

　そう言って笑うリウナに、寝ぼけて幾分か素直になっているのか、娘たちも「ありがとう」と応じる。

　前を向いたまま、アードはそんな彼女たちに微笑を送ると、やがて高らかに宣言した。

「よし、みんな帰るぞ」

　そして、一同は光の中へと足を踏み出した。








終章




　こうして、ジュニアクラスの生徒一同と教師たちは、無事にダンジョンへと生還した。

　蘇そ生せい薬を飲み息を吹き返したスミカが、どれほど喜んだかは言うまでもない。

　特にキスカを抱きしめ涙を流したのは、教育者としては私情が入っているが、姉としては当然の行為だろう。

　やっと帰ってこられたことで生徒たちは安あん堵どし、残っていたクラスメートたちと感動の再会も果たした。

　彼らにとって、黄よ泉みの世界での冒険は一生の思い出になるだろう。事実、この後冒険者を本格的に志して猛勉強する生徒も少なくなかった。また、彼らが町中で自分の冒険を面白おかしく吹聴したことで、ジュニアクラス希望の子供たちも徐々にだが増えてきた。

　ともあれ、アードはこうして一ヶ月の任務を果たしたのだ。

　そして、別れの時がやってきた。




「フェニ＝グラッサムさん。ユニ＝グラッサムさん。ナー＝グラッサムさん」

「「「はい」」」

　スミカの呼び声に、緊張した声を上げ、グラウンドに立った三人の生徒はぎくしゃくと前に出た。

　飾り付けられた壇の上から、三つの筒を手にしたスミカ校長が、それぞれに黒い筒を手渡していく。

「本校を卒業した証あかしとして、この卒業証書を授与します。一ヶ月と短い間でしたが、本当にお疲れ様でした」

「「「はい！」」」

　今度は元気よく返すと、三人の娘は嬉うれしそうに筒を持つ。リボンで飾られたそれは、どこか厳かで、持つととても誇らしい気分になれるのだ。

「わーい、筒だ筒！」

「ふむ、なかなか見栄えのするものですね。威厳があって気に入りました」

「……蓋ふたを外すと、きゅぽん、って音がします」

「お前ら、一応中身の証書のことも気にとめとけよ」

　壇の隣に立っていたアードが苦笑をすると、そちらに向かってスミカが微笑ほほえんだ。

「グラッサム先生もご苦労様でした。あなたのおかげで、着実にジュニアクラスの生徒が増えましたわ」

「宣伝なら、俺おれじゃなくて生徒がしたようなものだけど」

「いいえ。彼らが冒険の楽しさを味わうことができたのは、あなたという信頼のおける冒険者が教え導いたからですわ。それに前にも言いましたが、あなたが赴任したという事実だけで生徒数は少しずつですが増えていたのですよ」

　もちろん、今回のダンジョン体験会が生徒獲得の大きなきっかけになったのは確かで、そのことを含めてもアードは立派に任務を果たしたと、スミカは彼を褒めてくれる。

　アードは照れながら「どういたしまして」とつぶやき、それに彼女は満足そうに笑うと、いまだに筒をいじっている生徒三人をちらりと見て、もったいつけたように言った。

「ところで、皆さん。私と最初に交わした約束を、破ってしまいましたわね。生徒たちに正体を見せてはいけないと、あれほど厳命しましたが」

　その言葉にぎょっとして、「え……」「いや」「その……」と三人は言葉を濁す。

　だが、スミカはあくまで笑顔を絶やさなかった。そのまま壇から降りて三人を抱きしめると、優しい声でささやく。

「……でも、ありがとうございました。あなたたちの英断で、生徒たちが救われましたわ。嫌われ者になるのを覚悟で、さぞかし苦しかったでしょうね。私は一生、あなたたちの恩を忘れません……何か困ったことがあれば、いつでもこの学院に相談に来てください」

「先生……」

　彼女たちの声は感動にうるみ、スミカにひしっと抱きついた。それを見てアードも、この学院に娘たちを通わせて良かったと心から思う。












「まあ、相談ごとはなくても、遊びには来ると思うよ。生徒たちとそう約束したからな」

「ええ、歓迎しますわ……ついでにあなたもね、ソウルシェアさん」

「あ、はい」

　一人感動の式典とはあまり関係ないリウナは、それでも今月付でこの学校を退職する以上決まり悪くそこに立っていたのだが、最後に名前を呼ばれてほっとしたようだった。

「その、わたしも良かったら、アードたちと一緒に遊びに来ます」

「ふふ、待っていますわ……もっとも、そちらが何というかわかりませんけど」

　スミカの指さす方には、微妙な表情をした娘たちがいた。

「えー、リウナは別にいいよね」

「リウナはジュニアクラスには関係ありませんので。私たちと父上だけで充分です」

「……ごめんなさい、リウナさん」

「泣かないもん……」

　邪険に扱われた少女は、言葉に反して涙目でつぶやいた。体中に寂せき寥りようの影が漂っている。

　その光景を見てスミカはくすくすと品の良い笑い声を上げていたが、やがてふと真面目まじめな顔でアードの方を見た。

「アード＝グラッサムさん。あなたは自分で思っているよりも、強い英雄の素質があると私は思いますわ。ですので、最後に一つ、あなたに助言をさせてください」

「助言？」

「あなたは試練をクリアするため、沢山の価値ある宝を見つけなければなりません。そのためには、今までのように普通にダンジョンに挑んでいたのでは間に合いませんわ。故に…………私はあなたに、地下五三階を目指すことを推奨します」

「地下五三階……！」

　アードは目を丸くした。

　人類が挑めるダンジョンの深さは、地下五○階程度が限界だ。今までの最高記録は地下五三階で、それに到達したものも脱出後すぐに命を失った。

　その限界に挑めというのだ。想像しただけで襲いかかるプレッシャーに、思わずつばを飲み込んでしまう。

「……確かに、それなら誰も見つけていないような秘宝も見つけられると思うけど……でも、そんなことが本当にできるのか」

「私は、あなたならできると信じていますわ。頑張ってくださいまし」

　スミカは微笑ほほえむと、そっと手を差し出した。アードはそれを握りしめる。

「健闘を祈っていますわ」

　その言葉を境に、アードは学校の教師の職を正式に解かれた。




　グラウンドから校門をくぐり外に出ると、意外な人物がアードたちを待っていた。

　いや、意外でも何でもないかもしれない。それは彼らの『仲間』なのだから。

「「「先生！」」」

　ジュニアクラスの生徒たちは、声を上げて彼らに駆けつけた。卒業するのはフェニたちだけなので、彼らは式には出席しなかったのだ。

　だから、ずっとここで待っていてくれたのだろう。彼らはじっとアードの顔を見つめる。

　やがて、その中から一人の少女が進み出た。キスカだった。

　別れが惜しいのか、彼女は瞳ひとみを潤ませていたが、それでも気丈に背筋をのばすと、つかつかとアードたちの方に近づいてくる。

「先生、それにフェニさん、ユニさん、ナーさん。卒業おめでとうございます。これは、私たちからの餞せん別べつです」

「これは……『魂こん魄ぱくの石』じゃないか！」

　渡された袋の中身を見て、アードは驚いた。『魂魄の石』の存在と、生徒たちがそれを拾っていたことはフェニたちから脱出後に聞いていたのだ。彼女たちは自分のぶんをアードにくれ、アードは研究価値のある宝として扱ってもらえるかどうか『魔導研究室』に問い合わせた。すると、一個一万Ｇグレードの価値があるという嬉うれしい返事がきた。

　フェニたちのぶんが、一人一○個くらい拾っていたので約三○個。これでも大量だと言えるのに、袋の中にはさらに沢山の数の『魂こん魄ぱくの石』が入っている。

　すでに売り払ったものと合計すると、およそ一○○個といったところか。

「これは……」

「僕たちが拾い集めたぶんです。話し合った結果、アード先生に渡そうということになりました」

　ロビンの言葉に、アードは首を横に振った。

「いや、それはよくない！　お前たちは危険な目に遭ったんだ。その代償として手に入れたこれは、お前たちが持っておくべきだ。それが冒険というものだと、俺おれは思う。もてあましているようなら、せめて学院に……」

「勘違いしないでください。私たちも、ただであげるつもりはありません」

　キスカがぴしゃりと言うと、アードをにらみつけた。

「これを渡す代わりに、アード先生にはお願いがあるんですけど」

「お願い？」

「はい……事情はすべて姉さまから聞きました。フェニさんたちを国の機関に渡さないために、試練に挑んでいるそうですね」

「あ、ああ」

「だったら……約束してください。試練に合格して、一刻も早くフェニさんたちを自由の身にしてあげると。そのために、この石を提供するんです……私たちの、友達のために」

　そして、キスカと生徒一同は、真まっ直すぐにアードの目を見つめる。

　アードもそれを受け止めると、袋を懐ふところに入れてうなずいた。

「わかった、約束する。どんなことがあっても、『魔導研究室』にフェニたちは渡さない。一ヶ月後、ちゃんとみんなの前でそのことを報告してみせるよ」

「……信じてますよ、『英雄』の先生」

　キスカは笑い、彼の手を握った。そして、フェニの方に顔を向ける。

「フェニさんも、少しは剣の腕を磨いてください。張り合いのある相手がいないと退屈で仕方ありませんから」

「うん、わかったよ！　次は絶対に負けないからね！」

「ユニとナーも、遊びにこいよ！　待ってるからな！」

「ええ、必ず。再び皆さんにお目にかかりましょう」

「……その日を、楽しみにしてます」

　そして一同は、湿っぽい空気を無む理り矢や理り押さえ込み、笑ったまま別れを告げた。

　帰り道にふと、リウナがアードの肘ひじをつつく。

「増えちゃったね、アード」

「何がだ？」

「背負ってるものが……試練、絶対に失敗できないよ？」

「……そんなの、最初からさ」

　前を歩く娘たちの、幸せそうな後ろ姿を見ながらアードはつぶやいた。

　彼女たちのために試練に合格するのは、最初から決めていたことだ。リウナの言う通り、その使命に対する重みは増えたが、それでもやることは変わらない。

　ふと、脳裏にスミカの助言が蘇よみがえる。

「地下五三階か……確かにそれくらいの無む茶ちやは必要だろうけど、俺おれにできるかな？」

「アードならできるよ。だって、みんなのお父さんだもんね」

　よくわからない理屈だが、アードは不思議とそれで納得してしまった。

「そうか……そうだな」

　そして彼はリウナの手を取ると、顔を赤くしている彼女を連れて娘たちの前に回り込んだ。空いている手をのばして「帰るぞ」と笑いかける。

　とびきりの笑顔で三人はうなずき、同時に父の手に触れるのだった。
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　とあるサービスエリアで、目を疑うような商品を見かけました。

　コロッケ一個で二二○円。

　普通にコンビニで買うやつの二倍近くなわけで、その大胆な値段設定に逆に興味をそそられて買ってしまいました。

　実際食べてみると、あまり舌が肥えていない自分にはコンビニのコロッケとどう違うのかがわかりません。でも、確かに二二○円ぶんの味がする！（気がする）

　こうしてコロッケ一個にたまに贅沢するのも悪くない──たかが二二○円ですが──そんな新鮮な気持ちにさせてくれる、不思議な一品でした。

　機会があったら、また買ってみようかな。




　そんなわけで、こんにちは。番ばん棚だな葵あおいです。

『底辺剣士は神獣むすめと暮らす』の二巻をお届けに参りました。

　今回はいきなり舞台が学校になっていますが、特に特別な舞台装置というわけでもなく、アードやフェニたちの日常を描く背景の一つくらいに考えて設定しました。

　しかし、いざ筆を執ってみると、これほど「娘」の魅力を引き出せる場所はないなと思えるほど、個性的なキャラや楽しい事件がつまった内容となりました。

　家族で短期間の学校生活を送るという、一風変わった学園ものをご堪たん能のうください。

　ところで番ばん棚だなにとって、学校生活といえばもはや遠い過去のことなのですが、中でも特に印象的なのが高校の学食でした。

　特別豪華だったから、というわけではありません。むしろ逆に貧相で、素うどん、きつねうんど、中華そばくらいしかメニューがなく、一番豪華なものでハイカラうどんという体たらくでがっかりしたものです（Ｉ西高校ごめんなさい）。

　ちなみにハイカラうどんとは、うどんに天かすやかまぼこ、ねぎなどを入れたものです。メジャーなものだと信じていたのですが、最近になってローカルなメニューと知ってびっくりしました。

　ともあれ、そのせいかどうかは知りませんが、番棚が学園ものを手がけると学食の描写はどうしても入れたくなります。今回もちらっと出していますが、話の流れの都合上メニューを詳しく書けなかったのが残念ですね。

　今回舞台となった『レイズ冒険者学院』やその関係者は、機会があればまた使いたいとは思っていますので、その時こそ学食のメニューを色々と出したいです。




　さて、そろそろ紙面も尽きてきたので最後に感謝の言葉を。

　イラスト担当の米こめ白しろ粕かすさま。今回も可愛かわいい〈神獣〉たちを描いていただいてありがとうございました！　ころころと愛らしいフェニたちの姿を見るのは、僕にとっても何よりの活力になります！

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆さま、何かとスケジュールの調整に尽力いただきありがとうございます！　おかげで助かりました！

　そして最後に、この本を手にとってくださった皆さまに、感謝の言葉を捧ささげたいと思います。ありがとうございます！

　それでは、また三巻でお目にかかりましょう！















特別付録　書き下ろし短編







番外編　基本は似たもの同士




　とある休日の午後。

「はあ……」

「何だ、どうした？」

　リビングでソファに腰掛けていたアードは、家主にして幼馴染のリウナがため息を吐くのを見て、不思議そうに首をかしげた。

　少女は大きな胸の下を腕で抱えながら、憂鬱そうにつぶやく。

「何とか、フェニちゃんたちが懐いてくれないかなあって思って」

「ああ、あいつらなぜかお前には冷淡だもんな」

　実際には、何かと父親と仲の良いリウナに対して、三人の娘たちがやきもちを焼いているのだが、アードにはその辺の機微はわからない。

　ただ、このままで良いとも思っていないらしく、ちょうどいい機会とばかりに手を打ち鳴らした。

「よし、今から俺ちょっと出かけてくるから、その間あいつらと話でもしてろよ」

「えっ？」

「腹割って話せば、案外打ち解けられるものだからさ。頑張れよ」

　そう言って、啞然とするリウナを置いて外に出て行く。

　果たして数分後、リウナはアードが出て行って少しご機嫌ななめなフェニたちと一緒に、息詰まるひとときを過ごすことになった。

（アードって、時々唐突なんだから……もうちょっとやり方を考えてくれてもいいのに）

　リウナは息を吐くと、とりあえず焼いていたケーキを三人に振る舞うことにする。

「ほら、美味しいよ。一緒にお茶にしない？」

「うん、いいよ。でもリウナに『回収』はされないからね」

「『懐柔』ですよ、フェニ。リウナも私たちを食べ物で釣るとは、ワンパターンですね」

「……あ、あの、私最近ダイエットしてて……」

「うぅ、まったく通じない……」

　見透かされている上にやんわりと断られもして、リウナは泣きそうになった。

　こうなってくると、アードに対する不満がさらに吹き出る。

「せめてアードが残っててくれたら、話もしやすかったのに。こういう時に限って出かけちゃうんだもん」

　思わず口に出た。と、フェニたちがケーキをほおばりながら──結局食べてる──同調するように、うんうん、とうなずいた。

「本当。アードって、肝心な時にいないことがあるよね」

「うむ。基本的には優しいのですが、鈍感なのがたまにきずですね」

「……お父さんは素敵ですけど、もっと一緒にいてほしいです」

　次の瞬間。リウナと三人の娘は真顔になり、互いに視線を通わせた。

　そして、それから小一時間ほど。彼女たちは共通の大好きな人物の話題──主に愚痴とそれ以上の惚気──で盛り上がることになった。




「ただいま……何だ、随分と盛り上がったみたいだな」

　わいわいとはしゃいでいたリウナたちを見て、アードは嬉しそうに言った。彼女たちは全員、つやつやと肌の調子もよく、「お帰りなさい」と笑顔でアードを出迎える。

　アードは笑ってみせてから、ふとリウナに尋ねた。

「どうだ、リウナ。ちょっとはフェニたちと打ち解けられたか？」

「うん、アードのおかげでね。みんなと楽しくお話できたよ」

　その言葉に、アードは「？」と怪訝な顔をしたが、リウナはにこにこと笑顔のままだ。

　まあ、何にせよめでたしめでたし──と思っていると、三人の娘たちが声をそろえる。

「「「でも、私たち、リウナに懐柔されないから」」」

　その言葉にリウナは「あうー」と涙目になり、アードは意外とこいつら仲良いのではと気づいて、忍び笑いを浮かべるのだった。
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